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日 本 建 築 協 曾 後 行

昭 和 15 年 8 月 接 行

菊 裁判 ・ 6 0 0 徐頁

建
M

m
宋

関 係 法 規 抄 纂
(大阪府)

. 本書 は 別 般 市 街 地 建 築 物 法 令 の 姉 妹 編 な り

集 録 範 国一 本 書 に 於てはill 築掬係法規より大約下記標準により闘係僚交 を抄出せり

ｬ 、 ｾ築物の位置 、 ｭｾ 丘 、 設備 、 敷 地、 援 する 道路等 に陶係のｻ際交

Ｒ 、 右に日 ｩｦ｝Ｈ 系ゐるｪｊ｝Ｚｾ頁の定義を規定せる僚交

人 規則適用地の院域及適用物の鈍園を規定せ る僚交

4 、建築に跡J係す る手綴I*lf系を規定せる係文

… … …  
主 な る 内 ｾ＠ 項 目

、，、F 曜、d、，ぜ、.-v、""' ... 暗唱、，、， a

工 事 日目' 係 法 規 自 動 阜 腕J 係 法 規

工 m 1#1  係 . 法 規
?可 )11 腕J 係 法 規

御 陵 墓 及 形 像 陶 { 系 法 規 防 疫 開 係 法 規

銃 砲 火 繋 日 ｾｉ 係法規 吉会 療 所 開 係 法 規

危 l徐 物 品 跡j 係 法 規 精 神 病 者 関 係 法 規

医縮ヨ記斯」立法化 ｽｾ 斯関係法規 飲 華寺

*  

開 係 法 規

E長 告 4-TJ 開 係 法 規 氷 司τｾ 開 係 法 規

社 寺 開 係 法 規 牛 宇し 開 係 法 規

食 座 数 開 係 法 規 耳里 髪 闘 係 法 規

料 喫 屋 飲 食 庖 1 #1 ( 系 法 規 汚 4羽 ｾｍ＠ 係 法 規

興 業 話芸 掛I 係 法 規 府 物 開 係 法 規

遊 投 場 日制 係 法 規 金 音 開 係 法 規

官長 泳 主E 日十I f系 法 規
屠 場 及 死 音 闘 係 法 規

皇す 倖 腕1 係 法 規 家畜市ｾ及 肥料闘係法規

宿 屋 及 溺 度 目 もj 係 法 規 墓 地 開 係 法 規

市 主寄 及 勘 商 務 闘 係 法 規 事量 開 係 法 規

:堂 E杏 開 係 法 規

そ の 他 時 局 建 築 関 係 法 規 の 殆 ど 全 部 を 掲 載 す

肯 定慣・金武圃或拾銭 安

但協合員一冊 ニ限 ? 特 償 金 武 固

日 本 建 築 協 曾

大阪市北区朝日ピル4階

振 替 口座 大 阪 3997 5

丸善 本支庖

貰捌

柳 バト堂書底



曾

時三

口

十月見皐曾並例曾下記の通開催仕候参加希望の方は至念御申込み下され度候

第 - 見 撃

1 . 時 十月十八日 ( 金) 午後三時集合 晴雨不論

1. 集 合 所 一心寺境内 天王寺区逢阪上ノ 町( 市電西門 又は公園前下車 )

1. 見 畢 先 ( イ) 一心寺 ( ロ) 願泉寺 ( ハ) 十万堂 以上三 ケ所茶室

1. 有志座談並晩餐禽

最 後の見皐先は十万堂にて午後五時頃終了後同所来山の書院に於て嘗 日の

見墜につき 有志の座談舎 を催し引績 き( 支那料理) 晩餐舎を 聞く 右希望の

方は晩餐曾費参圃五拾銭也なるべく振替大阪 39975 番 にて前納せら れ度 〈

申込後不参にでも曾費の負措は御願申上候

1. 申込及〆切

往復 J 、ガキにて晩餐曾希望の有無御記入の上折返し の事、但満 員 とな り次

第先着順により〆切申侯 〈復信ノ、 ヵ・キは表裏共白紙に願上候〉

1. 見皐先概記

( イ〕 一 心 寺 ( 入祭、席 〉

徳川家康茶臼 山居陣の頃小堀主主州、lに命じ造管せ しものと云ひ体ふ、三帖塞目中接出燈の席

Ｈ ロ 〕 願泉寺 Ｈ図費高日 ｉＧｦ ｾ主Ｍｲ ｊ ｽ 院 、 泰度堂茶室〉

市 電WJ助町停留所前に 在 h、伊主主政宗の好によ り建てら れれもの にで元和元年夏の陣終 了後

同寺に贈 る、四帖上段間附古院と三帖蓋目茶室

( ハ〉 十万堂茶室 ｃｲｬｬ 官ｩＺ ｾ比須 町 ｆ 車西半 町 南入ー了〉 支那料理j苫来 山

「涼しさ に凹ツ橋四ツ波 りげり 」で有名な渓慈の俳人小西来 山が際綾しれ十帖の i杏院と三つ

の茶室めり 、今支那料 理屋が借受げ来 山と携し告書業中

営 日は茶室 につ き調査研究せ られつ= ゐる工準士間関孝男氏に夫々御説明を煩は す事に相成り 居 り

参加者に は茶室のプラン等 ガリ 版 lこL、7こし首 日商日付の改定に候

本見皐は特賛、終賛、曾員に限られ候、尚一心寺友願泉寺は備事等にて俄かに 差

支へを生ずる事あるやも計り難〈諌め御含み置き願上候

第 二 見 皐 (十月例曾)

1 . 時 十月二十七日 ( 日〉午前十時半集合 晴雨不論

く 吉 丸 τ か

1 . 集 合 所

1 . 見 畢 ・先

大軌奈 良線生駒トン ネノV 口 孔合衛坂騨前 肢 場 ( 沓名鷲尾)

( イ) 中河内郡孔合 衛村一帯に於ける 紳武天皇墨蹟に就て浪速考古皐研

究家八木博氏 により現地講演 を聴 く

( ロ) 生駒刺枇 ( 伊古麻都比古利i枇)

大軌生駒騨 にて信貴電車に乗替へ二ツ自 の騨一分にて下車l時前約二

丁



主主笠主 神武天皐雛波之崎を過ぎ河内園草香色の背雲に者き給ひ飽同 に越えんとせられしが険路の7こ

め再び此村に戻 ら れ来方生駒 ｾＱ 会へ中洲に入らんとせられし時長髄彦の廃兵と比ｾにで戦ひ給ひし墓 地

なりと( 日; 本容組抜穆〉

主旦主主 最古の榊祉のーっとして叉建築様式につき診もしき建物としてかくれれる史蹟ならん? 寺社記

によれば雄略天 皐 三年紳回を奉り式祭ｾ行ひ天武天 皇 幣を奉るとゐり延Ｊ式 大 祉にして中 Ｑ 吐 後神宮寺と

稽し量土岐J十一院生駒谷十七郷の氏紳にして盛事想ふべしとゐり。詳しくは包・日の講演に譲 る

1 . 中 食 ( 排嘗持参)

時節柄準備不可能につき耕嘗各自網] 持容被下度生駒市1
1
枇々務所にて湯茶の

用意いにし置き候 【以上見皐終了後解散寸 】

〈尚附近にある行基菩薩の基に詣で又蹄途生駒山上より秋漸く深からん と

する野草茂れるくらがり峠を経て鷲の名所慈光寺を訪ね枚岡示11
1枇に 参詣同

騨より乗竜するも髄位向上の折柄又興める行梓ーかと存じられ候)

1. 申込友〆切 片山ガキにて十月十日迄御申込被下度

1 . 交 通 費 すべて自俳の事

本見畢を以て拾月例奮といたし申候

赴図法人 日 本 建 築 協 曾

合勢幹事合幹事長 松 本

曾

1:1:三

口

儀 入

今般用紙節約に関する 嘗局 の御内意に依り 自愛的に他に 率先

して本月競より 庚告専用の頁を極度に減少し JI民共全般 に迄到

らしむる事ご相成申候

就而者曾員諸彦は勿論、 関係各位に3討し種々御不自由御不便

有る可. 仁三は被存候 ヘミ' も 、時局の重大性に鑑み園策JI原磨、の思

召を以て御諒承賜度此段及謹告候

昭 和 十 五 年 十 月 一 日

枇 阿 法 人 日 本 建 築 協 曾
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我々は現在の我凶の ａａ［Ｉｇｾ 児て附土計霊法のギ ｬｩ かる〉事を待望しつ〉あつ＿こ。

凶土百十革法の目標 とする 底、その主主|酋lするところは明瞭な事項であっ て湾人の意見始ど

一致するであらう。 それは丁度付:宅を建てるに は、 採光辿風 IIJ し分な 〈能率的で維持的且

保安. 1: も良 ろしかるべしと 云ふ様な指導方針につ いて誰 も異論のあ る筈がな レのと同 じこ

とである。問題はこの要求に合致す る設計相lである。住宅の設計|品i は さ程凶維ではない。

それは法礎 ｲＧ ｾ な事閣も科壊が ｊ に ｉ ｬｦｪ にせられ旦叉多〈の経験の集 。 献がある。国土の設計は然

し簡単ではない。要求は iりj瞭ではゐるが規模は大にして jili ￚＺｾ＠ lA-j  <時勢への弾力性をJ-I:へ

なければならない。しかもこれに封して基礎がj な事項も米ピ科率的に IVJ にせられす・何一つ

経験はないのである 。要求は l切であり、計歪を賞施 すべき閥土計霊法はギri かれ? このである

が、最も肝要なる計jEに到底すべき凶土計- 垂皐、同土三十苫術は米Tご白紙なのである。同土

は勿論のこと都市計霊法のギri かれた都市に於てすら 、 その褒展は従米崎と自然に、乃ち市

民 の自 111 ) こ任せられぅkつ?こ のであるが. その殻展の裏には必然が支配 して居? こので あって、

自 ＱＱＱ な護展の裡に首 ｪｾ 、 Ｑ￬ｧ ｾ 与を得ボつ＿このである。勿論ち平時代は こ の段 階を過ぎ ｔ こ の では

ある げれども一一J 悪し、計誌は無計拡に劣る ーー と云ふ言葉は銘記しなげればならない。

我々の他れるのは単に悪い計ー聾が行はれる可能性のみではない。科皐と珂! 論の裏打ちの

川 *て胞な い?こ めに立i辰な法 ri! が賞質的に死文となって無計誌を包指してしまよ、様な室政

三 十 賓が立てられることもｾｊｊ［↑型れ ｆ る の である 。 同土計書それは まことに現在の故 高智 能ぞか

になげる べき 問題 である。 一行 政 Ｑ ｾｾ ー 経情撃者Ｍ一貫業 人一 土木技術者 ー 建築技術者 一 そん

な小さい 区切りを打こえて日 本の荒々 しい叡智を以て計霊すべき問題である。

1  x  



琉 球

沖縄列島は古 〈琉球王聞と して、長 い1m支那7 )

冊封を受け 、一方叉薩摩森島津氏乃勢力下にも隷

属 し、畢覚日文雨努力の中間に介在する ーIJ、玉砕1

として の存在で あっ? このである。それ故日支雨間

の中間的特殊な立場に於て、調自の文化を形成 し

?このであった。尤もこ の現象は相官古い時代から

であるらし 〈、 日文双方の百三己に衣はれてゐるの

である 。然 し琉球正史と して今日十年へられてゐる

ものは 、比較的新 し し 紳話・侮詑 D 時代を除けば

殆んど我が競合時代以降の事績乃みであることに

依つでも大凡その文化 の折、は知られるのである。

即 ち榊話 ・ 体設に積 〈 最初の舜天王統ｊＩｾｦＺ ￬ 組 、 舜

‘ 天王は、源鴛切がi米Zじの昂L後溢に琉球に王り、大

里按司の妹を婆 り一子等教を生み、 この主主敦が後

に舜天王 となっ? こと 云ふのである。これに依って

見て も琉球に高い文化が柏ゑ附けられfこのは、大

凡鎌倉時代からでゐると考へら れる のである。 ー

叉琉球が日本主 人前的に同組であることは師に

古 〈から立設されてゐるのである。琉t J ( の名相羽

地王子制秀( 府名 、向象賢) がそ の記文中 lこ論断

し、 嘉永二年彼地を訪れ仁実情ピクトリア 、|司六

年のペ リー提皆、更に明治廿 七年には彼地に HJ ，張

調併せるヂエンパ{ レン博士等に依って設 lリj され

てゐ るのである。そ して現在では考古皐. 人腕翠

土俗感、言語皐等各方商から 、一黙の疑ょ、徐地の

無い迄に明瞭にされてゐる のであ る。

然 し本土石? 速く離れて南海に i乏ぶ琉球に於ては

最初文化の根元は内地と同様であっ? ことしても 、

殆 んど交通もな〈孤立して過し? こ駕め 、 その進化

は極め て緩慢であ れ 更に一方地理的、歴史的に

本土と 別の方向に進められ、所謂濃厚なる郷土色

を蛮揮す るに至つにも のであると考へら れ るので

ある。

これ等文化に従って彼i也の建築が、叉濃厚な各

地方色 を持つ もの として蛮展 してゐ るこ とは云ふ

来筆者は早大a築科助教疫

x  2 -

の 民 家

田 透 泰

までも無い。殊に民家に於てはこ の感が. 架いので

ある。即ち日本住宅の要素; ' e必調と し乍ら、その

うちに僅か支那的要素を加へ、更に彼地の気候 ・

風土的要素が多分に 加へられて、主五 に特殊なる郷

土様式を形成してゐ るJりである。

2_  

琉 ｊ ［ｒ ｾ ［ｚ古 ｄ 文化として先史時代退社 の イ ｻ［ｻｲＺ して

ゐることは 、既に lリj治三十七年鳥居新麟博士ーの殻

おんじよう 冷ん じ・九わ

坊 ｲ｜ 研究 ｬ こか〉るｪＺ Ｑｾ 頭畑中城村字荻立なる銀岩 ｉＩＡ Ａ

塚によって弘認され、共の/:H二七、泣物によっ て我が

本土と同政アイヌ系 の もので あること が淑せ' られ

・てゐるが、 それ等時代の佐用地に主つては何等知

る111も無いのである。然し古〈から穴居乃{ ヰ設は

比較的多 〈、|リj の立1!; と五 年 ( ノk享二年〉に保琉し

? こ正使紫山の碑記によれば、 Ir ｊＮ￬ｾ居穴慮の民』と

記し.てゐ る所から見れば、首時も穴屈のよぐのあっ

たことは推せられるのである。然し之れ勾; は控穴

l であっ? こか横穴ぐ j向府〉であっ? こか解らないが、

琉球 J ) 地質から劣へれば、自然必] 荒iを利川しに横

穴式住民ーであっ? こと推するに列H ない。

会 Ｍ�Ｎ ｾ Ｍｩ <  

更に時代が下って今日体へらる' : > -.!J-;歌謡 『綾城

コエナ』に植はれてゐる 、城 塞 D建築も . 茅11: 、篠

竹を? 編み、細でしばっ? こ極めて原始的な八主主殴 ・

十三11没として降へられてゐることから 考へでも 、

我が上代のtl ニ宅即ち天地根元I 巡の外)1予に類する

ものが相官;長い期I 1rJ i寸はれてゐ 7こものと忠はれる

のである。然し1f.] 巴志王朝以前の等度王朝に於て

も捺度王はそ の晩年Ir，自i よさうり』と云』、高松「を築

い＿ことされてゐるから、 王 ＧＺｾｉｉ ーには相 首逃ん に建築

も替まれ? こらしい。 一般民家に至つては何等侮ふ

る所は無いが、向清王の時即ち天文三年に糸琉し

ｦ こ ｄ ｲｴ 封使 ｪ ｜ｊｪ ｴ 侃の記銘によれば 一 般民家の ｩｕｾ を記し

て、'UY貴の家二三が瓦葺で、他は茅茨土階にして

風親指の忠 lこ跨へやとある。これ等に依って見る

も一般民家の!I)¥は質 lご貧弱なもので何等大しfこ護

展もな 〈辺 ?々 こるものであっ? こことが解るのであ



る。思五、に産業的護展に乏 しい琉球では古来宮武

の者み働かつに矯めでもあ らう。 然 し幸なことに

今 日の彼地民家は大 し? こ護罷が無かった矯め 、古

くから の停統 を比較的多分に保有してゐる のであ

る。

3. 

今 日の琉球民家は大ノj 、精組鑓化はあるが、仔畑

に視察すれば、大凡同一形式の ものであるこ 左は

務易に看取さ れるのである 。 そして又f好調郷土色

を多分に加lへてゐ るので、 一見特殊な作在の如 〈

であるが、 その根本は我が書院逃以降の様式を4是

認! としてゐることが認められ、1<: 那趣味をがlへf二

部分は極めて僅かである。

今琉球 ｬｾ 家を階級によって分類すれば ｊ 族Ｈ妓

司) の家と千民の家とのこ和類で、H白者は規模ん

きし 後者小規模にして粗米な建築である。 fな

これ等を建築的に構造山j にすれば、先づ垣根の1[，

ｅ と茅茸とがあれ壁は板 ｦ ，ｾと品質［［を編みて ｲｬｊ
に葉をつめ ?こチ・ブー虫とがあり、又佐々石/ } ミ岩

石? 禎ん ?三石墜もある 。 そしてこれ等のうも 1[. 茸・

板壁 J ) ものは上等の建築で 、規模も大き〈茅査: ・

チニプ { 壁のものは組米でノj 、規模である。更にこ

れ等 を地方的に見れば、主jlf. ] 地は瓦葺 ・板壁のも

の多 〈、 都合から逮〈離れ? こ地方には茅茸 ・チニ

プー壁のものが多い。

1Ji 1 阻 矛 な 典 型 的 民 家 l tr笠市外〉

次 には屋政内の配置に就て見るに 、一般千民の

民家として最 も完備せるものは、宅地の周聞に石

ｾＭ一 ﾭ
坦を廻 し、 その内部には I"J ・ヒンプン ・前の屋 ・

Ｙ ι 拍 動 ＢＱ ぬｾ Ｍ : : ; むほや

牛の屋 ・馬の屋 ・大屋 ・:11二戸 ・フール ・和民 ・ァ

タイ畑・花壇等がある。然じ彼地で現在こ れ等諸

施設 を完備せるも のは甚だ 齢 し 圏頭郡名護町に

於て余は その例を見Tこに止 るのである 。

今これ 等 ［ 各 々に 就 て ｬ 附設せ んにＮ先づ ＱＢＱｾ 入れ

ば その正簡には門外か らの目隠 し即もヒンプンを

，， - 悦祉や ー

設け 、 その右には一棟の潤立 し7こ前lの屋がある。

これは陥れとも 云ふべ きでア シヤゲ( アサギ) 等と

も稿されて ゐる。 これと 反釘の位置即ち門 を入っ

て左側 には納屋 t 馬の屋 ・牛の屋等の連続し? こ一

棟があ れ これは往々二階建と なり二階を納屋 と

しにものもある。大屋即 ち住居の建物 は門 を入っ

て正 面 に あ れ そ の後方にフ ールと 栴する豚の飼

育所を魚ね ?こ便所がある。 これは琉球の最も 特質

的のものである。そ してこの大屋の背後には稲庭

〈品尻ltli 益見域村 J

が数棟あり 、 その背後に アグイ畑即ち 菜園又 は花

ｾｦ 等がある。然しこの特徴ある稲庭も現在 では 駿

れ僅かに国頭1沼地方に存在 してゐるに止る。

以上のものは最も完備しにもの 〉賞例で、ノj 、規

肢のものにあっては、門 ・ヒン ンン・大屋 ・フー

ル ・::J -I' 戸位で一家を柿へて ゐるものがめり 、或は

それ以 下のものも屡々見受けら れるの である。

更に都令地に於りる大規肢ーなるゴ族屋敷は、 こ

れ又前記民家主? 設展させ? こもので、え1:盟 Jよる石垣

・d ・件起 ・1[. 石町 ・大屋 ・前の屋 ・フ{ ル ・矢

場・井戸等より成り 、大屋は特に大規模型〉建築 と

なってゐる。

4.  

琉球民家のf好調大屋のI1MJI.は、手足障|民家の平商

形式としては最も特鍬なもので、 叉古式を持って

ゐる黙は特に注目すべ きである。大屋は大小二棟

が連結してー構を話 してゐるのが原則的で、 高い

方の屋根の下には l 番座 ・2 呑座が表!日1に並び部

屋境には襖を用ひ す・ ｱｾ 走と栴する板戸が 用ひられ

て? J る。そ して l 呑座 ・2 呑座の裏側には奥裏座

(  1呑庄の装〉 ・裏座 ( 2 呑座の裏) があ るのが

3  x  



普通である 。 そ して小さい方の屋根の下には 3番

座・傭入部屋 ・土間等が表側 に並び、そ の裏には

道具置壌が設けられてゐる。

l 呑 座 は 客 座 頭 で あ れ 床 ・ 棚 の 位 置 にililll 棚

ノ( 多〈は観音を組る ) e床主主? 設け、床には軸物

を掛げる。 Ｒ 呑座は付ｾ問とも栴すべきもので 、 奥

壁全商を俳壇とし、 先祖代々の位牌を安置 し、 甚

r: -!I:l: 麗を極めてゐる。更に 3 呑座は居間とも云ふ

べき聞で、この宝の隅に米依等を積み重ねてゐる

のが普通である。 そしてこの l 呑座から 3 呑座ま

では盤石? 敷いてゐる が、農家では往々盤を用ひす・

j示板の上に荏を敷いにのみのものもある。土聞は

米婚の作業場ともなれ奥の方は華所で甘藷等を‘

煮る簡を備へ、 その奥壁には寵紳又は火のl神 電?把

ってゐる。

e以上は大屋の表側の各部屋であるが、 次には裏

側に就て見るに、奥裏 座 ( 1呑座の裏) は貴重品

・衣類等を離する 物置とな れることあり、 裏座 2

番座の裏〉は寝室乃至産室等 として用ひ られる。

そしてi3 番座の裏には往々大輝を切 れ 茶釜をか

け叉は産の時の湯を沸す所とされ、 その裏と 傭人

部屋の裏の細長い狭い部屋 とは所帯道具の置場と

、ゑ

日 咽 " " . . 憾 。 誌R

1& 3 岡 大 械 氏 宅〈悶m君官名飯田Tヲ

) ( 4  

なってゐる。

これ等の間取りは琉球民家の最も典型的のもの

であるが、 士族〈按司) の家等に於ても 大屋のnn

取りは大凡こ の形式を大規模としに丈 げで八持 ・

十挫・十二控等の大5j そが十二宝以上に及ぶも の も

ある。向この大屋は表側のI1J lの前聞及び l 番肢の

あまほ1 >

側面等には土崩即 ち雨端を設 け、少し上等のも の

では l 呑座から 3 番庭前回に縁側 を設けてゐるも

のもある。然しえ闘が設けられてない のは最も注

‘ 意を要 する賠で、糸答は直接 l 呑座乃至 2 呑座へ

J てるのであれ iifj かに我が往古口於ける住宅の玄

闘の無い体統を共の ま〉 檎承 して今日に及んで居

るも の と考へられ、 f ｉ ｾ 宅史的 の 興味は深い。

5. 

箔 4 Iol 某 氏 宅〈島尻lls鐙見減村〉

琉球は地質的に加工に使利な石次質の石材が豊

富であり木材が乏しいにも拘ら今、古 る ｾｾ宣建築

が基調となり 、 それに終始 し、 壁や桂に石材を使

用し? こ例もあるが、それ等は極めて稀れである。

建築材料として使用さる〉木材は、彼地が地理

的に温度と i品集とによって腐蝕され易〈、叉議害

も著しいので普通は槙が使用される。

壁材としては内地lの民家に見る土壁は暴風雨の

閥係から使用されす¥ 粗未な民家ではチニブ ー型

ゃんはる記け

と栴する 国頭郡地方に産する山原竹と 云 ふ納lい篠

祈 を、数本宛交互菱形に編んで外壁 とし、 叉網代に

組んで内壁とし、この内外のチニ プーの間に約 1

尺の厚さに葉を詰めたものとしてゐるのである。

但しこの構造の壁は今日では殆んど良家に限られ

に感がある。

普通は板慌で、所調竪叙張目板打ちとさ れ、 首



里減・向侯爵邸の如きに於ても、室内で長押上の

小壁迄板張りとされてゐるのである。u " 中 山侮信

録』にはこの欣を『壁砥用レ板 .1!民=粉J是崎→多用J

研花重粉筆、或白色或白地総花者ー糊レ之』と記し

てゐるのである。

屋根は農家では茅茸が多しその勾配は甚1.: .-t!: 

である。向余の賀見しにもので今師仁妓おl . : 附近の

農家で蘇餓の葉で31: いにものがあっTこが、二れは

珍らしい方である。瓦茸は今日一般に行はれてゐ

るも ので、綿べて赤Z王、本五茸、各々重ね目を白

漆喰で塗 りつぶされてゐる。査し暴風雨にi -Jする

設備であるが、彼地の民家風景をして色彩的に濃

厚な、南島情緒豊かなものたらしめてゐるめであ

る。然し軒には雨樋を設け子、千瓦の端の唐草五

は 3 角形に霊下し、今日支那に用ひられてゐるも

のと同形である。

琉球民家に五が用ひられ7このは比較的古し瓦

奉行が設けられにのは大凡 360 年前である 。然し

それ以前は日本々土から瓦を買っ? こものらしし

『おもろ』にも『大和放のぼこ・… 五買ひにのぼ

こ…. . . J J と 掘は れてゐる位である。又一方現在琉

球古瓦の残献が多数首里城や浦添城主止から護昆さ

れて居れぞれには押型銘文がある。即ち『突酉

年高麗瓦匠進』とあるが、 英国年は明確にその年

代を推定することを得ないが、他の瓦 と比較して

1部論者の云ょ、様tこ仁平3年の発酉年であるな らば

琉球は我王朝時代高麗から 求め?こもの と云はねば

ならぬ。兎に角彼地に 瓦がに とへ l 部重要なる城

郭建築等であったにしろ月j ひられにのは相首古い

ことであると考へられるのである。然し一般民家

に於ては瓦茸は古球時代は禁じられてゐ? こので、

地方で は番所・紳祉・イリ11てとf立の程度で あっ? こ。

li} 5 樹 石 t琶く到1 ｾ ｊＱ市〉

，6. 

琉球民家はその階額の如何に拘らす¥屋敷の周

囲には必十石造の塀を廻してゐるのである。彼地

の所謂石垣と云ムのはこれである。これは翠に敷

地の境界を明確にする主云』、意味ばかりではなく

寧ろ彼地特有の暴風雨に劃する防備の施設なので

ある。そしてこれにも種々のものがあるが、最も・

上等なるものは首里、那覇等に於げる醤大家tこ於

けるもので、高さ 8. 9 尺に速する立減な石垣があ

る。u " 中山停イ言録』中に『園橋則用ご蝋石ー盤成、

首里大家外国臆膳ｾリー商如ニ切成ー、極堅整』とあ

るが、事質問地を作らす¥木材の接手の様に複雑

に石を切り組んでゐるものがある。

一般農家に於ても直径 5・6 寸の石塊を積み千な

商を表にし、内外この種石積として内部には黄色

砂岩で俗に山石と云ふものぞ詰め、高き 56尺主し

Tこるのがある。又海岸附近では珊珊j 告を積んに組

雑な石垣があり関頭郡地方では山原竹を網代に組

んで、所謂チニプー庖とせるもの又は防風用とし

て幅木を植ゑてゐるちのく中頭・園頭郡地方) 又

は竹を植ゑてゐるもの〈島尻郡地方) 等種々であ

るが、兎に角地理的の必要から暴風に封ナる考慮

1ま充分に施されてゐるのである。

向首里・那覇等の醤大家では、外国の石垣の他

に内国の石垣として瓦石垣なるものがある。これ

は高さ 6尺内外で、下方3尺徐は石垣とし、その上

は瓦を小口践とし、目地を漆喰にて瓦のIJ、口と 同

様のl享きとし、上に瓦の屋根を設り 7こ一種の築地

で、表門を入れば直ちにこの瓦石垣があれ目隠

し塀のヒンプンの用をも駕してゐる。

次に表門であるが、門は按司即ち 哲士族屋敷 tこ

のみ限られて木造屋棋付のものが設けられ、一般

農家では石現の l 部が切られて居る程度で勿論扉

等も無い。そして扉を設けないから道路から内部

が見泊されるので、 1"] の内部には必十目隠し明即

もヒンプンを設けてゐる。これは支那の門内のJ ! ( t

壁にも相常す るもので、支那約の部分であると考

へられる。

［ 佐犬家の表 門は 大 凡 一定 してゐる。即ち切妻ｾ

・木瓦茸の屋棋を冠し、f"JHは角柱で 2 本と内側

に 2本 1) 捻挫があり、 N4 閃m戸が設置されてゐ

る。そして扉の上部の無日の上には貫主' " 通し、外

側ではその貰の端に Ｇｬｾ 故せ、賞肘木で桁を受け

5  x  
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lIi・ 6 国 宮 良 氏 宅 表 閃 くi l. ili Jl llls石垣聞J )

内側ではこの貨が桁に繋がれてゐるので、従って

門の屋根の長 さが内外で異り、内側の方が長 〈流

れてゐる。

家構としては位居用 の大屋に就ては既に述べTこ

のでR 他に特殊なものとして新民に就て一言 して

置かう。ｦｦＧ中山体 信録』 にはこれ を米ｾと しＮ伊

東博士は高倉とされてゐるものである。そ の形式

は 4 柱で l 室の もの、 6 柱で 2 ｾ 手そのもの 、 9 柱で

Ｔｾ のもの等があり、 『使琉球記』 によれば 16柱

で 9 宝のものがあるともされてゐる。 J 択を高〈地

上45尺に設け、壁はチニプー壁で上部が外方に傾

斜し、屋根は茅茸 で室形浩である。そじて柱問は

4尺乃至7尺位で、 今日では大規模のものは見ら れ

ない。使用上よりすれば稲の刈入れ後の貯蔵用の

倉庫とも云ふべし余が稲鹿とする所以である。

首} 7 困 稲 腐 ( 回閣総籾池村〉

『中山il1J: 信銀』によれば、 『蹴レ米露、亦!臨レ地45

尺、述、望虫f I :- 草亭 l 、 下施ー16桂 「 位 間空鹿可 レ迦

人行ー、上鰐τ 版閤「官会皆如レ此、村民或撒家共

鴛ーー亭ー、離レ米共中、分レ日 '<;: J ' 望』とある。 f主古

の官倉も此聴のものであっ? こことが解る。 一般に

x  6  

ぞ『 此胞の床の高い倉庫は南島特有のものと云ふべ〈

小笠原品に於けるも のもこれと類似してゐるが、

?こ Y その型が傾斜せ今ーして直立してゐる所に形式

的の相注があるのみで、皐ー克・民俗的に同一系統の

ものである ことは明かである。

琉球民家に 於て更に特質的のものは豚小屋であ

る。尤もこれがlTi に豚の飼育丈けの小屋としての

和平Eならば問題は? こいが、之れをt l : : 宅の便所を粂

用してゐる のであるから、民家施設 として草要硯

ー! すべきものと云はねばならぬのである。 て1:族の家

と平氏の家 とを問はす¥ 屋敷内で大屋の裏側か横

には必す，石迭の豚便所があるのである。フ{ ル叉

はフ リヤー 等 主呼ばれてゐる。多〈は 2 医l!..tJ]で、

'Ut 8 阻 豚 便 所く八重山部石扇町J

大規模のものは数医j ! t l Jになってゐるものがある。

l Wn: 剖は 1 Ｚ坪から Ｒ 坪内外の院さで之れに Ｑｾ

• 2匹叉時には親子教匹の豚が入れられ後方学分

は上方に石浩ア ーチ形の屋根を架し、時には草葺

や瓦立のものもある。 4 壁は石活で低〈 、床は石

敷で前方に向って設 い勾配がつけられ尿や雨水の

滑る のを防ぐ様になってゐる。 そして前方の低い

石壁には23段の石段で」てる様になれこの土から

豚小屋の内側へ向ってJ t j 使し、豚飼料の有1) 給を行

ふのである。然しこ の琉球特有のフ { ルも最近! 孫

合で便所袋用が禁止され、漸次改められつ〉ある

ののである。

7. 

琉併に於ても我が江戸時代に於ける様 tこ、. 古〈

は住宅に制限定が設けられてゐ fこのであって、これ

が又彼地民家の護展を阻止し? こであらうとも考へ

られるのである。

琉球に 11. 挙行職が置かれ? このは、室町時代頃で



;¥ L: 頃から瓦茸屋根が普及きれにものと考へられる

つヘ ーペ ［ｪＧ ｴＺ［ ｆＧ Ｎｌｾは Ｒ 階建及び瓦立は禁止されにので

あっfこ。そ。の官め地方では呑所と守z以外は先づ瓦

Ｚ ｮＺ ｾ ま近世に至る迄結無であっ＿こと考へられるので

ある 。

ｪ ぷ敷の ｉ ｾ ｩＨ さに釘する Ｍ Ｚｉｩ￭ｪ 限は元文 Ｒ 年に定めら れ

にも のがある。即ち綿地頭屋敷は 156 間角内外、

脇地頭尾敷は 123 1m角と定められてゐるから 、一

般':- F-.L己 J ) 屋敷は更に之れ以下で、i lU. : 狭いも ので

あつにことは想像 5 れる のである。

叉11主地は首11j にも述べTこ通り古来建築J1Tf - . ; 材に乏

しかっ ｦ こｦＮＮ ｴ め 、 建築用材 ｬ こも亦 ＡＱｾｊｾｬｻ がカ ＱＱ へられ＿こ

のである。f ! f J ち寛文 7 年 J ) 広によれば、 一般-' H( :

は迎築 川材ーとして模 ・松等を家行の許可なしに伐

ることを禁じ、家普市!f の時 l立、山ギ i=r に周H' ，てう芳

』木の検ft を受けねばならなかっ? こ。そして後に

は棋 ・松の他にイークも之れに加へられてゐる。

屋敷 J ) 腕さ の制限に次いで、家屋の規模に闘す

る!!ilJ 隙も定められてゐる。これは挫教に制限を カ11

へ＿こもので 、 即ち 王 子 ・ 按司は川 ｲｯＺ の 畳敷 ＲＲｩｾｾ ｦＭ ｉ ｾ

以下 、 脇地演は Ｑ ＶＱＢｩｾ 以下、平 土 Ｑｦ［ｾ は Ｘ 盤以下 、 三 ｼ 三

ｲｾＨ ま Ｖ 投以下と 主ｬＺ められ＿こ の である。その需め平

第E 土

愛すべきは郷土である。如何なる環境にあって

も忘る〉こと の1-1 '，来ないのは郷土のに lま ひ で あ

る。 山の色河の流れ森の総 lま7こ叉近隣の人々の温

'!i :t ひとつとして1哀かしからぬも のはない。

その郷土にあこがれのも の 〉 内 に 叉 建 物 が あ

る。崇除制まりなき ilil jl 枇を始め俳問、やさしき姿

で土地土地 7) 特色をあらはす民家の臨ん fこる。或

はノj、川 の流れに沿ひ? こる水車ノj 、屋 に王る迄美を求

むればpl{ りがな L 、。

陥米の文化は針々に大なる 刺殺を奥へた。建築

の方尚' に闘しでは直輸入のものに大は停車場、銀

行、事務所、令官氏、工場等、 /J、は共同便所に迄は

米風を模倣しf二時代のありし その可否は )jlj として

楽抵者は連回設計監信事務所主

ゴ: 族 ・平民等は 8 盤以上の大間 を作るこ とが出来

なかっ? 二課である。そして 10 全韓 J ) 坪教は家族

の人敢に依って定められてゐ fこと云ふのであ る。

住宅の結構に就ては、王子 ・肢司 ・親 方 ( 脇地

頭) 等は本土に於ける書院温風で、四周に石原を

過 し、正面に表|句、側同に側門 を作つにのである

が、平ゴ二族以下は表門のみで、側門即 ち通用門.ft'

作ることは許きれなかっTこのである。

fnH l : 宅の間取に就ては王子 ・按司 ・親方等の家

椛では、 l ・2 ・3番l車、茶Imc主人居間口、 内原( 奥
、

にあって婦人の居間〉室所等を設りにのであるが

千: 1 : 族以下は 2 呑座迄で、安数もi l _l ; . t:. .勘〈、 元よ

り供屋等の無し、貧弱な家構であっ fこのであ る。

4町 * *  

以上'で琉球力民家に就ては大略述べ? こつ も。で

ある。彼i也氏家によって大凡は推察されるが、思

へば長い間地理的に 、文化的に 、産業的に 、弱ノj 、

王凶として、持 fこさ' る l 地方と しての存在であつ

に。そして生前的に恵まれな い孤島苦を耐へ忍び

乍ら 、 そこに打ち立て? こ彼地生活の記主張は、 その

民家に最も端的に表現されてゐるのである 。

色 美の

津 事5田

輸入形式の もの郷土に親しみあるとは遺憾なが ら

断言出.* ぬ。そこに、いよJ.. ?<I Iれぬ不合理が認め ら

るる。

それは気候、風土、周閣の環境の異なる駕首然

の崎県で郷土の建築様式は必十郷土色にぴ? こ りと

合致するものしCーなげればならぬ。大き' つばに東洋

lこは東洋的、西洋には叉西洋的にふさはしい形式

と色彩を持つが原則である。

勿論世界各岡の内地勢、風光に我岡と一服の相

辺す・るものと然らまる鹿とがある。

スイツルの如きは前者に米大陸の如きは後者に

属するのであら う。

ヱジプトの建築は何んの理屈もな しにヱ ジプト

7  x  



によ く調和す る。古代ロ ーマの建築はロ { マらし

い。ス カイス ・クレ ーパーは米関らし〈 北欧のも

のはその所在地らし〈感じ、何れも郷土色濃き形

式を持つは事責である 。

尤も時のながれに左右せらる〉ことも宏、る〉こ

主力Z出来ぬ。和・洋の様式混合必す・しも不自t t - で

はなく、却って洗練されによき/ ちのが生 じた例も

ある 。

然し特に感す・るは風光、明掘、を誇る我j出光地

に建τ らる〉ものに注意し? こい。且つ又最近四・

五ケ所に出現しにそ の都市に ふさはしき停車場の

如きは有意義のもので、今後逐次改築の際は肱イ七

を股 し我郷土色を充分表現するに力を輩 すべきも

のであらう。

岡立公閥、共の他 山水の美を誇る場所に建てら

る〉放館、運動壌を始め特産の物品を捌〈 賢岳乃

昭 和 1 5 年 4 月 設 行

建物に場所 t 全〈不一致を紙〈は見逃 し難きこ 左

にて斯る場所には努めて郷土色豊かに風致を添へ

Tこい。

以上の鹿に見らる〉 此等の建物の内ノj 、撒を除い

ては概して不成功に終ってをるらしい。 をしむら

〈は都合の延長 よろしくしかも場末に見受〈る俗

悪極まる生牛可の欧化高能、こてこてのペンキ捻

の時代ではあらさ「るべく、需に折角の風致を航製

しめる は美化を深〈考慮に 入れぎる結果である。

斯る場所にこそ 、大に郷土色滋! 享なるものを士宮

るべき好機合ではなかろうか。

特に建築に於てその場所場所に見出し得ぺき永

き時代を費し自然に洗練され? こる差芸術、 しかも秀

麗に して古雅に富みfこる郷土色の単調を表現しに

いものである。一一( 昭和十五年九月五日) 一一

建築物強度計算用風区基準

日 本 建 築 協 曾 護 行

" e  

?な

大 阪 市 」 じ 院 中 ク 島

何 日 ピ ル 包 ( 23) 450¥ 

振替口座大阪 39 975

資捌

5  5  

5  

錯

銭

丸善本支庖

柳々堂書庖



建 築
I R 
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郷土とし、ょ、のは、狭い意味に於ては、人類が諸

般の生. 活を皆むにあ? こって、共自然現象や、人文

現象が純粋に同一である地域密さす。山と山に挟

まれにノj 、さな盆地で、 5、6戸から数十戸の農業部

落がなすーっの地域を考へるとき 、共底は地形や

気象が同一僚件であり 、生産形式として同様な農

業をもち、風俗、脅慣、市t ヂ:r1!ilJI変等の人文現象も

同一である地域にちがひない。かやうな地域は従

って純粋な郷土性をもってゐる筈なのである。叉

斯やうな地域はLunnの部族のみならす、梅岸の漁

村部落、或は小さな川の流域 lこ泊五、部: 落などにも

共例をみるのである。村といふもの色、町といよ、

ちのとが執れが郷土ドEを浪〈もってゐるかといよ、

事は前述のことで考へちる〉棋に村の方は、より

多〈郷土刊: を純梓にもってゐる。何となれば村は

農 山漁村いづれの場合に於ても 、人々は、土地に

よる生産によって生活をなしつ〉あるので、これ

が先つ' 同一保件となってくる。

そして土地よりの生産形式は比鮫的革ーである

から、よく停統を保持してゐる。我問に於て問士UI

耕作の形式が 100 年前 E 現ヂE e'、どれ丈鑓化し Tこ

かといふ事を考へるし共に作ょ、生活や、建築の

急: 搬な鐙化はあり 得ない。 100年以上も 経過しTこ古

家 )J; 部落のなかに敢々存私してゐる事は此事前を

物語ってゐるのである。 llli は共生前形式に於て概

ねト! とは異る。商工業共他農業に非5 る生活形式

をとって ゐる、従って外部との交渉は村に比して

著じるし 〈大きい、言ift も風俗も建築もより闘際

的な色を帯びてくる。問舎のノj 、さい llJi 々に都台風

な酒場や映茜館の白壁は、 L、かばかり異同調のそ

〉り出してゐるか。自主会的には同ーイ康f牛刀下にも

+-J と町とは、 j祈〈郷土七Eの懸隔を? 生じてゐるので

ある。私は以上 lこ於て狭い範聞に於て、純なる郷

土性について述べ仁、然るに、もっと純悶を嫡げ

てゆ〈場合にはし 、かになりゆくであ らうか。.

我岡のやうな対wの複可能な所では一つの行政トー

の或範囲、例へばド! とか郡とか、大き〈しては j隊

司5筆者は仙議高ヱm築科弘筏

発E 士性

k: .  

屈 ?昆

とかに於ては卒野あれ山川あり 、海ありとい」、

風に地形が複靴な構成になってゐる。それじ よっ

て気象も夫々異ってくるであらう。そして其と関

聯して山 ｩｾｾｾ 山村では、伐オ号、茨焼等の生話が行

はれ、水利盟かな平原では、見事な水聞が慣がっ

てゐる。かやうな慌い地検に於ては到底純なそし

て同一な郷土性 といふものが、ありうる筈以ない

のである。

然るにこ、に驚くべき現象は、近世徳川氏の蒋

政時代に於て、夫々の郷土性を最も費抑 しにとし、

よ、事貰である。此時代に於ては藩といふものを政

治、経倒、文化の! i l 僚として、一つの型をつ くり

上げTこのであっ? こ。 fこへと地理的な4条件が著しく

異なってゐる、同藩内の、建築物でも同一様式を?

と れ 一見して他藩との医切かつい f このである。

此の時代では、藩の範囲は大きな意味での郷土で

あっfこ。封建; t ; J] I 支は、文化の肉類性に於ては驚く

べき制度なのである。藩と落との境界一線を隔て

〉、建築様式が異なり、言葉き円、異ってゐる現象

が現存ーに於ても護見される事は、この藩制がいか

lこ根強い現象であっ fこかが思はれる。

建築上の例については、自分が住む東北地方に

ついて一、こを述べてみ? こい。 r南部の 曲家J と

いよ、農家の形式は、欝南・背ｾ藩Ｈ今の岩手牒〉に今

でも行はれてゐる。旬: 家から矩のご子に大きな厩が

突出してゐるので外形卜. 、曲家となるのである。

此隠は母家の前側商にあって最も日首よし且つ

馬の管理の行届〈位置にある。醤南部藩に於ける

馬産奨iゅの結果が、此建築様式を生じ Tこものであ

らう。而して此「南部の曲家」の分布欣態をみる

に、響下T府盛岡をはじめ、他落との境界線に至る

迄よく分布されてゐる、 官11議の伊達溝 との境界で

あっ fこ今の来手J陣稗貫郡ま では、曲家は見られる

が、 一歩fIl l高藩であっ fこ今の岩手腕1唐津郡に入る

し 曲家は見られな〈なる。加 と郡との境界は地

理的には何等特別な境界線があるわけではなかっ

?こ。

9  x  



此相隣れる二郡が建築様式を異にする事は、藩

l改の影響と見る外はない。又同様に現在、青森脇

にJ W，: J る南津軽地方の一部に曲家が入り込んでゐ

る事は、こ〉は奮南部領であっ? こ事で設s引が出来

芯7ごらう。藩政時代 tこ於ける行政範園が、 lり1治維

新の藤藩置l需の際4こ境界線に多少の鑓化をみに事

ば人の知るところである。

今ば岩手鯨に廃してゐるが、もとは仙華・藩であ

っ? こ地方もある。今は岩手牒人もあってもーもとは

仙蓋藩の人もあっ? こ。岩手懸の水深町出身の故粛

，藤貰子簡は、故里へ蹄省の時は必1 : - 仙華 に立寄っ

て奮藩主伊達氏の墓参をか〉さなかっ? こ。こんな

弐第であるから郷土建築殊に民家の系統分布を調

べる場合亡は、鯨加では不都合であって、少くと

も奮藩刷としなければならない事に屡々 集附〈 の

であっ? こ。膝藩になって師に七十年にもなるが今

lこーして藩を単位主しに郷土性が各方面に根強〈残

ってゐるといム事は心にとめて置かねばならない

事柄で、 一所謁郷土建築なるもの〉 一つの標準を奥

へてゐるものである。

然し同じ藩内に於ても夫々の事情に従って多少

建築上にも相違は生じ? このであっ fこ。 一例をのべ

ると、岩手鯨の平泉からー闘にかけて宮城! 隈境ま

で、農家の屋根が、東向の方が大きな入母屋迭 に

なって格子のある大きな破風がついてゐるのが特

色である。 ! 片入母屋屋根と名付けてよからう。こ

れは比較的新しい護生と思はれるが、これが官挑

鯨に永る主ぐ北港を除いて〉此形式が全〈無くな

るのでめる。此地披ほもと仙塞藩内でゐつ? にこが共

中の困

入母屋軍根、の形式は此田村藩の奨愉でゐ忍かとい

五ふ、事も考へちれるし、更に卒泉に j影響を奥へ? こ京

文化が永〈此附近に蔑されてゐえといふ考方もあ

らう主思ふ。文仙華藩の南迭にあっ7こ支藩、片倉

藩は今の宮抜l探刈田郡の大部分を占めてゐ fニーと

ころで此奮片倉藩内にある民家の形式は又少しく

他と区別されるものであつに。

間取は所謂康問型であって座敷の部分は、おか

み、料理の問、 ぎしき、 なんどの名栴がつく。

「料専の間 J ｾ＠ ｾ、ふ名稿は他では聞い ｔ こ事はな

、い。ところが仙蓋附湿の民家では間取は所謂悶字

型 k なって、なかま、茶問、でゐ¥なんどの名稽

がつく 。 新う観察すると、大藩どいよ， ｾ･ ｆ＾土車位の

x  1 0  

中に更にノj、藩れ、よ、11、さな単位を考へてゆかねば

ならない。ともか〈藩としづ、のは大きな郷土単位

であっ? こ事は著しい事であっ? こ。

郷土といふ意味を更に押ひろめて、東北地方と

か四閑地方とかいふ範固にひろめて行つ? こ場合、

共郷土性は一層不純になって行< 0  r東北地方の

郷土建築の特性」といよ、問を泊されにならば、自

分はあまり多〈答を出す事が出来ないのである。

東北地方の農村に於ては冬季寒冷であるにめに、

l 年の内少〈も 4 ヶ月は、土の生産を休ま，ねばな

らない。従って農家 1 }ヨ首の耕作商積が 1 Ili] ・4 反

歩主なれ他の地方に比べるとかなり多い。宅地

の商績も大きいしかも宅地利用が行届いてをら

lよいし位宅も大き過ぎて却って能準維持に献黙を

もっτ ゐる。

汽車の窓外からみに農家の姿も何となく垢抜り

がしなくて陰管のl惑をさへ抱かしめるものが多

い。これらは気候的素因と; 共に干l' l 、経町向上の不

振等の原因から来てをるのでゐ色。東北地方の寺

院や紳祉の形式に、せいがし、浩( 出桁を出して軒

裏天井を張って軒出をさ〉へる形式〉が多いとし、

ふ事を聞いてj J る。これは一見、霊木造に比較す

ると、し、かにも生硬な感である。大きい零の重監

を支へるためには、こんな構造法は最有利であっ

? こかも知れない。生優しい狩構造や棟飾は、 雲閣

にとっては禁物であつに。新んな風に東北:地方の

郷土建築の特色を拾ってみにら少じは致え上げる

事が出来ゃう。

更に一歩進んで日本とし、ふものを郷土と考へる

場合 に、一層共特色. は不明瞭どなってゆくのであ

る、そして現代では、純梓性を失って仕舞ってゐ

るから種々雑多な建築現象から、日本的な特色を

選出してゐるに過ぎなし¥その選方は主として過

去の歴史からと b出してゐるといよ、事県即ち過去

の日本が郷土性をよ〈保持してゐ? こといふ詮様で

ある。

以上の意味から云」、 E最和に述べ? こ狭い郷土、

純粋の郷土は貰に現代に生々として息付いてゐる

ものであれこれこそ純梓の郷土性をもってゐる

ものと云へょう。

-・・・・
私はこ〉にー特し τ 郷土建築の僚値について話

を進めてみやう。

ドイツに於げる郷土建築及楽:搭撃の様威として



知られてゐる、ミールケ毅段が工科大撃に於ける

講義自の内に、農村豪: 活及民家の風景形態、郷土

保護の歴史及職責宅ーがある。

在、は日本の大墜に於て此l'ifi の誹義がない事を悲

しなものであるが、ぞれ丈に郷土建築の依値に就

ては考祭が逝んでゐないものであらう。郷士建築

叉は共集合睡であるところの郷土の村恭やIlii をみ

る時に於て、・世間では佐々、 「田含」の意味に持

てii '畳間し、馬鹿扱にする 場合が多い。なるほど 、

大都市に比すれば極めて貧弱であり、文化の上. か

らも第三流以下になってゐるかもしれない。然し

乍ら郷土はその文化が低級であらうと、どうであ

らうと、共存花の意味を有してゐるのである。こ

〉に一つの小さい部落を例にとってみる、 5. 6 戸

から 2- 30 戸の住家ーと、氏illl!1 としての利l枇が附属

ナる。悌寺は、 教部落に共通して設けられる。そ

して是等の楽部は柿々な僚件の下に相集合する。

住家は一見して無統i [ J IJ T . ム配置の牛うに見える

げれども。賓は彼等の生産場商であるところの問

畑との連絡を出来る丈緊桁に しTこ位置が考へられ

てゐる。) 11沿 の扇j!J，地部: 本では 、)11の氾濫をさけ

る? こめに出来る丈小高い所を占居してゐるし、防

風に封しでも、共地形をよく選び出してゐる。公

の集合所の無かつに時代には、夫々の性宅が集ギ?

の役闘を果してゐ? こし、村祭や新J顕は氏ill lll の祉前

で行はれなどしてff i : 士台生活は 、これで一泊り 揃足

に行はれてゐ? こ のである。近来農村の機構の鑓化

よ れ 共 同 作業場、産業組合、農業合[ 01-[ 、診療所な

どが普及されるやうになり、農村の建築も梢多彩

になってき fこ。村の氏示11
1の建築は、まこと lこさ、

やかなものではあるが、共まわりに立つnIl 11木は、

数百年の老木であって、速い組たからの、づなが

りを示してゐる。 村祭の日には、 この境内が村

の大運動遊紫の巷主化する。相撲場、 nilll 然の舞Z誌

が開かれ笛太鼓の脅は部落から郁:本へと特いてゆ

く。 i耐1
1枇の建築は茅茸のノj 、さなものであるが、然

し所前郷土大工か揮心の腕を揮つ? こ作であらう。

江戸時代末から流行をきわめ? こ冗漫な彫刻が盛ち

れてゐて、それも村人に t つては新鮮な感畳であ

る。斯うみてくると此小さい部系は機能も形態色

調べてゐるのであって充分存在の意味を有してゐ

る。 よく問含を廻って 寺や紳祉の建築を見る人

は、江戸時代末の煩情な手法に厭 寄託を さす人が

多い事であらう。全く洗練されに秀れに建築を見

なれ? こ人にとっては、此間合央は見るに堪・えない

ものであらう。然し、共郷土にとっては、かつて

清新な建築風であり、村 ;人にとっても慣れの割象

となってゐるなれば、それでイr在の僚イ直は充分存

する のであ る。世間の識者ーは従来あま り形象の問

題にのみ捉はれ過ぎてき? こ。美術上の債イ直がなけ

れば名建築ではないとする考方は、間合の建築を

大概無償1[ ( 1 にして仕舞」、のである。従列企民家や郷

土建築が認められなかっ? この も此故であっ? こ。も

っと目を既〈見はって、単 iこ形象の問題から Tごり

でなく、材料も構造も、あらゆる機能の方面から

も此郷土の建築を見な lますなれば、意外の償値を

見出す事であらう。

自分は此迭で話を打切るが、郷土建築は決して

過去の建築ではない。今E拒lに息苦? 吹きつ〉ある建

築である。 郷土建築は間含の建築ではな い。最も

純粋に共郷土性を瑳揮してゐるものである。建築

皐の封象として、これ程純なものはない。大都市

計識が叫ばれて村落計諮か忘れられてゐる。闘土

計宮Iが叫ばれて、郷土計副i が忘れられてゐる。

、大建築がとり上げられて郷土建築が忘れられて

ゐる。 ( 15 ・8 ・25)

1  1  x  



越
目。 の

去る昭和 11年 9月、 1丸岡: 妓天守を調事長に出かけ

? こ際、恩人より丸岡町を去 る約 8粁稲井牒坂井郡

竹閃村字上竹田に古〈千年屋敷と 言 はれるものが

あるのを聞き、間名 の時間に迫はれ乍ら寸日院をさ

いて調1 i : に/ : Hかけ? こ。丸岡より竹田川 の渓流を縫

って峻l検8 粁の山峡であり、往復の時間のみに、

甚 ｲｾ しくか〉って、肝腎 の 建物を 詳 しく調子主の館

裕がなく、↑ 昔〈も単なる見守に絶って了つ? こが、

それでもやうやく 平商のスケツチは採るを得? こ。

越前の民家は石原 憲 治氏の日本 農 民建 築Ｑ［ｦ ｾ 8柄に

2 - 3は紹介されて居るが、坂井郡の ものは無いし

更にこれはこの地方 の 古遺構と思はれる黙に甚 ｲｾ

債値の多いものがあらうと考へる放 t三、心もとな

い次第であり、最近の調奈でなく恐縮であるが、

この機台 tこ紹介しておい τ 今後間接の :1: の詳しい

坤

川

但

馬

氏

宅

南

面

外

観

調俗研究を更に得 られるな らば幸せと思ょ、のであ

る。

2  

問題の家は村内きつで の奮家で; 主主は坪川但馬

* 筆者;主名 古屋高工建築科教授

x  1 2  

-・E ・..... 

古 民 家

城

奇怪

久戸

氏、家には先胞の山緒菩が保存されてある rlr で、

' 筆者の出かけに後、 大阪朝日新間隔井通信部員の

訪ねfこ鹿 1こ依ると坪川家 fl ，緒警 と制するも の 2巻

あってー には「坪川但馬者元北面之侍多利云 」々

とあり、他は後世の補足 と見倣される 様 であるが

これに北面の武土坪川但馬が故あって北聞にぜ下り

現地から北方6 粁の盟原 にしば らく佐み、現;(Eの

竹田村の渓谷にうつりこの地を拓いて悶畑となし

家を建て農業 をおこしにと 記 されて居 γ 又柿足

書 には「体云源三位頼政之孫」となって居る Fl ，で

ある。こ のf:if( のfl ，緒警は江 fi 時代の偶作と見倣:す

べきものが多いので、どれ程まで信 じて良 L、かは

甚fご疑問であるが、 筆者ーは貫際 に披見して居な い

1枚、，今の底向とも 言得な い。 然 し家05構造、乃至

は材の仕上げその他より見れば相詰年代を経?こ1i

遺構である黙は領かれ、兎に角この僻地に於で相

首古〈カ1ら績いて居 る家柄であることが解り、近

隣の村 lミまで千年屋敷の名で俸制されて来 ?こ ので

ある。

3  

外開は l li，占lの虫I H安入でその笠 /J' 1こる入母尽の

茅茸は さすが Ilr 緒 ある家らしい風絡を興へて居 る

越前 には妻入の多 いことは玩に諸氏の指摘 せ られ

て 居 る 庭であるが 、 こ れ を ＧＱｾｬｦｦ￮ｦｩ 引二見る と、 縦長

の平副をそのま 〉横長に世換へ、入 口のみ附 げ換

へると丁度尾張千野等 j ) -，'i l 、民家に見ら れる 三|三 l印-

k 別段の 相還がな い。多 〈入 口が南に向くことに

なって居 る から 、 従って家は来四が ｉｾ 日いて居るこ

主になる。 後 fWJ の如きも l眉に附し、て J?i る。 日本の

民家は南 北 に 聞 い て ｭ る の が ［， ｩ ｾｾ ｩ￱ であ る の に 、北

陸方面の安入民家はか O R:凶 にD1J いて居 るのは何

に起因するも のであら うか。

横長の平副を縦長に向き 換へ?このみ である から

構 造 的 な理 山 は 見 ｈ ｾ し 得な い 。 恐 ら く 気象 的 引医

科= に依るものであ らうか、互支ひは甚i ｾＧ ￯ｾ ￮＠ l 、土俗的

な体統に依るものであ らうか。ノ「早急: 1 こか〉る問

題は決すべくもないが、ノタ 1 も興味ある問題 であ



る。その他この家の入口の手法は仲々巧に出来て

居 る。即ち制にも伺はれる様に引戸が二重につ い

て居て、 千常は一方のみ引い てIFJ を足し特に農家 白

であるから巾庇し、も ので も運ぶ様な;場合は二

本を? 線、て引込めば IJTJ 口部は 2俗 lミなる仕組で

ある。今日の仕こちにも利 II J すれば便利なこと

もあらうと考へられる。

平副は 0;ωl の虫n< である。入口を入って土

nfl が あ れ そ の 奥 が 板nnで中央に錨が切られ

である。板聞の奥は 7. 51陥と 6帖、更に奥に ・

ＱＰｾＶ ￘ Ｑ ，ｾＱＱｬ Ｑ＠ ￨ 帥 ｉｾ の座 敷とがある。この 平 岡

山は一見石原氏の分類に依ると 整型であるが

貨は奥の10帖 と 帥Ili は近年増築せるもので 、

元は 7，5帖と 6帖 に悌壇、床があっ fこ様であ

る。 か くすればこの平岡は同氏の原型の卒聞

とな れ 少 〈も整型よりは原始型を示して居

る。なほ土川の流しの前は現在では低い板張主し

て居 るが、これも近年の改匙で以前j は総て土日nで

あっ? こ。この土聞の一隅から天井基のツ シに上り

得る棋になって居て、ツシは 21尚lに一部見られる

如〈竹を敷き並べ、経営敷いて物置として居る。

特に注立をひくのは鴨居からツシまで相首の空間l

があるから板 ＱＱ 日の西Ｊ分はこ〉に ｾｉｾ に Ｒ 階の如き

様なものをとって居て、板Il¥I 1) 一部からハシゴで

lてれる椋になって居る鞘である。 21凶で中 2階が

作]はれる。 この底は現在では物置に して居るカヘ

もとは経常にも ｉｾ 川し ｦ こと の ことで、 言 は ｙ この

家はツシと共に 3階建になって照る ;隊なものであ

る。白川村の数階建は誰れしも知らぬ 人としてな

いが山一つ越え fこ越前のこ の家が、か〉る鹿に中

2 階 を持って居る こと はこ れ又興味をひく鹿であ

らう。これ等の中に何等かの防j係が求めばっ きさ

うである。そして この家がそれに ｶｴ に古い形態ｾ

とY めて居る棋に思はれる のである。

構造法は主柱と見倣すべき、 ものがあって、千

i断|泌l中特に太〈印しておーいに柱で‘ ある。何れも太

い桂で、外桂に於ては外壁通りに立Tこす、内部に

入込んで居るのが注意 される。西側南側に於ては

*nn、東側では一間入となって居れそれより外

は下屋となって居る。筆者はかつて尾張のi ! . i 民家

主? 調奈しに際に も、建築年代の古いと認められる

ものは純てか〉る Ｑ ｾ ｙｪ［ 迭をとって居ることを指摘し

てお いTこが、 ( 建築雑誌、昭13. 12) 越前のこの

芸誌も全〈同様であるこ 左は日本民家( ] ) !Hjl[ l { の殻生

が、首初ー張n日の架緋から 、下室 lこ依って奥行が

楠大し、 やがて中央 に中柱が出来ると云』、過程を

2 坪川但馬氏宅 J板 間 上 昔 日 中 二 階

経てづいに ものと汚へ ることに更にーの資料を附カl

してくれにもの左思って尻るなほこの家の構造上

特ーに古式を践して居ると忠はれるのは角柱の自然

水を }I' J ひて昂るこ主である。 3 同は;東南1 IJ柱のJ - .

部を示し? こもので西側の便所fi';. の 柱 も 同 松 で あ

る。奥の 8帖側柱も恐ら 〈同じと思はれるが、こ

の部分は後に天井が張られて照るから" r. 往左は し

ない。きて 31凶lに見られる様にこの柱は屋根の隅

を受けることになって照るが、牲の位置が鰯れて

居 るから、 普泊な らば飴程複雑な楠遣にならねば

ならな い慮である、然るにこの家では自然水の校

をうまく利川し.て、目al る簡単に解決して昂るので

ある。即ち* 西方向の桁は柱上. で受けるが、南北

方向の柱jffi の母屋は東西の桁より上方 lこ納るもの

を、柱から出て居る校が直接受けて居ること にな

る。従ってこの母- 屋を受け る束の類は全く省略さ

れて居る。こ@ 椋に古い民家では自然水の枝を椛

浩的に利 }'ll して締法の単純化石? 計って昂るのは感

々見 /I¥，される。かつて飛越同境の一民家も校付の

粧を使って、桁の長 さを調節して居? このを見 ?こ

が、 ( 住宅昭、 15. 2) この家は角位に羽mして利

月j して居る底| 面白〈思ふ。かく甚Tご幼稚な原始的

榔迭をとって居る鹿より見てもこの家の建浩年代

が相' 訟に遡り得るものではなからうかと考へるの

である。

この家の1i さのJ I . . 介は父 、材の仕上 けよ りもあ

1  3  )( 



る程度認められる。 3 I凶で伺 iまれる様に桂も鴨居

も荒〈チョウナで1切 りとられfこま〉で、戸庁調査飽

は何潟にも使用されて居な い。殊に土壁は全 〈使

3.  

坪

川
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馬

氏

宅

東

南

隅

柱

はれす¥荒〈削ちと られ?こ板壁も古調である 。今

はL 長年燭の煙 lこいぶされて漆塗のや うな光津を

放って居 るのはこ〉左のほか雅趣に 読んで居 る。 只

3 闘の中柱に見 られる 様に 、柱に雑多な柄穴様の

あるのが、試にか〉 るので壁がついて居Tこか古材

を特用しTこか種 々ー肱の考慮はして見fこもの〉穴

があまり に雑多で、簡単には解決/ 1¥朱なかっ? こ。

他に 何等かわ理 li j でかく なっ? こものかも知れな い

そ思ふ。なほこの家の古さは建，i I よからも認めら れ

る様 である。平面闘で見られる椋に 1nn牛の開口

はもと より 7. 5帖 k 板n日境のま日き 211日の閉口も線

て板戸 3枚で l 板 lこっき 1本づ〉の講を持って居

るこ主 である。 これに封し後の増策部分や. 、板間

の西側の様に後に改めら れに鹿は、今棋に 4本引

左なって 居 るのが ｩＱｾｾ｜ される。桃山時 代の書院の

遺構を見ても建具 l本に封し各型車 l本が設りられ

である のであるから 、これは古い民家として a詰; 然

であらう。か〈すれば前にも舎いにこの家の入口

の板戸の構法は巧みな考へと 言ふよ り古式そのま

〉を停へて居ると見倣してよからう。今様に 2本

溝 ｩ こ建 具ｾ 4本号| くこと は少 〈色 相官新 しい江戸

時代頃か ら初ま つにも のであらうか。

4  

x  1 4  

調型主力Z不ヨr : 分で、なほ構造的に詳 しく 紹介す る

ことの出来ないのは遺憾であるが、以上あらまし

記述しにことに依りこの家は相官{ 建造年代の遡 る

古遺構であるあることが解ること〉考へる。家停

に云 i 、北[百の武士や源三位頼政頃まで遡るかど う

かは甚Tご期開ではあるが' こうしTこ家体史料もあ

る以上ー肱詳しい調奈を必要とする事であらう。

' 近年民家の研究は拡「ゴ盛んであるのは民に! 放ばし

い限りであるが、民家は後世の改鑓 になる部分が

特に多いものであるから 、 それ等を- [ 臨検討して

千商なり梢浩なりを研究す る必要があら う。 叉建

造年代の新しいもの程種々の事情で古い体統が消

滅して居るものと考へられるから、未Tご大柴の fこ

〉ないわが同民家建築の設建を究め様とするなら

ば、先っ・何をおrいても建造年代の古いj立怖に依る

調脊が-7..J:1こ必要であると思はれる。然るに民家

の古遺構を探し求めることは容易でないのであっ

て、既に紹介されて居 る各地の民家も特に建造年

代の古いと 言はれるものは齢少である。

坪
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但

馬

氏

宅

卒

面

図
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矢
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図
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潟
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置
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C

合

令

この意味に於てま互に翠に所在地を紹介する程度

に多少のf併設を附して私見の一端を述べTこのであ

る。 幸に して同畢の寸: の詳細な調資報各に接し度

いものである。

( 昭 15. 8. 24)  



文 化 再 建 の 四 天 王 寺 五 重 塔 に 就 て

lま ι が き

‘  お: 妓の石垣在天王寺; の塔、浪速名所を代表する

. もので俗語の文何にまでmひられるほど有名であ

，る。 之は翠に建築物としての存在のみでな く大 阪

の信仰を代表するシンボルであるからである。昭

和 9年 9月21日 一 瞬に脆〈 ‘ も哀れ朝夕我等のな

つ かし の塔はその ｅ ｾｾ を 大 地に プ ツ倒して終つに

のである。思へば文化10年に生れ11 ¥てから臨終ま

で僅かに 128年を一期 として夫折しに不問な児

であっ亡。 1:: が四天王寺建立の聖控太 子 の 御 精

語 Ｇ ｛Ｇ Ｑ ま燦として蹄き溢 れ再び 我等の ｮｬ ｾ 前に雄々し

い宮きを大空に仰ぎ見ることの 作t 来fこ今日の日誠

に喜ば しき 極みである。

殊に四天王寺に闘する 研究は筆者・また 肉縁深

〈こ の一文を草 するのも決して通り 一週の感傷

的な立場からではないs 此の秋に首り倒潰し7こ

交化の塔の在りし日の I面影を古いノートから摘

出して記録して見? こ い。

: ' " 合t

' ロ- " ' "

池 谷 久

楽

士

口出

<>績後紀

承和1 3年丙炭、 ( 1499) 塔 廟雷火にて破壊

第 2 回

。積後記

承和 4年丁巳 ( 1497) r木宣銅賞勅納」之は恐

らく再建であらう。

<>寺誌、揃陽群談

天正四年丙子 ( 2236) 織 田信 長初日藍に放火し寺

ｊ セ吟 Ｇ＾￘ＧｾＮ Ｎ Ｎ ，ＮＮ，ｾＮＮ Ｍ，ｾ＠
… … 吋 戸 山 倫 明

r  

ι 、

P  

多

竪‘ 、

四天王寺創立' 日・時の事↑，!j' や縁起等は今筆考は

之をｾ当り、五重塔に就てのみを略記することに

しよう。

創建以外企 1.350年を経? こ色は言へ四天王寺の述

匙物ほど幾度かの受維を経fこも のは徐り他に類

例がな い。

五重塔も今回昭和の再建まで催災の数 5凹に

及び建築の度数 t 回を重ねてゐる、共の災害は

雷火が二度、兵饗が二度、風害が一度 れ、ふが

如〈宜に四天王寺の沿革史は災害史ともいふべ

きである。

第 i 間 四天王寺セ文化五重塔土申の隅より撤影

然 るに何時るながら 22;時の賞事者が幾多の難業 一

苦3誌の精進を粧 て再建を成就し? こ有 様は誠 に血 k 領を淡牧す。

涙と lこ綴られ? こ悲批な哀史であるこ とを忘れては 第 5 回

な ら ね 。 ( ) 寺 誌、摘陽群談、義憤准後 日記

第 1 回 脹長 5年庚子 (2260) 伽藍法成

。日 本書記推古22 ( ) 寺 誌

元年実丑( 1253)是歳始造四天王寺於難波荒陵 元和 3了巳 (2275) 徳川家康 w日藍に放火す

来 抵 者は池田谷慾築事務所主 ・大阪府史際調査委員

1 5  x  



第 4 因 o 同 各 之45

。大 日本史 料 1. 11月21日 淡 太 郎 死

天 和 3年丁 巴 (2277) 幕府揖津天王寺を造皆せ 四天 王寺 伽ｾ Ｂｦ 再建世話人島之内 ｉ ｾ ｉ 銀 ｬ 町淡路 屋 太

第 _"_ 圏 第一層車 ｦｾ 詳細

んとす。

( ) 寺誌

元 和 4年成午 (2278) 徳川秀忠命を下しWn

藍再興に着手

。大 日本史料

同年9月21 日新始

。 調査喜子、四天王寺山緒沿革J己

享和元年辛酉 (2461) 雷火の矯め伽藍焼失

( ) 撮陽奇腕‘ 巻之43

同年半酉 (2月21 日改元)

1. 12月4日夜八ツ時、四天王寺焼失

共夜小雨降り雷鳴同し雷火大塔の三重日坤

Ｈ鈴ｾＩ

の聞に;搭夫より金堂にうつり諸掌37棟回錯

す謬 5 日朝四ツ時頃火鎮まる

諸堂再建箭著書之魔

1. 五 重 塔 銀 934貰46匁9分

Ｂ ｾ席 Ｕ 回

文化9年・ (2472) fi-! 2月28日 l i A k. 塔J Li 愉

錨初

1. 同 10月5 日五重大塔桂立

1. 同 10年酉正月 23日大塔良位地つぎ

1. I司8月2日大塔入仰

)( 1  6  

良¥¥兵衛と いよ、紙Jj奇問屋

行年 ＵＴ ｪ ｾ 定、謬 ＲＲ 日八ツ

時議式天王寺へ法る

法抜 本法院

天 王ミ ｾＺ境内回廊に木微

を安置す

( ) 同

第 三 圏 第一層四天柱及心柱 内陣

口 t

此年ひがん御.ぶ御主'，filli

被下五重大塔一重目 川

来致f院大慌にi 1会( { 候今

年もひがん御志桐かは

らすサミ|坂中ー とうに御

従 進 待 ｪｬ 朝 ｲｬｬ ｟ ｾ Ｚ 度御耐Ｚ穿

参"1-: 仕候 以上

酋 正 月

此苔 付ひがんのせつ御



持参被下候御方様仁王門江あげ候切手に相成候

四天王 寺 役 者 講 中

天王寺五重大塔再建の鴛天王寺講中大阪町中を

相頼み二季の彼岸に近隣へ配る志の茶の子物を勘

絡しそ の料を天王寺へ寄進致 させ候此寄銭 も移し

き事 にて大塔の径と成?こり

<>調奈書、rll 緒沿革誌

文化 9年壬 巾 (2472) 伽監終成

。四天王寺年中法事記諸虫H¥Jj蚊

資t苔 京 IUJ3il I15)'( 4iJ師

<>撮津名所| 位l檎大成

在之5

千時) ( 塔折初文化9年

ｆｾＲ 月 ＲＶ 日 、九 輪 Ｑ 院建

同3月25日 二重口上

棟文化 10年凶正月 10

日三重 目 上 腕 同2月

25 目、四頭目 J -. 棟同4

月15日、 五重目 |て4Jil

九輪同5月28 日

6寸厚 1寸8の石蓋あ れ そ の穴の 中央に悌舎利ぞ

奉安 してゐる。

会利容器は梶座、強茄子、輩、費蓋、震盤、資

珠 か ら な れ 壷は水晶である が池は銅製である。

外廻り初層各面中の間は楼唐戸外開き軸吊れ

飾金物凡て鍛製、同学格子雨脇間竪角連子窓搬込

み。

上層 ｬ い の 川 扉な し ＱｾＴ 脇ｬＱ｜ｊ ｪ 卓子窓、四方潰徐 州

勾欄附、 IWJ U、閲主1: 伺 1)'(75. 外廻り地長押、午長

<>和漢三才|凶総 74揃11t

五重塔雲水治 也 有 料

迦雷i像、四天王木像

<>昭和9年 (2594)9月21

日 午前8時20分大暴

風雨にて五 重 塔 倒壊

第 四 国 倒 決 心 桂 総 子

す。

五 重 塔 各 部 構 造

平面、方3間 (24尺4) 古い記録 tこは京国13間引で

4寸となってゐる。中 の間 9尺 1. 脇110日7尺95. 之は

創建賞初からの位置に数度の改築に迦ひな が らも

飛鳥明の古制をよく 般守 し高 麗 尺 に換算すると

21尺にな る。

基 壇 方 ＴＲＩｾＴＮ 高 Ｓ Ｉ て ＶＮ 東 石を 川ひす る 花崩石を以

って壇上積とし各面にーケ所宛巾8尺3踏 商9寸3四

級の耳石附石階を附 け、葛石上に銭銅製援費珠附

勾欄を折廻して ゐる。

礎石は凡て花崩石 製側 、ｾＡｬ 天 柱共何れも 最 小 一

溢2尺 5より 最大4尺 までの不等遊形をな しそのート

部を平面に仕上げ桂座を作っ てゐ る

心礎は方 4尺3 高さ 2) て、地上 lこ8寸 上 れ 中 央

に深さ 6寸7. 方6寸の凹穴あり頂部方 8寸3. 下部方

抑、腰長- 押、中 の間幣軸方立腰長押、下羽目板張

上長押蓋輸の上に和様大斗を頂き一種猫特の繍様

肘木( 俗に雲水の肘木〉を架し雲肘木を過 し其の

上に斗及檎様肘木を以っ て軒桁を支持してゐる。

小壁羽目板は全部雲水の彫物、 尾極鼻は象之頭

を彫刻してゐる。ノj 、天井、 文輸を猷き板蛇腹を附

し、種を月j ひ今、利:裏は雲文、渦巻文の浮彫を以

って充満 して ゐる。 地長押、腰長押は唄、上長押

には六葉の釘隠を附し下層より上層各隅々には風

鐸を 吊り、以上の彫刻物は凡て極彩色を施 してゐ

る。賞は建立の際は板羽目 に極彩色を施 しそのま

〉一度仕上げにのであっ? こがその後彫刻物を附加

し?こ事が今回の倒潰によって i列かにされに。

内部四天佐径 1)ミ% を用ひ四天柱内を悌閣とし

心柱は僅下部2尺4凡八角形頂部径6寸5丸太材、途

中 3本櫨ぎ、礎石の上に立ち上部に向って減縮し

1 7  x  



相輪心柱に通ってゐる。下層は 、床より天井迄箱

包みとし四百共俳君主ナ描き金網張 として ゐる。

天井、内陣は鏡天井、外陣は板遠格天井、床は

拭板張北商扉際よ り木梯子を取付け五居直通し、

一般人 を昇降させてゐ ?こ。

屋線は本瓦立、降棟、稚児棟附何れも鬼放を附

し、乾隅には三園大黒

天の鬼板を附け、銘文

に「文化十歳英国桃月

吉日細工人 阪 口叉 兵

衛J e妥リしてゐる。

相輸は青銅製である

が露盤は銭製である。、

大谷隆義氏の組先の製

作にか〉り、線高侮抱

釘迄38尺 徐 あ れ 賀 珠

に左の銑銘がある。

観音，施主 日和佐

屋卯兵衛

品
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8

z
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投

釘

4

ι

え
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え
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崎

品

神

必

荷

物

自
叩
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ι

白設

国

総

‘

五

九

第

天 下 泰 子

十一面観世音 8高4千

臨 供 養 塔 閤 土 安 桔

世 話 人 金 物民中

大阪高津在

大管相模像正

三次子孫

鉛 物 師 棟 梁 大 谷 惣

兵衛 ｦｾ ｬｩ 府

凶 天 王 寺

維時文化十龍集夜間

口2月彼岸善法日

ょによって見るとミ子

誌では文化 9年落成と

なってゐるが交化 10年

に落成 しにことが正し

い技である。

心礎下の特種構造

心礎 J ) i出下に内僅 2

}-.!._75外径4尺尚さ 2尺の

凝茨岩製井戸 11111 ( 三ド}'J

形組合せ〉 様のものがありその内部から蒸焼製締

迦如来座像 874謹、木彫薬師如来立像 5謹、向車

観世音菩盛立像2謹、地裁菩薩 l髄充填安置され、

x  1 8  

井戸側の四周には 4佃の花向石毛? 取 り鏡らし井戸

側と心礎との聞は4寸の スペ{ スがある。

井戸側の直下には内径約3尺6外径約 6尺、即ち

がj2尺4の木茨層が深さ約 11尺位もあ れ そ の内部

は赤土と和泉砂岩石自然石とで填めら れ、去 の石

はl倒の大きさ最大2尺5寸最小8寸位の もので11 尺

の間 lこ5段 となり、上部より1 . 3. 3. 5. 9 と次第tこ撤

を増して量かれその下に直径約 6尺前後の礎石が

据えら れてゐる。之等の構造及目 的に就ては宿題

として後日に譲り兎 も角も計霊的に構造され? こ此

の空洞はかの法隆寺五重塔のそ れと共通するもの

で含利奉安施設 k 密接な謝係あーりと考へるに充分

である。

結 語

筆者の幻影に映ゆる文化の五重塔は之を重芸術的

悩値より推すには徐 りにも 貧 しい存在であっ七事

を甚に遺憾とするものである。例へば柱閉じ劃す

る高 さのプ ロポ ーシヨンの不均衡であっ ?こ事、屋 !

査の園長勾配ｾ描〈の費 々鈍 重 な線、ゴ ｌ 輪Ｎ 装 飾Ｎ

彫刻 凡 てが徳 川時 代の ￜｾ 詰つ＿こ堕Ｚ落 し＿こ 様式の

ものであっ fこ等が奉げら れる が之も時代思想の反

映とじて致し方がなかっ? 二、然し之等は塔本米の

意義と依値には影響のな いことで、聖徳太子の御

聖旨をそのま ':> 1こ忠貨に維持、保存し浪速の人士

の信仰 を調 h楽 めて来? こことは偉大なる功績であ

っ? こ。こ〉に四天王寺の生命は永遠に不朽であり

不械である所以である。

此の塔の設計、施工に首つ7こ技術家は金剛家ーで

あり正大工興八郎、構大工太子治の手によつにも

のである。

ま? こ大位越淡路屋太郎兵衛の財産悉皆伝菩拾し

? こ事は依りにも有名である。が全信徒め合力にな

り使 問料 の ｊ ＮＡＮ え隠 れ の 個所には寄進者の法勾ｾ［

依地なき迄に香き埋められてゐる。然 しながら昔

時の寺及一般の粧前ブJ が極めてて微々? こるもので

あっ ?こ事は五] 五塔にも影響して敢なく倒潰しに開

i' ..: J の大なるものとなっ? こ事を忘れてはならぬ 、即

ち首初の設計には四天位僅 Ｒ 尺 Ｓ が Ｑ 尺 ＹＶ に 、 Ｑ ＡＱ ｉｊ 本ｾ

借 りミ92力; 1尺75に詐計鐙更され使用材も松、杉、

松俸等種々のものが混mされ共の質も 良材で はな

かっ fこ。事責柱の根元の腐朽せるものさへあつに。

まに古材与も随分多数得用され? こらしく「再建入



第 六 園 心礎下の井戸側と心礎墓石( 心礎はこの四個の釜石の上に来ってゐる〉

習ヨ信之木品者悉櫓木樹

方御座候慮此度者松木

多分取交可成省略仕掛

立候協に御座候」と明

l庇に記されてゐる。

、次に力整的方面 より

見 て 重心 の 位 置 が高〈

極めて不安定であっ Tこ

事もま Tこ看過出荷t ない

問題である。

最後に建築技術家の

一部の人々の閉じ は五

重特は地震や風鹿には

倒mしないもの主する

設もある様であるが事

責は天平以来幾度かそ

用大概書」によると「但壊建建具釘金物等綿而用

立候品者相用積立申候・・・・・・右積方之儀者惣諸堂枇

の例を漉して来てゐるのである。

第 七 細 心礎下井戸側、第六周図形の中央井戸側周囲の四個のｾ石を取り外し ＱＺ ところでゐる。二個のおから

なh この中に本文記述の桜なものが充満してゐ7このである。
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大 阪 を 中 心 乏 し た 郷 土 建 築 座 談 曾

" ーーーー・・ーー圃ーー・・・・ーーー幅・・ーーーーーーーーー・・・圃ーーーーーーー- ー圃幅圃・・ー・・ーーーーーーーー喧・・ーーーーーーーーーー 園田ーーーー- - - - - ーーー圃ーーーー帽個司・・・ーーーーー

一 一 ・ 出 席 者 一 一

池 日j 谷 久 吉 氏 ( 奇哩史宮) 井 上 、 新 二 氏 ( 義阪臓器)

主E 1崎 1政 忠、 氏 〈総糊E理事〉 高 橋 柴 治 氏 〈縦断服部〉

i龍 禅 員 弓 氏Ｈ ｾ森島量Ｉ 玉 世 盟 次 郎 氏( 美喜怒芸品)

高 安

ｾ＠

郎 氏 〈高官明院長〉 鶴 丸 栴 太 郎 氏C"- ニス工房主〉ノ、

南 木 芳 太 郎 氏 (M A吉) 正事 原 義 氏 〈姫路市技師〉

松 本 儀 八 氏例外木材。常fJ>)

( 以上 5 0 首脳〉

|向 |刊 孝 努 氏( 露協合弱!N) JL3( 1吋 ｾ ま 次 氏 (霊協綿雲)

組 ヲ1: 幸 ヨた 郎 氏 (器削 湾 )
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挨 拶

政岡 是から郷土建築に閲する 座談合を開催致

します本 日は大へん暑い所を叉お忙しい所を諸大

家ＱＩ御参堂を得まして誠に有難うといます。 ｾｉ か

ら岡田さんに司千? を して} 抜きま して始めることに

致します。

.岡田 では私が進行係を務めきして戴きます。

建築協合で「建築と枇令」と云五、剰i誌を設付し

て居 りま すが今日の座談令はそれに 11記せきして拙

くつもりで開催しに諜であります。賞は此の前の

のでこ相談の時に今迄大分堅い記事が続きましに

編特の〉らで一週息を抜いて郷土建築 を主題にし

て編輯して見? こらどうかと云ふやうな提案をして

見ましに。鹿がそれではお前やれと云ふことにな

って私が引受け てやること になっ?こ次第でありま

す。

暑し 、時でもごさ' いますので大盟字数位しか御1+1

席願へないr:.' らうと思ひま して、 1をは少 し山 を掛

けて御招待申上げにのでありますが、丁度お盆の

時的で皆さんお宅においでになっ? こ閥係、 又郷土

建築に趣味を持7これる方が多かつ fこ閥係で津山御

出席戴きまし? このは主催者として大へん喜んで居

る次第でごぎいます。 建築の専門以外のお方で御

招待申上げまし? こ高安先生江崎先生南木先生此の

御三方は科壊、文阜、行事風俗共の他百般のこと

に瞬通 して居られましてお l 人に物公聴く千? をや

っても 一晩位は優に時間の要ると云ふ風な趣味の

腕いお方であります。街l三方とも御111席をい? こ Y

きまして大へん結構Tごと思って居ります。郷土建

築 と巾しますし 共の定義とか純悶 と云ふものが

まfごはっきりして居りませぬ。それは何れ後程瀧

揮さん にお話: : t ' 願ひまして、定義 。範固と云ふl貯

を決め C戴き? こい左思ひますが、先つ' 皆さんの御

解揮泊りに、或は郷土建築の今迄; 己主張にあちます

ものとか、或は現存のもの、それらの保存方法と

か、或はどう云ょ、所を建築家が研究しなげればし、

かぬかと云』、御指示を戴ければ大へん結構fごと思

ひます。

初めに高安先生にお話をお願ひ致 します高安先

生は皆様御承知でごさf いませうが、監f皐博士でお

留者様の方が本業でゐらっ しゃる。御本業は勿論

のこ とで ありますが共他文接、科襲、百般のこと

い暁通して居 られる方であります。 一つ御高設を

奔轄し? こいと思ひます。

大 阪 の 町 家

高安 賞は今の御紹介に甚ゼ 恐 縮 し て 居 り ま

す。殊に建築の方は御返事申上げにや うtこ一向不

案内で、今 日あー伺ひする に就いてどうし、ふ事を調

べて保て巾上げようか と考? で見ま し に け れ ど

も、 どうも一向好い材料も見つか りませぬ。まあ

1-11て見? こら分る fごらう依のなまくらな気持でHH二

課であります。

それで初めから話せと云はれて甚f ご閉口します

が、我々から見て走が大限の特色 φ 郷 土 的 名 建

築であると云ふもの拡ないのか知もぬと私共には

思へます。京都とか奈良とか言ひますと、誰でも

常識的に分って居りますが、殊にJ釘うふ新しい

町であるし石山 本 願 寺 以来 400 年位のものであ

り、且叉出来てからでも焼け? こり色々なこ 主があ

りまして建て直って居 る。殊に近来は大阪の町が

ビジネスの 中心になって、特色のある立波な日本

建築物が蔑されて居りも せ歩、 叉是から搭へ ると

云ょ、徐地もない のが普通のやうに考へられます。

です から自然お話しする材料が甚fご少いのではな

いかと思ょ、のであります。 日1f t 私は大分老人の方で

ありまして江崎さんの方が少し先輩r:: けれども、

さう云ふ閥係七又大阪で生れにのでありますか

ら、私等の知って居る 哲い家の模様でとき' います

ならお話が出来るかと思ひますので、 それを !っ2

つ巾上げて見ませう。日住所211遼東の家で私が此町

じ生れて{ : l : んr:: 9見7こりしにものが、果して他の

-di でもさう云ょ、風に出来て民るのぢゃないか、そ

この所ははっきり分りませぬ。 u住大阪の訴し、家、

性宅はこんな色のfごと云ふお話をして見ょうか と

思ひます。

町 家 の 平 面

極〈 大雑把にrr しますと 大阪は商賢人の家が多

いので、 どうしでも培純な同一へ ，) なりますが、欝

家の大 きな家になります e ， iliT とIlfi との境 tこ水道

がありますが、共の境ま で突き抜げて居る家が多

い。さうして それは大韓斯う云ふ風になって居り

ます。初め入つ仁川に玄闘があ りまして、 或はそ

れが自の問でありますが、共の. . t ssJの共に内玄闘

と栴するノj 、さい/J、ぢんまりし? こ間がある。少 し上

等なお客さんが冴ーとると共底へ招じる、 さうして共

2 1  ) C 



のヨ々が勝手ですりれどもそれは勝手の次の間のや

うなも のです。 それから本営の墓所tこなる 。共等

lこは龍や何かがあります。共の三々が裏にな って官一

る。さうして是が? っと表から通って居る。先づ

豪所が割合に蹟 いことに気が附きますが一番気が

ら

ー

着

• 
骨

4ホ

少し大き くなる 左中庭があ り、 離れがあって 2重

になって居 る。其鹿の慶i河荘なんかはさうなって

居 りますがwr う去五、のが能 〈あ弘ます。

事も

高 安 博 士 の 家

今我病院のある鹿は、明治 13年に父が共慮に移

笠

両B

一一一一 りまして、それから私

tl I  も十っと何十年も共産

せ

に暮 し?こ のであります

首時多少改築は し?こら

うと思ひますげれども

大韓は昔の依の家であ

っ? こ。建て方は今申し

ましに 3 重の構への随

分大きな家でしに。蓋

所なんかは素敵に大き

い。丁度20盤近くあ り

まして庭の漆 I食場はな

かなか大きいもの です

大韓奮家は査所が随分

大きいのでありまして

江崎さんも御承知であ

附〈 のは、蓋所の勝手

口を入りまして、 墓所

の上を見 ると、う っぱ

りと申しますか、梁の

太いものが十つ k 縦に

通って居るに大きな家

程それtこ随先立i辰な材

木が使つである。天井

は張つてない。さうし

て場合に 依 る し 例の

八方が附けられてゐる

八方と言ふのは御存じ

でせうが、今日では吉

問屋位に残って居りま

す。 大きな灯を黙りる

もので、今日で言へば

シャンデ リア、 昔で言

へばお燈明の大浮いや

うなものですが、ぞれ

代 表 的 大 阪 の 民 家 の 卒 商 関

りませうが、鴻池さん

なんかのお家は素晴ら

しいものであります。

が真中に吊らくつであると云ふ工合です。

先申レまし? こやうに家は突き抜げて居りまし

て、 大抵共の構へが 2重か 3亙になって居ります。

今申しましにのカ; 1重ですが、 2 重になると、玄

関から入つに所が茶の間で、茶の間より表にやは

り庭カ; 1つあちます。茶の聞の主主力: 奥の問、それ

から奥庭がある。走力 ; 2 重の家です。それからも

うl つ長〈なりますし臭庭の次に織れがある。

きうして臓がある。 臓はどうせ 1 :喬臭にある。 そ

れから若し 3 重になりますと茶の聞の次が、其慮

の家族の人が居る部屋とか寝室とか云ふちので、

それが 2 つ位ある。さ うして 3 亘自が奥になる

と云よ、並び方 を して居 ります。それからもう l っ

それの鑓形とも思はれるのが露路構への家です。

是は伏見町なんかじ今で も多少残って居ります。

茶室式の家で露路から入って行〈と大抵内らは庭 ，

lこなって居る 。さうして茶室があ れ 次い で奥が

あり、即ち座敷、 客聞が あって、 却で 墓所 が 臭

になって居 る。 是が l 番簡単な家で、 それがもう

x  a 2  

それから庭が非常 iこ肢〈取つでありまして、 3 重

同は奥庭敷で辛 20畳敷位もっと民ーいかも知れませ

ぬ。それを表の庭が D の字型にす・っと表から裏へ

続いて居りまして、殆ど% 位が庭になってm1)， 

J七奥には競が 2 つ並んで居る。ちう去よ、ゃう tこ大

抵の家は臓が後 3 に並んで居りますから、今日で

も盟今橋主高橋の間にある浮世小路などは、丁度

大きな家の後ろ合せになるので、臓がすもっと績い

て居つに。何でも東掘から西堀までの問に臓が 1

20幾つあっ? ことか云ふことが記録に載って居りま

す。今日はさう徐計ありませんが、さう云ふ戴ば

かり T 静か7ごから 2 披邸を置 く。或は怪しい家が

時々あつ? こ。そんなことで浮 i仕小路と云ふ名前が

ＱＱＱＱ こ 誇 です。 是は南木さんが能 〈御存じ ｴｾ らうと

思ひますが( 笑聾〉 北結場設の家は多〈さう云ふ

風になって居ります。今日は月斗君が見えませぬ

が同君が能〈知っ て居 h ます。此の先生の家は 2

軍主思ひますが、表を切られまして、 多少襲って

属 りま すりれども 、奮い援の l つの標本的存もの



であります。 それか ら私の姉の家が五町 iこありま

す。是は明治20年頃に建てにものであ りますりれ

ども、相首欝い形式を採つにものでありまして、

庭を飴計取って、 2 重になって居りますが、多少

遼つに奮い形式と見るべきものであります。

期う云ょ、奮い形式の家は段々なくなっ7こゃうで

あります。此の間谷町の 5 丁目惑でしにか、玉逃

線より少し北へ入つに所ですが、共虚の家へ行き

まし? こ底ちょっと 襲って居りまして、やはり栴L 、

家ですが、初め一寸しにとっ附きの聞があり、

内玄関があって奥になって居るげれども、共の庭

が内玄関のわきから始まってて、奥までズツと庭で

取り囲んで居る形式になって居る。何年頃に建て

られ? こか知らぬけれどもかな り古い家らしいちょ

っと珍しい建て方です。隠居のをft りで建てにのか

知りませぬが落着きを持つに珍しい家でし＿こ。手ｾ

の外にも探しにふもっとあると思ひますが。和

泉町の鴻池さんの家なども如何にも富家らしい家

? ごと思ひま す。

岡田 それでは江崎先生に鴻池さんのお話をお

願ひし? こいと思ひます。江崎先生は林撃の方が御

専攻でごぎいます今鴻池さんの理事を して居られ

ますが、百般のこ とlこ深 く研究を積まれ科皐、美

術 、x皐 綿 て の こ と lこ爵通して居られる。

私お尋ねし? こいのは、大阪では栂の建築を致し

ますが、それは昔からさう云ふものでありましに

のか、どう 云五、課でさうなって居りますかと云ふ

やうなこと 、 それか ら鴻池さんの閥係でお茶室の

古いものが、どう云ょ、所にどう云ふものがごさ' い

ますかと云ふやうなこと、共の他色々お話を承 b

fこい色思ひます。

鴻 池 家 の 建 築

江崎 私は只今あお- 話のやうに林翠の方3を?古昔ニやつ

て1民再つ? にこので材木に付ては多少趣味も持も色々心

掛げて居 h ますカが; 建築は一向迂逮で分ちませぬ。

建築3を? 見に行きましても建物に目をを? 付けるよりも

材

今日も皆さんかちきう云」ふ、里駐占ををT承り Tこいと思つ

て出て手来夜?仁こ諜であ ります。i 今お話のありましに鴻

池の本家、それから西邸と言って居 ります が、隠

居所の方、ぞれから今お話のありましに和泉町の

鴻地。河内の鴻池新田の建物。それから瓦屋町の

別邸がごｾいます。 是等の建 物に宇 ｪ て見ますし本

邸並に西邸、和泉町などの家の建て方は、多少近

頃lこなって模様替をし?こ所がありますが大瞳今高

安先生がお話になりましにやうな風です。本邸の

方も入る主直ヤ左側が玄関で、それから内玄関が

ミ

a

F

・

f

-

E

a

'

d

 

あって 議所 へ入る、共のとつ 着きが出 入 ｾ￸ 町人

が勘定を取 りに来 ? こちして出入りする所です。 華

所は天井に何も張つてないから大黒柱も梁も能〈

見えます。 3 う云ょ、風に本邸の方は入って直ヤ左

折玄関で、それから内闘があって、少し斜に入り

ますけれども 叢所へ入って、先つ' 町人が掛取りに

来る受付、ぞれから奥が華所になって 、詰 り4 箇

所から上ドれるやうになって居ります。西邸と 言

って居りますのは、西ですから 、えると右手に玄

関がある。西邸の方は隠居所ですから玄関 l つで

内玄閥 t 云ふや うなものはあり ますぬが、 蓋所・へ

門 外 側

入る前に内玄関のやうなものがあります。それか

ら直ぐ墓所へ入ります。今申しに町人が勘定 に来

ると云ふ所は、西邸の方は内玄関に相首する所カ:

2 3  x  



割合に腕 くなって居る から雨方粂ね て居るやうに

なって居ります。和泉町の鴻池の方は、入って芭

ヤ右が玄闘で、仕切 戸 あって ｾ 所へ入る。入つに

中には本邸の方で言 i 、内玄関と掛取りなどの来る

受付と一緒にしにものがありまして、 それから隠

居所と同じやうな仕組になって居って 、奥の;主所

本館のｾｉ￩敗

があります。共底からでも上れるやうになって居

って、 天井も見えるやうになって居ります。

それから瓦屋町の別邸と去五、のは、明治36年の

博覧合の時に閑院宮線、裁殿下のお成りを即日、鴛に

門も梼へ、 玄関も排へ? こゃ うです。是は別邸の方

ですから、主人が入る時分には表から駕誌で入つ

ゐて、ズツと蓋所まで通つ? こ。きうして皆に分らぬ

やうにして華所から座敷の方へ上つ ?こも ののゃう

です。玄関は通らなかっ? こ ゃうです。茶室は今も

残って居りまして、ちょっと槌って居るやうです。

市匿改正の時に 2 間程削られ -:t 闘も付け替へら

れ、茶室は共の俄ですけれども 、茶室に揃って 6

ｾＲ 間あつにのぞ ｬ 問削られ、庭 ｴ こ行げる露地の

や うなも のを造りまし? こ。別邸は何でも聞く所に

依るし外からは何 ｲｾ かもっとも分らぬやうにし

て、 表から華所まで直ぐ駕能で乗り込んで 、 又ｾ

所から 駕結に乗り込んで外へI-I' ，rこと云」、話であり

ます。

それから鴻池、新聞の方は 、やはり | 吋を入って、

華所から直ヤ上れるやうになって居ります。京j切

を出切って 、ち ょっと片寄っ? こ所に玄闘がありま

す。 是は前からあっ? こかも知れませぬカヘ只今の

もの は後から 、進つにことが分って居ります。今

行〈と裏門から入るやうになって居りますが、 蛋

所と云ふのがやは b非常に蹟いもので、 共底で色

x  2 4  

々のことが出来る。今でも 共の首時の釜からすっ

かり用意 しであります。

'  貨は今日斯う云」、話があると云よ、ので、本邸や

方々の所にさう云i 、記録がなし、かと思って、赴は

前から，ｾ、掛けて居るのですが、色々調べて見 ｦ こい

と思ひまし? こけれども、吉己主主がなかなかあ b ませ

ぬ。日111尚池新岡の方は「新悶開設誌! 略」と云ふも

のを世間イJl 'JJ)J が克明に書いて置いてくれまし? こか

ら、建物に小j ての顕未 lま何年何月何日に同来? こと

云ふやうな事がすっかり i珂かになって府ります。

共の時分の幕I(t の色々 の禁! l ilJ も共の依残って居り

ますし、お慣れのやうなものも残って居ります

が、 それぞ見るしやはり苓所が腕〈下には石が

敷詰めであって、天井や梁は高安先生のお話の泊

りになって居ります。

鴻池の建物を一貫して現れて居る材料は、昔か

ら質素なので、大抵の柱は栂です。鴨居長押も柄

主か杉を使って居ります。床佐なんかは杉の丸太

か松の皮附です。J tf木なんかを使つであるものは

結封ありませぬ。檎を使つである所は、本邸でも

西邸でも和泉町でも新問でも瓦屋町の別邸でも全

然ありませぬ。今は栂の 5 寸角とか六寸角の立探

なものが使つであれば櫓より高いですが、昔は鴻

池は特に質素で、聞〈所に依るし天( 来年間に水

野越j 1 f i 守が整津な普請を禁止して、唐木で浩つに

ものなどは改築きして居りますが、鴻池は此の時

の禁制にも慣れなかっ? こので、改築はして居りま

せぬ。それで・唐木を使つに所はありませぬ。槍を

使はない t 云ふのは、御承知の通り棺は神祉、僻

問、御殿を浩ると云ふこになって居りますから、

土事には使って居ると巾しますが、外から児える

所に柑を使つに建物はありませぬ。

鴻池家の建築年代

兎に角 ノ ド邸も西邸も和泉町の方も随分 ￯ｾｩｾ 、と思

・ひますが、大臨の昂Lの時に焼打をされにと 云ふこ

正になって照るから、天保ｾ 14年前後に改築しfこも

のに相速ないと思って色々記録を調べて居ります

が人足を幾ら使つにとか克明に書いに文書も少し

ありますが、 要領を得な い。ぞれを詳しく調べて

くれと 言って縮んで居りますが、ま t:_'調べてくれ

ないのです。今日何かの御参考にと思って、専門

に書類を調べて居る者 tこ調べさしに ので すが、ど



うも大盤の時には庖や住宅は焼かれにけれども、

競は 1つ も落ちなかっfこと見えます。共の詮撮に

は、普から鴻池に残って居る文書や書附などを全

部今調べさして目鋒を取って居 ります が、 それを

見ると書類の紛失しにと思 はれるものは l つもな

いのです、 それに書いである道具類など色殆ん共

の依で、此の間少し買りまし? こが、あれ-r:: け津山

ある道，['1; 類が大臨以後に買っ? こものは殆どありま

せぬ。大抵大臨以前に買入れfこものでありますが.

それが全部残って居 ります。それで識は全部建つ

にと認定 して居ります。性宅の方は焼かれ?こに相

遣ないと思ひます。それは鴻池の記録では色々な

諸材料 を幾ら使って 、人足を幾ら 使ってfこと 云ふ

ことはあります が 、 今の所はま ｲｾ 蕗が焼けにと云

ょ、記録は あり ませぬ。是から先現れるか知りませ

ぬ炉、今迄の所で は見首りませぬ。

共の外のt)S: 誼として得ましにのは岡山存在に『永

代記録』と云ふものがあります。私の方では今鴻

池の元出入りして居つに岡山藩、熊本務の方まで

調べさして居りますが、岡山蒋 には 1呑能〈記録

が残っ て居るやうでありまして、鴻池普右衛門ヵι

岡山に行つ? こ時に、殿様が非常 に優遇 しにことな

ども岡山藩の記銘に出て居り ます。共の岡 山藩の

記録で焼げ に時のこ とを記して居るのには「天保

8年酉2月19日監事大火の節、鴻池普右衛門居宅類、

焼に付杉板 100坪普右衛門へ、同 50坪菩之助へ差

澄」 主云ょ、記事があります。ぞれから天保9年4月

朔日の僚には「鴻池普右衛門居宅去春類焼、此 度

致家作候ニ付、材木被下苦右衛門呼出於御書院司'1

度、那須久右衛門立合、赤松虹梁5本、材木5本」

云々とあり 、大盤面L類焼後約1箇年を経fこ天{; j ( 9年

春には、既に家屋新築に岩手し?こ こ と が 分 り ま

す; 更に同記録天保 10年 8 月の僚には「鴻池詳右

衛門居宅普請成就致家稲候ニやj 需祝差遣ス

生鯛ー折 高尾助太 b

集肴五種 那須久右衛門 b

集肴五種 場悶 七郎兵衛 Ai J  

とあ りまして、新築に若手後 l 年齢を経Tこ天保 10

年 8 月には既に家屋の落成 しにこと が分るのであ

ります。首時のこ主は今の鹿是より以上には分っ

て居りませぬ。 新 築 し七ものが、どう 云 i 、結構で、 !

どれ ｴｾ け費用 ド掛 かつ ｦ こか は 分りませぬ が 、 焼け

Tミことは岡山藩の記録で分つにやう な蹴態です。

唯私の素 人考で感心して居るのは、共の後電燈を

附りるとか、 叉昔仕事を して居つ?こ所を椅子に し

て事務宣に設へる主か、多少内部の段犠替は設し

まし?こが、建附はぴ 〈ともして居な いと云ょ、こ主

です。イ史所 を直 し? ことか研j子障紙 を入れ? ことか、

色 ノをやって居 りますけれども、 建築の建附はびく

ともして居ない。大工な どに聴 く し 飴程丈夫に

t-H来て居るもの ら. しいです。和泉町の方は飴り祭

主? 附 t 1 て見て居 りませぬが、本邸の方は費に厳重

なものです。 住も 6 寸角の大きな栂でィ皆柾を使

つであります。それから西邸の方は隠居所ですか

ら、そんな ごついことはやって居りませぬりれど

も、是もび く主もして居ない。和泉町の方もさうで

す。瓦屋町の別邸の建築はもっ と古いです。唯素

人で敬服するのは、長押は杉の商皮附ですが、 上

の鴨居なんか 7間ばかりあり、中に柱が l 本もな

い。 6聞も 7聞もあ るかも いに桂なしで、 それもズ

ツ主語手の l 本の木を使って居って、雨戸の建附

も硝子戸の建附も少 しも狂って居な い。私が知っ

てからでも 30年になりま すが、びくともして居な

い。 専門のお方が御躍 になれば分るでせうが、飴

程巧〈吊つ であるも のと 思ひます。中の座敷の長

押も 4間位杉が十うつ主 通って居 りますが、やはり

ぴ〈ともして居ない。座敷の中は互に角として、

縁側の長い鴨居が今言ふやうに l 本の極も使つて

ない。 官余程骨を? 折っ て吊つであるのぢゃないか主

恩ひます。

五屋町の} j Jj 邸の方は主に杉で す。味桂は赤松で

す。 E 納iに見ないけれども、建附はなかなか厳重

に出来て居て、今までに屋根を援へるとか何とか

云ふ根本の手入はやらぬのです が、厳重に出来て

居て、ぴ〈ともして居な い。茶室も大分古いもの

で、共の方の 人はやかま しいこ主を言って居 りま

すげれども、私共に は分りませぬ。H佐御承知のや

うに以前は屋i恨が杉の板葺き fごつ?こ のですが、市

内ではそれがいかぬと云ふので、仕方がな し、から 、

銅で茸きま し? こが、こまかくして や りますと外か

ら見るし杉板葺と丁度同じゃ うで、外観は左程

盤 りませぬ。此の茶室は、見せてくれと 言って能

〈お出でになりますが、2聞になっ :て居 りまして、

ちょっと 援つfこ茶室のゃ うです。

それから鴻池新田の方は、部屋を建て援 つ? こり

世議替を し? こ所があるかも知れませぬが、 離 も附

2 5  x: 



いて居 ります。座敷からは生駒山が見え るや うに

出来て居って、大し? ここともないやうぞす。

岡田 高橋 さん協合から何時か見に行きましに

ね。

高橋 瓦屋町の方でせう。

岡田 新周の方へ も行き.ましによ。

高橋 新田 J ) 方も見せて貰ひましに。

岡高 責測レ? こことがあります。確か協併の新

誌に出てる筈です。

江崎 建築協令から 別邸の方へお出でになりま

し?こね。

高橋 寝耳を撮ら し7て戴き江崎さんに説明を附

加へて貰ひま して雑誌に載せたことがあります。

江崎 大阪の商人は恐ら 〈材料の黙では柑を使

ふことは遠慮し? このです。それは槍は榊枇とか、

御殿の建築材料で、町家は多〈は栂を使って 、栂

を使つてない所は杉と松を佼ふ。杉でも今はあん

な4間も 5聞 もある ものは高いでせうが、 ニ昔はそれ

程でなかっ? こと思ひます。

建 材 の 産 地

以上は鴻池の話ですが、材料の黙で特に建築家

にお願ひ し?こい のは、' 私は東京の伊東忠、太さんに

でも 、亡 くな っfこ武田五ーさんにでも不足を言つ

? このですが、建築記録を見てふ何鹿から材料を持

って来? こかとか、材料がどう云ふものであるかと

云ふことはもっとも書いてない。併しながら材料

の産地と云ふものは建築に非常に閥係がある。此

の間も毎日新聞苧韮濁座談合の時私は殖産局長に

呉々もお願ひして置い? このですが、今調べて置か

ないと 、先へ行つにら分りませぬからと 言つ fこG、

それは宜いことを聞いに、是から是非やりますと

言って居りまし? こが、華濁槍と云ふものは非常に

宜い。明治神宮の本殿は韮潤櫓で、吉野市1
1官も建

物全部が韮濁櫓です。それから如意輪堂の修繕材

料を見ても韮潤檎です。後になって吉野のやうな

山林地方に建てられであるから 、吉野の木を使つ

にと思はれ?こら 、非常な間遠です。? ごから 、材料

の出所ははっきり し乍置かないといけませぬ。更

に驚 〈のは高野山です。 あの金堂及板本大;塔 に使

つ? こ材料は大部分恐ら 〈十中の八九まで韮濁檎で

す。 事潤檎t:; 高野山まで上って居る諜です。それ

で武田君に工事報告書には必す' : ' l : 樽檎{ t > 伎つにと

?< Ｒｾ＠

書か して置いて央れと再三言って居つにのですが

先生は報告書を書かない中に死なれましに。あの

高野山の御寺の周囲は替林局の山林で、高野山の

檎で問に冶ふものはどれ七けでも拶 ｾ 下げる ｴ 言っ

て居りましにが、葺漕柑を随分使って居ります。

それで報告書には 、 どれ ｲｾｲｲｴ は高ｩｌＮＧｦ 山 の檎を使っ

て、何と何はヨ長崎檎、何虞には何を使つ? こと云ふ

ことを書いて置いて貰はないと 、あんな山の上ま

で査時槍が行って居るとは後の 人は考へないかも

知れない。

伺 人の住宅でもさうです。網島の藤岡邸は阿里

山の檎を伐り出して朱て 、全部阿里山の槍で遺つ

であります。先代の停三郎 さんが阿里山に錨道を

附 ける時分に私質問を受けて私の立見を述べ? ここ

とがありますが、藤田邸では阿里山の檎を使って

貨はやにが多〈て困って居るのです。大阪のやう

に底の多い所では 、ゃにに堕が着いて黒ぐなる 、

それで始終雑巾にアルコールを附 げて拭かなけれ

ばいかぬと言って居つ? このですが、材木の方から

言ふと 、精にやにがあればこそ宜いので、ゃにが

なくなっ? こら紛の腐る時です。ですから、ゃにの

ある 問 は腐らぬ。法隆寺の金堂あ? こりのあの大き

な l 枚板を見ます、 と元は随分ゃにっこいもので

あっ? こと思ふ。それであればこそあれが残って周

? このであります。

今日本に残って居る古建築から見るし昔は日

本内地に立 ｩ 辰な山林があっ ｦ こと思ひます。今ｾ潤

では阿里山と八仙山と太平山の 3 箇所で伐って居

ります。私は見に行って知って居りますが、あれ

と同じ立波なオくが日本内地にもあっ? こに遠ひな

い。それ を散々に伐って使ってしまって今では大

きな木がなくなってしまつに。

伊勢大柿宮の槍材

御参考迄に巾上げ? こいことは、持様御承知の大

雨111'[.¥枝7 ) 御 'pr迭は20年ごとに御改造と云よ、こ主で

ありますが、私が宮内省に居る頃愈々困って、材

料が無くなるし金も掛かると云ふので、20年御改

造を改めて、オくが腐るまで措いて置〈と云ふこと

に、明治天 皇 に ｾｉｾ 上げ ｦ こらどうかと云ふことにな

っ? こ。底が内務大臣は 1人で行〈のはどうかと 言

ふので、大菰大臣 と農商務大臣の 3 人で明治苓皇

の御 前へ州て ｲｬｬＭＧ げに底力Ｚ 、 槍の大 二 本が無ｾ ， な号



なち成べ〈木を早〈大き〈するやうにし? こち宜い

ぢゃないか主仰しやってお許しが出なかっ? こ。

大制1宮様に佼i 、御用材中特に白木の大きいもの

が要りますのは御扉木の識に 承って居 ります。

そこで水曾の御料林の中に一定の直域を劃して榊

宮の御用材備林 k 云ふものを鮮へられましTこ。是

はどうするか主言ふと ， 木を組〈植ゑる。ｾ J する

主生長が非常に早い。密林にするし木理は細か

いけれども、生長が遅い 、粗〈植 えると 、密にしに

時より傍も生長する。それで; t : 曾の御料林の中

に相首の商積で用材備持を造つ? こ。少 L 語会計の話

ですげれ g t ，昔は御用材は木曾で伐るのに限

って居つ? このではない。手近かな紳路山、島路山

d;-rこりで伐ったのです。それから、足利末より戦

闘時代lこかり約 120 年ばかりの聞は、所謂皇家の

式微で誰も御改迭をする者がなかっ? こけれども、

信長が出て来て、天下が少しく治って来るし信

長が戟閣時代の後を承りて御改造申上げに。何で

も岐阜の按にあっ? こ2000貫の金を以てやっ仁左云

ふのでありますが、其の時tこ初めて木曾の木を佼

つ? このであります。首時伊勢の者が来て小屋を掛

げて居つ? こと云ふので、木曾の御料林には今に、

伊勢小屋と云ふ名前が残って居ります。信長が伐

ってから、秀吉も木曾から伐って御遊替を申上げ

て居ります。それから後は毎回木曾で伐るやうに

なっ? このでありますが、元来御用対は木曾で、伐

らなげればならぬと云よ、ことはありませんから、

此の間大毎の座談合の時に私は華漕の殖産局長 に

此の弐の御遷宮の時には是非蓋濁の檎を使って貰

ふやうになさつにらどうかと申しましにら、局長

は私の方でも考へて置きます主 言っ て居られまし

? こが、唯少し費用が掛かる。紳主力Z蓋潤まで出掛

けて山じ祭を執行し? こり叉材木を遠〈運んで糸な

げればならぬと云」、こ主になりますが、併し華i脅

の檎は材慣が比較的安いから、結局さう遣はない

左足、ひます。大毎の座談合で私が喋ったのは、大

阪版には出て居りませぬが、 蓋濁版には速記録に.

なって出て居ります。共の時にも 言って置いにの

ですが、基調でも徐 h どんどん檎の老大木を伐ら

ないで保存して置いて貰ひ? こい、アノ 様な檎の美 4

事な大樹はそう易〈は出来十外lこはないから、大

事にしまって置いて貰はないと困ると申しましに

ふ局長は基調綿督府T も集が付いて絵 b伐らぬ

やうにする積り -r::." ' } ; _ 申して居られまし? こ。櫓と云

」、放は黒潮系統の所にしかないもので、朝鮮にも

ないし支那にもない叉米檎とも遼ふ。私の方の書

粛は殆ど米槍を使って居りますが、日本の捨とは

徐程叉遠ひます。檎は蓋趨から、四問、九州、 . 本

土の方に掛けて日本Tごりのものです。ぞれTごから

槍は日本特有の木であって、あの位良い木はな

い。と言ふのは、色が白〈て美 し し 材 質 が 硬 か

ら今軟からす¥細工が仕易し香が佳< ｾて、〈る

うこ左がなく叉長< Ｑｾ 長存に堆へます、つまりやに

が残って居る聞は腐もない。

槍 の B旨

ゃにのことでは随分失敗談がある。是は御参考

iきに申上げて置きますが、明治の始めに町田久成

氏が博物館の世話をして居られじ頃、鎌倉時代の

建造にか〉る奈良にあ b し建物を御維新後に壊し

7こ時、 ュ是は鎌倉時代のものであって、是位枯れて

居るものはないからと云ふので. その槍で正倉院

の御物を入 れる箱をｾＪ存へて御物を牧めて置い＿こ。

其の時分には一般の奔翻は許されませんでし? こが

或 日イグリヤから見えに、 皇族が1 E 倉院の奔視を

願はれて、始めて開げて見られにふ其箱 iこは槍

のやじが吹いて、ぞれがすっかり御物に引ツ著い

て居って困つ? こと云ふことがあります。それはま

ピ木が腐らす・にあるかちゃにがあるので、それをナ

削つ? こから中かちゃにが吹き出して来? このです。

昔から槍は建築材に使つでも物を入れるもの lこ使 ー

つてはいかぬと云ふのは、それです。『日本書紀』

の素謹鳴主主の容にも 、杉及び楠は舶を逃れ、檎ぱ・

家主＿造る材とし 、被 は臥床ｾ造れと 、 書 いである

が、ぞれは共の通りです。 ?ごから槍で箱を遁る と

云ふやうな ことは全然いけませぬ。箱を遣ったり

するのは桐に越すものはない。それがなげれば縦

で造る。杉でもやにを吹くからいりませぬ。併し

槍はやにがあることが共の特長であるから、それ

は l つお考へを願って置かなりればならぬと思ひ

ます。

植は黒潮系統の日本産

それからもラ 1つ木の特長を申上げますし皆

さんは悌像を御覧になりえしに時、古い悌像で顔

ｅ 二割れの出て居るもので、弘仁以前のもの Ｍｲｾ e云

点、事が出来ると 思ひます。何故ならそれはどう云
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ょ、課かと云ふと、唐招提寺へ行って壊れて居る倒

f象を見るし其鹿の内部が剖つてないものがある

首初は腹D 中を割る と云ふことを考へな かっ? この

で、腹刀中石? をf 1J らす・に遺つ? こから顔に割れが出予! <:

て予fl i1この です戸、 段々進歩 して、腹1) ｾ ｉｬ を剖るや

うになっ? こ。それで顔lこ割れが出なくなっ? こので

す。共のことを源盟宗と云』、備隊研究家に話をし

? こち、それは非常に宜いことを聴いにと 言っ て

喜んで居りましにが、世の中が進んで、弘仁から

後、藤原期、、鎌倉期、足期利と云ょ、風になって来

ると 、段々中を多 〈奇麗に窃j るやうになっ? こ。さ

うすると愈々外の方にお] れが出ない。腹の中を割

ると云ふのは重さをよ威子るばかりではない。 3Eは

建築でも同じことで、牲に 脊剖を入れて置かな い

し後から外へ割れが111て来ます。 ぞれはやは り

同じこと ｴｾ らうと思ひます。

それで私は能く材料論を持ち出すのですが、槍

で遭っ? こものを其形式から見て、支那製とか、朝

鮮のものt: とか言ふ人があります。ひといのは法

隆寺にある玉盆厨子の下の査が恰で出来て居り

ます。その蓋は筏陀檎が描かれてあって、あれは

支那から来? こもの? ごと言ょ、考古皐者がある。それ

で支部には槍がなトぢゃなＧｴ，ｾかと 言ょ 、しいや、

日本で惜で遺つ＿こ舶が支那へ行って ｾｾ ｾ枯して、共

解謹し＿こ板を材料にして迭つ七のｻｾらうと言ょ、の

です。随分持って廻つに苦しい説明ですが、日本

では槍で舶を遁つ? こちし? こことはない割舶の時

代には樟で其後は縛て杉材を用ひて居ります。日

本書紀の素謹鳴主主の傘の通りです。? ごから、検で

浩つ? こ舶が難枯し fこと云ょ、のは出鱈目です。

瀧i畢 ぞれが本首のナンセンスですね。( 笑控)

江崎 それで槽を材料にしにものならば日本の

ものであると言ふことが出来る。樟に付てもさう

であります。飛鳥朝の悌像は全部障です。走は間

違ひないことで、樟で造つにものを見? こら全部飛

鳥朝と思って間遠ひありませぬ。底が京都太泰の

康隆寺並に奈良! 障の中宮寺の繭勃菩薩とか、同じ

〈奈良腕の法珪寺の親世音菩躍を共形式の上から

百梢仰と言っ て居 ります。人がありますが、併し

あれは皆樟で造つであります。鹿が持は前にも述

べ fこ様に執鮮には絶到にない北支にもな い。 南支

には少しあ b ますげれども 、北支、朝鮮lこは結封

にないのです。 Tごから、まさか共の時分に日本か
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ら朝鮮に樟を選って、 それで伸像を彫刻j して日本

に迭り返し? こと云ふことは考へられない。朝鮮 に

は石の良いのが出るので、石の彫刻は護達し? こけ

れども、木の彫刻は護達してゐない。樟を使つで

ある以上は? 肢がどうであっても、誰が何と言つで

も日本で造つにものである。材料論からさう云ふ

ことが言へる課です。

瀧運 『寓葉集』や『古事記』に( 真木〉と 書

いでありますね。被と云ょ、字なんかも書いてあり

ますが、あれはどう云ふものですか。

江 崎 高葉にある真木と云i 、のは楠です。藤原

宮役民の歌に使つであるのは檎です。『日本書紀』

の素護 ｾ ｾｾｾＺの紐播の僚には「マキ」と云 ｩ 、 のは、

被と云 i 、字が書いでありますが、あれば俗に謂ふ

「クケマキ」です。高野槙ではない、夫れ より 既

い誕の木でよく庭木にあります。此の木の材は土

に入れても腐りませぬ。それで棺桶などに使ひま

すが、叉『日本書紀. J J Iこは寝室fごとか暗い陰漁の

所に用ひるやう lこ書い てあります。

瀧濠 柏の語源、はどう云ょ、所にありますか。

江崎 梢は共樹枝が風に擦れて摩擦すると火力 t

，' : 1 - ¥ます。今で色伊勢では槍材の板に錐もみを して

摩擦して火を出しますが、昔は此の様lこ織て火を

出すのに柑を使つ? こ。と云五、ので檎と言つにので

す。

池図谷 今? ? 島根臓の熊野紳祉の火の紳事を

見ると、梢とうつ木とで火を出 して、 それを出雲

に持って行 〈のですが。あの行事を見? こことがあ

りますが直ぐ出ますね。

江崎 あれば摩僚で困るのです。それから此の

迭でアテ又はヒパと言ひますのは、 アス ナラウ と

言ょ、のですが、明日檎になると云ふので、. ア スナ

ラウと言ふのです。あれは檎に能 〈似て居ります

が勾ひが悪し、。併し特長は容易に腐らない。

向 l つ御参考に中上げますが、 あれが青森から

ZZ潤に棒入されまして銭道の枕木iこなるのであり

ます。 それはどう云ふ諜か と言ふと 、砂糖畑の駆

使鍛道は何を佼つでも白蟻が附・きますが、あれに

は蟻が附かないので、態々青森から移入すrるので

白すつまり、外の木Tごと 白蟻が附〈 げれども 、青森

のヒパには白蟻が附かぬ左言ふのです。

高安 先お話の檎のやにでは私も失敗したこと

がありま す。中へ入れて置い? こも のが屑茶々々 に



なって到頭捨てましに。

江崎槍ではいけませぬ。

岡田 やはり箱は椛か桐ですね。

桐 の 木

江 崎 桐の木の特長を申上げますしあんな柔

い 木であります。げれども、あの位 Ｗ Ｑ＼ｾ透さぬ木

はないと思ひます。叉同時に水を含んでしまっ? こ

ら、なかなか蒸護せぬ。皮を刺がす・に置げば l 年

でも持って居りますよ。それを挿すと芽が出ま

す。叉桐で2重3重に箱を浩っ て置 くと、外が焼げ

でも中まで火力 3通 らぬと 言ょ、位特長のあるもので

す。叉賢津な のは醍醐D 貨物館の建築で す。あれ

は倉の中の天井も周囲もすっくり桐で張つであ

る。

岡田 あれは武田先生の御設計ですね。

江崎私も関係しまし? こが、驚〈勿れ、天井も

周聞も桐で、萱揮と言へば貰j撃です。

玉置 付干し能〈それピけ打ir ひましにね。私共も

桐を探しまし? こが、なかなかありませぬね。

江崎 日清戦争の後に大分支那から持って蹄り

ましに。汽車Tご主か共他蓮織の便のある 所の桐は

どんどん日本へ持って蹄つ? こ。今では支那でも運

轍の便利の宜い所の桐は、な〈なつ? こと言はれる

程持って蹄つ? こ。支那の桐は内地の桐より少し重

いゃうですが、併し桐には謎 りがない。今私の方

では漆乃奨励もやって居り ますが、桐の奨蹴 もや

って居りまして、方々に苗を配って植えきして居

ります。

岡 田 南 木 さ ん 。 記録にあ ります、郷土建築と

か淀屋辰五郎の宅などに付て、皆知 91こいと思っ

て居るのでありますが 3 う云ふお話を 1 つお願ひ

したいと思ひます。それから、今宮に来山の宅が

あります。今日月斗先生がお出でになりましにら

承らう主恩ひまし? こが、 きう云五、お話もお即iひ出

釆ましにら結構に存じます。

南木来山の宅はどうも惜しいものTごと思って

居ります、大正八、九年頃まで市川新升君が居り

ましに時分には、親父、が茶人でござましfこからよ

く保存して居つ7このですけれ ども、共の後飛田遊

廓の人が買取りましてからは改造され茶室も減茶

々々にしTこらしいのです。

. 岡 田 支 那 料 理屋になって居 ります ね。

春 琴 抄 の セ ヴ ト

南本 あ〉云ふものは何とか市で保存 して貰つ

＿こｾ宜いと思ひますが、大へん残念なこ主です。

それから今淀屋辰五郎の宅と云ふお話ですけれ

ども私もちょっと分り粂ねます。兎に角現在の大

阪で古い建築が建つてないかと能〈諒かれますし

又何魔が案内して呉れぬかと言はれるの ですが、

倦てきうなると責際困るのは何色残って居らない

からです。 1空は近い例ですが谷崎潤一郎氏の『春

琴抄』が映苗になりま して、 大船で撮 りましに。

共の時に商家の小村雲岱氏がセットを頼まれに

ので大阪の風俗を同さなければならぬが枕の上で

考へて居fこのではとても分らない。

南木の所へ行けと云ふので、私の所に振向けら

れにものですから、兎に角手許にありましにもの

を見せ? これ家み建築を話し? こり しに共の時琴の

師匠の家が見? こいからと云ふので、首時東匡島町

に菊原とい」、検校さんが居りましにので、御案内

しましに。是なんかも東京の人が考へて居られる

のとは大へん還よ、のです。立i民なお師匠7ごから立

振な家に居るものと思って居られ? こら しい ので

す。併し大阪の琴の師匠は何鹿の家でもさう立i底

なものではない。格子があって、中へ入ると、共

の格子のある所でおさらえをして居る。其の家へ

行きまして、色々見せて貰ひまし? こが、まさか春

琴は富豪の娘で、別宅を構へて敬へて居ると云」、

のに、 ;裕子の所ではいかぬと云ふので、映茜では

中 2 階と云ふことになりましにが、大阪ではさう

云ょ、構造はありませぬ。是は想像されにので‘ 中

2 階で春琴が教へて居る と云ふことになって居り

ます。

それから大阪のうどん屋と云ふものがサツパリ

見宮が着かぬ。と云点、こ主でし? こ。東京のそばや

とは表がかりが遣って居りましにが、それも現在

では悌が謎り 明治初年のうどんやの気分が残って

おりません。そこで、明治初年刊行の『買物案内』

を見せてそれをスケッチして蹄られましにが、 。ぞ

れが映諸に現れて居りまし? こ。併しやはり東京人

の考へて居る の とは少し還ひまして、遺憾 lこ思 i 、

所もありましに。

春琴抄の話ばかりするやうですが、あれは大阪

に題材を取つにものTごから、大阪の俳優にやらし
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? こらどうでせう k 云』、話を松竹にしに のです。谷

崎氏が承知 した ら上演し? こいと云ふので、交渉し

にふ谷崎氏は承知しましに。 それで本読みは谷

崎氏と私が立命つ? このです。鹿が舞蓋背景をやら

なければならぬが、 それが能〈分らない。

舞韮背景をやる松田君が、春琴の家に付 ては色

々註文が出て居るのですが、ど うも見首が附かぬ

から何鹿か案内して呉れないかと云ふことでし

に。色々考へ まし? こが思はしい家がない。高麗橋

の心粛橋に有本洋服庖がありますが、其の西隣り

に井上主云 ょ、 人 の家があって 、 ｾの家が心易いか

ら案内 し?こ。

此庖でちょ っ k 申上げますが、大阪の家は先程

高安先生から色々お話があ b ましに様に、沓家に

なりますと随分間取が民- ぃゃ うでご さ「いますが、

普遜の家は 4 閥取りと 云ふものがない。 丁度マッ

チ箱のやうに細長い家が多い。井上さんの家も沓

いのですがマッチ箱のや うでしに。入りますし

長い表の聞がありますが共島 lこは皆戸が閉っ て居

りまして、どう 云五、座敷があるのか分らぬ。其底

を入 りますし大阪の通例で中庭がある。それか

ら玄闘があって、共の奥へ入ると蓋所 口になって

共鹿へ漣れて行きまして、成るべく特徴のある所

を見せなければならぬと云ふので、 2 階へ築内し

に。から物干に上る所が芝居にF信用されまして、

歌舞伎座で御覧になっ? こ方は御記憶でせうが、例

の物干が歌舞伎座の ことですから、迫上げにな

って居る。大へん歌舞伎座 らしい装置でごぎい

ましに。底が椅子段{ t > 上 りま す し 是 は 大 阪 の

特徴ですが、表の物干へ出よ? e云」、所が l 段と

低〈なって居て床がすとんと落ちて居 b まして、

それから物干へ出る 。共産が少し傾斜して居り

ますから 天井が低 < : J っかりするし頭 を打つ、

それから物干へ出る ので すが、 是は大盤商白いと

云五、ので、 スケッチ致しまして、 それを歌舞伎康

に掛けに語です。

ヨたに韮所を見せて貰つにので-ありますが、生憎

韮所は改善されまして、すっかり現代式になって

背の商影対なし、。それで又考へまして、丁度谷 ili j

に鶴丸さんも御承知でせう が、永尾さんの家が完

全に残って居 りま すのを思ひ出 して、共鹿へ辿れ

て行きま し?こが、蓋所が誠に締麗に残って居る。

掃除も奇麗に行届いT 居るのです。へっついさん
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から井戸もありますし、綿、てが昔の佐に残って居

る。それをスケッチして舞蓋に掛けに諦です。併

しさう云ふ家が段々な くなって参ります。既に今

お話 し?こ井上さんの家がな くなっ て、現在は三和

銀行か何かの敷地になって居りますやうな詩で、

是: は能 〈見て置い ?こと思って居ります。共の他色

々の方商を採って見てもどうも沓い{ 弟の建つ? こ家

がない。

揚 庖

又大阪o) 家の特徴と致 しましては、表構に揚j苫

のあるのが特徴で す。揚庄は叢聞 は下げ まして、

商賢人は共底へ物を並べる。物{ t > 賀らぬものは鵠

庖の所へ腰障子を主て〉置 し 斯 う云」、のが大l阪

の町家の風習です。奮い家になりますし障子

に藍の平板紙が貼つであって、是は堀江の l 風

景で す。此の揚庖も今 日はなくなって居 ります。

是は便利なものでありま して、寝しなに揚げてし

まよ、のですが‘ 商買を しなく ても 、夏のタになり

ますし之を下しまして、共の上で夕涼みをする

と、云ふやうなことで大へん便利でありましに。

¥鹿が之が I ｩｪＡ ｔｾ 怒って居 ｢ ます のは 、御 承知であ

りませうが、南鍛冶屋町に穐村治郎兵衛と云i 、人

がありますが、此鹿には昔の商影が よ〈 残って揚

庖もあり、奥に入るし中庭もあります。それか

ら是は大l坂口りt: らうと思ひますが、中庭へ入り

ま す し 必 十 便 所があっTこ。無論是はお客月1のも

のですが、 どうも庭先に便所があるのはをかしい

ゃ うですけれども、客が上ります迄にでも催しま

す し 共底で先にしまうて k る、是などは特徴で

ごさ「います。

それから今申しましにやうに韮所があり止 して

奥に座敷がある。先程高安先生のお話に色ノ令官家

めお話がありましにが、 どうも大阪の家は、軒が

非常に低〈 、陰気でありまして、光線の凝り方が

非常に悪かつにやうに思ひます。大阪で高層建築

が生( l _ - ましにのは明治の20年頃であっ? こかと思ひ

ます。それ迄は大阪では屋根の上へ上って眺めま

すし天王寺の搭の外は南北御堂の大屋根以外に

何も見えなかっTこ。鹿が20年 3 月に 5J 奇の建物が

南の今里附近に出来? こ。俗に 5階と言って居りま

すが、是が大阪に於ける高層建築の初め ぢゃない

かと思ひます。俗語に玉江橋から天王寺の主蓄が見

える主云ふことがごぎますが、ちょっ主考へる主



見えさうもあり ませぬが、嘗時は眼を遮るものが

なくて、玉江橋から天王寺のS蓄が見えると云ふ風

であっ? こ。従って屋棋には大抵の家に物干があり

まして、それが物見査にもなる諜で、火事や何か

があると必今屋根の上に上って四方を見ると云ふ

やうな風になって居りましに。

そt L から淀屋のお話がありまし? こがL 是は私の

想像ですが、色々の記録から見まするし今の北

潰で、淀屋橋D南諸から l 町4函 l禽坪の地を劃し

7て、いろ は48字を蔵の名前に附けにと云ふのです

から、徐程大きい家であっfこらうと思ひますが・ど

んな家であっ fこか、色々記録を調べても 、少しも

共の遺構が記されてゐない。淀屋の豪審と云ふこ

とは色々の書物に書かれて居るから、それで想像

をするより仕方がありませぬが、どう云五、建築で

あっTこが、共の溢のことは私共には分りませぬ。

吉 田 屋 の 蓋 所

それから民家でちょっと商白いもの k しては、

遊廓 D方では吉田屋の蓋所であります。是は一度

火災には援 b まし? こが、有11ひまして、元の憧に出

来て居るらしいのです。昔の商影が未? ごlこ建って

居って 1;香商白いのは大華所と 梯子段です。 査所

から座敷へ? っと 1 問の廊下がありまして、 2 階

へ上ります所う云ふに、 l 間学の段梯子が附いて

居ります。恐ら く斯も のの残って居るのは吉田屋

七け Tごらう4 と思ひます。併し昔は何蕗 J ) お茶屋に

も l間学の段梯子力 Z附いて居Tこものと思ひます。

嘗て北の新地の演舞壌の所に住吉屋といふ大きな

お茶屋がありまして、共産にも 1間牛の段梯子・が

附いて居つ fこと 云ふこと でありますー

魔力Z大阪の富豪で子鯨露杏と云ょ、人は有名な辿

人で、なかなかの遊び乎ですが、此の人が共の家

に遊びに行つ fこ時に、遊び疲れ? こ準句と見えしま

て、何か趣向しようと云ふことになっ? こ。蕗が、

2 階の欄干から下を眺めて見るし丁度うどん屋

がゐ Tこ。それでうどんをおごってやらうかと云ふ

ことになって、うどんの注文に下へ行かうと しま

すと、それでは面白くない、 うどん屋に荷を持っ

て 2階へ上って来いと云ふ注文 をし?こ。; j o- 大悲の

言ひ付り口からと云ふので、 うどんの希を婚いで

掛子段を上つ? こと云ふ のです。勿論 l 間宇の段梯

子でもまともに措いでは上れないから 、横に して

上る. J : 、上る度に うどん屋の鈴がち bんちりん主

鳴っ Tこ。さうして2階へ上って廊下に荷々据えて、

うどんの綿仕鉾を しにと云ふ話があります。それ

は l 問牛の段梯子があっ? こからそんなこ k 色出

来Tこものと思ひます。是は今新町の吉田屋に名E誌

を止めて居ります。昔の廓には相官大 きな宅を持

って居る者がありまして、お座敷も賢かった Ｍｲｾ ら

う主思ひます。

川 の 水 を 混 む

江崎 申し落しまし?こが、水道の出来 る以前 iこ

は、北演あ? こりでは朝早 〈川の7Kを汲んで来て、

床下に聾か何かがあって、 その中に入れると云五、

話を聞きま したが、さう 云ふものは今残って居 り

ませうか。

高安 私の所もさ うでしTこ。 蓋所が字分挫で字

分板の間ですが、共の中盤 2 控敷位の所を揚げる

と、 7Kを貯めて置くやうになって居って、共島へ

7Kを入れにものです。

江 崎 川 水ですね。

高 安 川 水です。それは栴槽木橋謹から持って

来? こらしいですね。

江崎 川の真中で汲ん? ごと云ふ話ですが・・ ・ーそ

れからもう l つ伺ひ? こいのは、鰻谷の住友さんの

家に 2 度ばかり御招待を受けて行きま したが、あ

の洋聞は l 呑初めの洋官官Tごさうです。あれは随分

古い建物で、 i徐程襲って居り ますよ 。御覧に r1つ

まで居ないのなら、古い ものが共のま〉建って居

りすから、専門の見地から御覧になっ? こら如何か

と思ひます。

岡田 高橋さん御存じですか。

高橋 一週前に調べ? こことがありますが、どう

もそれ程古いも のではないと思ひます。御存知の

様に住友きんでは鋼次きをやって居られるので普

通の住宅とは少し襲って屑りますが、イJf: し共の後

扱張が重つ? こので、プ ランが大分入り商しれて居り

ます。 10年前に壊さうかどうしょうかと云ふ話が

ありましにが、結局修繕されて今では御客用に使

って居られる様です。

江崎 東久趨宮様がお越しになった時に私も階

席を仰せ刊かつにのですが、宮様を御招待すると

云ょ、ので立涯に修繕されましに。専門家が御覧に

なっTこら 徐程見るものがあるのではな いかと思ひ
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ます。

南木 あれは明治13字 9月に建てられにと云ふ

こ主 です。

高橋洋館の方は共の位でせう。

南木 私の親父も招かれにこ主がありまして、

共の話をして居りましに。前の川縁が芝生でそこ

に四阿のやうなものが建って居fこさうです。共鹿

アC蹄りに一服するやうになって居て、共の卓子の

上に共の時分には珍らしい傘煙草が置いてあっ? こ

さうです。併し誰も手を? 著ける者がないので、折

角の思召Tごから 1本戴い? ごと云ょ、之とを3とが話し

て居りましに。なかなかハイカラに出糸て居つ? こ

やうに伺って居ります。

それから今の水の話ですが、新う云よ、話があり

ます。。大阪に虎屋鰻頭と云ょ、有名な菓子屋がごぎ

いましに。此φ菓子屋は大阪随ーでとぎいまして

仕舞ひます時には何禽と云ふ切乎が諸方に散ばっ

て居つに。虎屋がどうしてそんなに有名であっ? こ

かと云ふことを調べて見ますしやはり原料を精

選しに結果fごさうです。例へばノj、豆は泉州日 ;摂野

の大納言でな いと不可ぬとか、砂踏は支部の三盆

白でないと伎はね、と云つ? こ調子で、併し l 番感

心し? このは水で、それは何底の71 < を使つ? こかと 云

ふと、栴檀木橋の橋桁の 2つ目の良中の71<を、毎

朝6時なら 6時、 5時なら 5時 l二汲むのですが、それ

が決って居つにのTごさうです。橋桁の 2 つ自の所

の水炉清列であっ＿こらしいのですが、其の Ｗ Ｑ＼ｾ使

って、あの有名な侵頭が出来? こと云ふことです。

江崎西1 ) 宮のお酒 を造る 水でも、堕策のあ る

水でないと出来ぬと云ょ、のですから、原料の水を

精選するのは首然でせうね。

高安水のことに付ては天保 6年の「街の噂」

に江戸の人が大阪のことを非常にほめて話して居

るのですが、唯71<tごけ は川の水を汲んで来るから

、気持が悪いと云五、やうな文句があります。共の

時分から川の 71 < を汲んで来Tこものと見えます。

井戸へは泥がさし込んで使へなかっ? このです。

汲tr 時に泥が混じる のでー澄まして置い ? こゃう lこ

聞いて居ります。

南 木水道が出来る迄は 皆 川 の Ｗ Ｑ＼を苓ん ｴｾ 誇で

すから。

高安 コレラが流行ってから水道を遺るやうに

なりま し に ｴｾ 炉、 あ〉云』、のが方々にあっ仁左
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見えます。今橋の欝万はも k 米卒 ( 殿村家〉 の邸

でし? こがそこには立振な地下室が出来てゐ?こそ う

です。

岡田 鶴丸さん何か l つお願ひ します。

鶴丸 今南木さんが仰 しゃいましに長尾さんの

家は町家主 し て古いものでごｾいます。裏に揚庖

がありまして、入口からもう l つ 格 子 戸 が あ っ

て、誰が入って来? こか中から見える や うになって

居まして庖の聞と臭への取合の中庭が玄闘になっ

て居ります。

それから本間君が生きて居ります時分に輿力屋

敷を見に行かうと云ふ話がありまして、私の方は

上町でごｾいますが、玉造に鍛砲組の輿力屋敷が

ありますので、行って見ましにら、 12それらしい

ものがありましにが入口は土塀で小さい門があり

まして、. 片方は庭になって居って、突常りがノj、さ

い玄闘になって居りましに。内部は入って見る 諜

にも行きませぬので、共のま〉蹄りまし? こ。北区

の同心町の屋敷も探 して見ま し? こが、: l t : ち残って

居りませぬ。唯 l 軒天理教か何かになって居 ・りま

す所がそれらしいやうです。鍛砲興力の屋敷と

能 〈似て居りま して、前が土塀で、入つTこ所の左

手が庭で突首 bにIJ 、さい 玄 闘 が あ りまして皆千

屋でごｾいますが 、それ が Ｑ ilif 残っ て居つ仁にけ

です。

どうも 蝕 り大阪には侍の屋敷が残って居りませ

ぬ。今府鹿になって居ります所は輪車兵舎の跡で

ごまいますが、あの謹は北組の奉行奥カが居つ fこ

様です。東町御奉行祉の、 今の街成病院には海鼠

塀が建って居ります。今貿易館になって居ります

あの束の方が牢屋敷と 言守まして、今ノj、暴校にな

って居りますが、監獄ピつ? こらしいのです。それ

から貿易館の所は西町奉行所ですが、あそこ tこ海

鼠壁が残って居りま しに。それから御存じでせ う

が中之島の競屋敷は本間君とも随分調べて見まし

? こが、殆ど何も残って居りませぬ。昔の士族の邸

宅は殆んど見つかりません。

明 治 初 年 の 洋 服

それから明治初年の洋館も調べて見ましにけれ

ども、今残って居ります古いものでは、出入橋の

西詰の所に今は何になって居りますか、前は郵

船合祉の支庖でしfこが、其鹿にあります。それか



ら 明治天皇がお越 しになっ? こ富島町の税闘が残

って居 ります。 あのtiJ に天主堂が洩って居 ります

是は前 は煉瓦迭でし?こが‘ 今は塗って しまって奮

翻はありませんが、天井のド { ムなんかは面白い

構造になって居ります。

江 崎 輿力同心のl I Wl iは、私共の居りま す隣の渡

謹さんの門がきうですが。

南木 さうです。あれがきうでし? こ。

江崎 あの冠木門になって居る のが同心の屋敷

の門t: さうです。あれと同じ門を浩幣局でf J l l 下げ

る時に買はうと思って居つ?こ所が、何時の|首l にか

域してしまって、惜しいことをしましに。

玉置渡謹さんと云ふのは何鹿ですか。

南木 新川崎町です。

江崎樫宮高等女皐校の傍です。あの f'1tごけは

確かにさうらしいです。

南木 射江にはま Tごノj 、さい背ながらのお茶屋が

縫って居りますね。

鶴丸 堀江には洩って居 b ませんが松島には昔

の誠樺小屋が一軒洩って ゐます。

南木 、全然ありませぬ。

政岡 ぉ; 舌 J ) 途中ですが、冷房? 月半しまし? こ の

で暑うごｾいますから 、 1::着をお取り lこなって御

ゆっ 〈り とお話し願ひます。

満j畢 冷房がな 〈なりましにので之をシツレイ

と言i 、。

岡田 松本さん、大分お調べのや うに伺って居

りますが。

松 本 私は前々から 、色々の令にも入れて頂き

まして、暇があれば郷土的資料を調べて居ります

が. 先程座長のお話のやうに郷土建築と云ふ定義

て唯漠然 と何鹿に古い寄席があるとか、民家の古

いものがあると云ふや うなこ とではな しに、 もう

少 し筋の過つに立場から見ま して、其の 由って糸

?こ、 或はさう云ょ、要求に依って建て られた建物、

例へば京都から嘗てWr < の帝が熊野詣をなさ ると

云ふやうな時に大阪を御泊過になる。さ うしてお

宿をお取りになる。或は叉各J修の大名達が参親交

代をして江戸に上る途中に宿泊をされ?二本陣 とか

或は叉大阪械がかつて華やかなりし頃の武人住

居とか、さう云ふものに閥聯しにものが建って居

ないか、或は叉近 〈は大阪が生んfご大文豪の近松

巣林先生のあの作品に依って寵はれ?こfU緒のあ る

ものが洩って居ないか、或は義土 に関係す るもの

が何か洩って居ないか、さう云』、部類分けと言ひ

ますか、 さう云』、見地から見?こり調べ? こり長年や

って見て居るのでごぎいますが、今に牧盤ら しい

牧礎はない のでご ぎいます。

時代は前後しますが、大阪は古〈は浪速と言ひ、

ili 中武天皇の御東征、或はnilll 功皇后の三韓征伐、或

は欽Ａリ ｪ 天皇の ｻ［ＩＱＱ 敬体予ｾ 、 或は叉仁徳天皇の高津 ｡ 自・

とか、さう云ふ時代は徐 bに速過ぎて、 今日郷土

の建築と してどう斯うと 言ふことが遠隔の地に鍛

胞を＿打つ や うにもＭＡｾぜられ 、 又悲しいかな遺跡と

して推定される所はあっても 、建築共のものは残

って居ない。例［ ぞ Ｉ ｾ建築の如きも正し く 主 うで ゐ り

ます。是は特に浩詣 J ) 深L 、池田谷さんが此廃に居

られますし、何れ大阪を中心としに現存せ る似t寺

建築の貰怖と云ふやうなことでお話があ るのぢゃ

ないか。甚 ｴｾ Ｇ 俗越なことを ｉ ｉｾ 上げ る ので すが、

左棋に奔察しますので俳寸- 建築の方は差控へ まし

て、主として住居に| 銅するもので現存のもの、又
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松本 附けられぬかも知れませぬが、期う云ふ

ことが郷土建築と云ふお話乃趣旨に副ふのぢゃな

いか k 云つにやうな意味で極〈簡単にお話して見

?こ い と思ひます。

郷土建築の碗究方法

大阪ほど史賓に富んt: 害IJ に建築物刀残って居る

のが少い 、赴は結局木造建築であっ? こと云ふやう

なこ とから 、焼け fこり、腐 っ ?こ りし?こ語ではない

か。 私は何時も斯う云ふ見方をして居 ます。そし

あの豪華なりし大阪城の1 - 1¥米7こl錆後 J ) {I 二屈は、

今日大阪TI11玉j でぱ1i ! . られないと 言はれて居りま す

が 、 ｉｦｬｴｾￇ の 良否は果してどうかと思ひま すげ れど

も、片桐且元が24・時使つにと 言は れるもので、現

在夕陽丘町に極〈さ〉やかな住居一ー と言ふよ り

も寧ろ茶室が 1つ残って居 ります。是は嘗て我々

協合員が調脊しまして、合昔、に蛮表し?ここ とも あ

るのであります。是は推定す るのに恐ら く桃山時

代の建築物ではな いか。事責さ うで あると 致 しま

すと 、疋しく 郷土の誇りの建物の l つでは ない か
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主恩ひます。

熊 野 詣 の 宿

共の他熊野詣での需に大阪の近い所に帝がお立

寄 り遊ば しに と言ょ、大阪の南の熊取谷と云五、所 に

ll) J 松 本 陣

御門村と云ょ、所があります。 Ｚ ｊｾ ｊ 怠 に仲と云」、岱家

がありますが、 ｊｾ の主主に守￬Ｑが修ｊｬｦＮ ｦ ＧＱｬｦＡになっ ｦ 二時に

立てられにと云ょ、/ I f J1); 今 1つ洩って居ります。此

の門があるが舟に五r'1，f・J e 云」、名前も附い? こと云

五、ので、仲氏の取っー正置きの門であります。

本 陣

諸大名があちらこちらに往復されに場合に待ら

れ? こ建物と 云ふのは、私の知って居る範囲に於て

も大阪を中心として数軒現存して居るのでありま

す。阪急の石幡刀直ぐ近 〈にもありますし、梓の

本陣もあります。さう云つTこ建物は大阪を中心

としてもま t.:' 相111こ現存して 居 るやうに思はれ

る。元結時代に於げる義士に除l する建物としま

しては、 宣: Li村に宣盟i' 三千のil; 跡があります。三止

は見る; 形もなく荒れてMつにのを池田谷氏のf友信

設計に依って先般全〈背のJ伏態に f主主fi されに詩で

あります。共の外為rn飛f J 場の横にノj 、阪間と云ふ

所があります。共庭に原惣右衛! っと最も /tM係のあ

る岡といふ家があります。 ｊ 七底に若 ー ，Ｇ， の ｾｾｱ があ

りまして、建物共のも のは架 して共の首時のもの

かどうか疑問の黙もありますが、 tit は原惣右衛門

の棋の家と云よ、詞はれ付きの家であります。

侍 の 屋 敷

共の他郷土色に 富んに家と致しましては泉北郡

の上前1
1村 と云ふ所 lこノj、谷家あります。是は元和 3
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年に 建 てにｾ 言は れる の で あ ります か ら 、 正し 〈

桃山未期と江戸前期の境目であ りますが. 共の豪

華な建物が今 日残って居 りますO 是は/J、谷城の記

念建物 ｴｾ と 言 はれて居 り ま す 。ぞ れ から 北 河内郡

の門真 と云ふJWに伊達と云』、臨撃博士の家があ り

ます。元は葛岡と云よ、姓を名乗って居られに。

ｊｾ 慮に楽祭却の ｬ 部分を正し 〈 持って来 ｔ こもので

あ る と 思 は れ る 建 物 の l部が現存して居ります

し、共慮に色々 な記ままもあります。; I i : : は誠{こ得難

い史料の l つにと忠ひます。

椿 の 本 陣

それから泉北郡の助必には問中氏の家がありま

して、北: も桃山米期の建物であらうと云 i 、誠に結

構な建物が洩って居ります。叉南河内郡の高鷲村

にある皆さん御承9如知'21羽日1の吉村さんのあお‘ 宅の如きは今

日大阪に現イ作Y

も 言 はれる ｩ民 Ｍ ｾ ｾ筑 気であちます。 ､ｩｴ は速く足利の末期

' 卜 万 堂

であらうか、下つでも桃山には遺ひないと云ふ太

鼓判 を捺されに結構な建物であります。何れに致

しましで も大阪を中心 としさう云つに山縮める建



物が殊tこ郊外iこ建って居ります。例の小西ボ山 の

十寓堂など

は市内であ

りながら現

作して居る

と云ふこと

は誠に結構

なこ主であ

ります。併

し14 ・5 年

前に改泊さ

れまして、

今日では惜

しい結果に

なって居る

ふうであり

ます。
十 万 常 茶 雫

近 松 関 係 の 遺 蹟

近松先生の作品 lこ依って大阪のIl lf 人はJ ) fJ 設され

ましにあの大交豪の作品の主題となっTこものの縁

故のある建物が大阪市内に今日幾らか洩って居る

と云ふこ主は、先程来撤回お話にも出て居ります。

新町の吉田屋です、建築物としましでは現存して

居るものは誠に l 部分でありますげれども 、結構

な建物であります。同時に北の新地にあっ? こ M庄

の場所はありますりれども、共の岱時の河庄の建

物はもうないと思ひます。あの挫l橋から 一也紘に

* 行致しま して突常る所が、 あの有名な天の網島

の大長守ずであります。共の川に於きまして大近絵

の作に現れて居る所を皆拾ひ上げましにら、グfi ど

10箇所もそれ以上もありませうが、惜しいかな、

今日では建物らしい建物、或は:x..イ/ド，fJ'， Iこ現れて居

るUI 緒的建物は此庭 fごと云ょ、Tごりであ b まして、

今日現存して居る建物と，: ; へば、僅かに吉111、屋1&:

ぢゃなし、かと思ひます。

話は＿ｩＱｾ然主致しまし＿こが 、刻 既には色々な ｈ 的

に依って色々な種類の建物が嘗ては相訪津山めつ

にゃうであります。共の 中で IIIT人のIl lf に武家の家

主云ふ ものも恐らくあっ?こであ りま せ う。私共の

タ" って居る範囲に於て は、今江崎先生宅の 1軒置

いて東隣の輿力の長屋門の如きは大阪に於げる侍

の住居の沓宅と しましては、恐ら〈外に掛り替の

ない市内のf : ll 緒的建物ではないか、共の前の大盤

の家も今は造幣局が出来て、唯{ 陛かに此鹿 1:: と云

五、遺跡がある 1:: けでありま す。共の外 iこは目星 じ

い侍D 屋敷と云ふものは見られないのでありまし

て、日間引かに先程J j J _トげましに大阪の郊外に於て

貼々とし計此られる fごりであります。

ｦ， ｾｊ＠ } ; : . 阪は今1=1il - i が段々膨脹しまして嘗ては郊グ卜

であっ? こ所に 、月Jj 刑法* が今に茅:i'j: .;コ ま〉散布し

助 訟 本 E卓・奥 の 問

て居りますが、今天王寺附近にそれが数軒あ りま

す。海老江にも江戸時代の誠に結時な家が 1i好成

って居りますし是は勿論葛屋立であ ります。

秩序な〈甚 ｔ ご下らぬことを ｲｬｾ 並べま し＿こが、足

らない所は叉次々にお話し願五、こ主に致 しま せ

う。

南コド 今の夕陽丘の家と云ょ、のは何底ですか。

池田谷 あれば天王寺区の六万悼町です。真岡

山への抜穴があると云ふので調子日に行つにもので

すが。

.  F-有木 あれは茶中: がありましにか、it んで居る

人が控な 人でし? こね。

池田谷 抜穴は何色無かつにですが、不味公好

みの茶府; があって現在製柴の人か何かil んでゐる

様でし? こ。

三 十 三 間 の 棟 木

江崎 今近必のお話がありまし? こがねは建築の

ことは分りませぬげれども、作J斑から材料を運ん

で米Tこかと云ふことに付きまして始終心掛げて居

る詩ですが、 『三十三間堂棟 rll 長j{i.JJ は、宜ー際今 日

の三十三間堂を建築 しに時に共の木を何庫から持

って米 ｦ こか分りませんが 、 あの呼瑠璃の ｈｾ Ｓｦ ､ この
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は事保ですか、近松の ものでも後期の もの らしい

のですが、詰りあの浮瑠璃で共時分に新宮の木が

京都に入つにと云ふこと が 誼 明 出 来る と思ひま

す。新宮の 山奥の木を伐って結 で廻して京都へ持

って*rここ とがあっ? こに相違な t ，¥ きればこそ作

者が それを採り入れfこので、我々 の方でも共の黙

から商白い材料Tごと思って居る 次第であります。

序でに lわしますが、材料の ことで は私 は始終筑

になって忌るので、寓葉集の藤原の官の歌を見て

も、 あの檎は江州の図上山から伐つ? こと云ふこと

が分って居る。そ れか ら鎌倉時代の大帥建立 iこは

俊乗坊霊源が周防の佐波川で共用材を伐つ にこと

が分って居 るし、あの大例殿の2本の虹梁は l本は

赤松で、 l 本は姫小松でありますが、何れも 長 さ1

4間未 口直径3尺5寸程 あります。是は2本共鹿児島

の霧島 山から持って糸?こと 云ふ ことが記銘で分っ

て居 る。是は随分詳 しいも のが洩って居 りまナ。

材 木 の 産 地

それから京必の西本願寺の建築 は、只今御料林

になって居る天龍川の枝川の水笹川 の 奥 で 伐 つ

fこ。共御料林には今でもなかなか良い様が搾山tこ

建って居りまして、尺〆に して少なくも 5跨 や6高

はある主思ひま す。叉東本願寺の榛は !;;)J ff.! '干の前州

島で伐つ? こ e言 って居る。どうか先刻も申J 二げに

や うに材料の出所は明かに してnはない と、主・砲

の阿里 山の木が到る鹿にばら撒かれて居 るやうな

課で、木は海や川に 浮かびますから 、周防の佐波

川の木が水 に浮かんで運ばれ?こち、 鹿児島の霧島

山の木が奈良へ来て居?こりしてゐるのです。叉起:

は ｾｉ ヨ 」 ニ げぬでも分っ て 居るが 、 ｊＩｕ柴山寓師 そ ｾ Ｚの 材

料 は皆限冗が持ってう1計二のですが、主要材は全部

『チ { ク』です。さ う云 ょ、やうに木は水に 浮かべ

られるから 、 えらし、遠方まで行 し 殊に近頃は使

利fごか ら京湾桁が高野山の山のJ てまでも行〈 詳 で

す。必から ，建築される時には起: ) ド材料の問所は

明かに して置いて戴き? こ い。

松本 先お話のクサ マキですが、耐 山妓が用材

全部クサマキを使つで あ りま すね。

江崎 青森柏 ( 据〉です。 中命寺の金色堂 も青

森槍 ( 偲〉で す。青森檎 ( 栂) の宜俸の鴛に安い

にも のに繭山城 主光堂が あり ます。

松本 石川牒金石は、例の銭屋五兵衛のrH生の
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地 ですが、 あれが青森か らどんど んクサマ キを持

って来始め? ことかで、北陸では今 に多量にクサマ

キを使って居 るゃうです。

江崎 あれは「クサマキ」ではな く皆青森槍即

ち (ヒ パ) であ ります。輪島塗の木地の材料ち皆

青森檎です。此の溢では「アテ」と 言 ひますが、

幅山城 は即ち「アテ」を使つ? こ のです。 此 のオミは

挿木が利〈 ので、輸品謹 ちでも 挿木をして遣って

居ります。

池田谷 最近南部薬師寺の摩利支天堂 と鐘機堂

に帽葉を佼ひま しに。

江崎 あれは木香はよろし くあ りません けれ ど

も、な かなか腐 さらないので、保存の紘か ら云っ

て宜い木であ ります。

池田谷 それに安俄です。 併 し建材の方面か ら

言ふ 左遺憾な賠がありま す。

江崎 私は青森に 2 年も居って相首苦努 しまし

7こが、北海道では良い建築は皆育・森 の輸の「ヒパ」

を使って居ります。

玉置 四天王ミ1・2のイオ料なんか も書い て越 して世

くのですな。四天王子1= も梢で すが、 あれは殊更に

脂を Jf5 ( りましにね。

江崎 それはJ r'・〈腐るや うに祈っておIHでなる

語です。 長 〈持? こす需に はやにを保存 しない 主い

りません。

玉置 私初め見f こ時には縦みTこいな木を使って

• 
J・-ー

住 友 洋 館

居 るやう に見えにので、:hl:は どうし? こ のにと 言つ

に ふ 槍のやにを脆いに k 言 i 、のです。

池岡谷 座敷なんかになるじ ゃにが出て汚〈

なるから。

江 崎 檎 はやにが少いと締盟に見へます が早 〈



腐って来ます。伊勢の犬神宮様の建築に使って居

るのも、 20年TこTこない中に腐って居るものが随分

あります。

岡田 高橋さ ん、 大分前に編輯の方を永 〈受持

って居られまし? こが、此頃の話でも何か 1つ願ひ

ます。

高橋 先程から色々お話がありますが、以前私

が編輯をやって居る時に古い家は、出来る? ごりE3

J l i t ぞ撮って置くとか、子商闘を姉ーへるとかして居

りし fこまが、 今迄の雑誌の古いのにも残って居り

ます。精々ある中に将来も記録 lこ残して置いて I蔵

きfこいと思ひます。

住 友 の 洋 館

それから先程ちょっと承 りましに佐友の洋館の

話ですが、大阪で l 番古い洋館は例の造幣局の建

築で、共の三々 が佐友の洋館です。あれは明治何年

でしにか忘れましにが、是色調べまして、共の時

雑誌に載せて置 きまし Tこ。 是は先代の八二本甚兵衛

と云i 、大工がイギリスの建築の雑誌を見Tこり耐I!I戸

の居留地を見て歩いて、共の真似をして桜〈簡単

な真 4 角な洋館を温つ? このです。大工が洋館を造

るので岡高もはっきり分らぬので、どうも 援なも

のです。大韓国商が石造のものを木浩でやっ?こ の

で、 l  階の露蓋になって居るのもすっかり木のま

〉で真似てやって居る。それから壁なんかも太鼓

張りにすると云ふことが分らなかっ仁詩ですが、

昔の土議造りを共の偉やります。共の後 2 回も 3

回も増築して居りまして、新しい所も出来て居り

ますが、大韓は元のま〉です。最近修繕されまし

てどうなって居るか分りませぬが、共の嘗時八木

甚兵衛のノj 、備をして居つに虎公と云ふ者が生きて

居りま して、 それに色々聞いにのです。ほんの小

備 の 時 で は っ き り しTこことが分らなかっ? こので

す。年寄っても居ります し、忘れてしまって分ら

なかっ fこのですが、色々麓いて段々古い記憶を匙

らして話を嘩いにやうなことですが、 。それも先般

亡くなりましに。 それは記録に取って早速雑誌に

載せて置きましに。住友の首主があ〉云ょ、方で、

頻りにその雑誌の古いものがないかと 言って探し

て居られましにので差上げておきまじに。ｾの

外 に 洋 風 の 建築 で明治初期に建つTこも のがな い

かと思って注意して居りますが、市中にま Tご少

し残って居るのぢゃないかと思ふのであります。

本間君が生きて居る時分は市中を探して窮買を撮

っ? こりして居りましに。先年 2 人で大阪の市内

に現存して居る建物で先程色々お話のありましに

隠 接 室

民家でありますとか、初期洋風の資料を窓真に撮

って、出版しようと云ふ話が段々進んで居 りまし

Tこが、其の中本間君が亡くなりまして、其の計霊

はなくなっ てじまつに のですが、今で 色惜しいと

思ひます。

向段々とあ〉云i 、古いものがなくなりますから

泊首な機闘を通じて保存法をやって戴 くことを非

常に希望して居るのであ ります。 天王寺の美術館

に倉屋敷 の門を改造して保存せられて居 ります。

ぁ、云ふ風な保存法も結構であ りますが l つ大阪

の民俗博物館とでも申しますか . きう 云ふ ものが

将来出来ま しに c " 共の古 い建物を共: の ま〉標本

的に捜 して戴 くことになれば非常に結構ぢゃ ない

かと 思ひます。

江 崎 此の間新聞に出 fこことがあっ? こと思ひま

すが、高麗橋の郵便局の煉五浩が古いと云」、話を

聞いて居ります。
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無筋コンクリート

鶴丸 あれはす・っと前になくなりまし? こ。

江 崎 私ばかり喋ってゐるやうですが皆さんに

お願ひし? こいと思ひます のは、最新式のものに付

て記録を残 して置いて頂き? こいと思ょ、 のは、鎖が

不足のｾに此の頃木筋コンクリ ート のものがぽつ

ぽつ同＿ｪ ｾｾｦ￬ めて声る。例へて見ると鴻池信託など

は地下空は鍛筋を使って昂るけれども」ては木骨で

す。是は今後どう云ふことになるか、私も分ら

ぬげれども、竹中組がやって居るので、調べて立を

いて戴き Tこいと思ひますね。私が知って居る木骨

コンクリート の建物 乃 l 番大きい のは高野山の賓

物館です。あれは Ｏ ｾｾ分位しかＱＭＱＺ｜来 て居 りませぬが

右の端が出ボて左の端は金がな いから出米て居り

ませぬ。内務省の技印li が設計してやっ? こ時に、高

野山に織を 1- げfこら金が掛かると云ふので木骨に

し? こ。此の頃は錦が不自 IIlrごから、 事に依ると全

部、少〈とも牛分は木骨のものが出来て来る r: ら

うと思ひますが、さう云ふものはあな fこ方の御専

門の方で記録に捜 して置いて戴き? こいと思ひま

す。

岡田 さう云ふものは今記録にして腐るゃうで

す。竹を入れfこのとかどうとか書いて居ります。

江 崎 残して置いにふそれがどの位保っか分

るし商白いと思ひます。

岡 田 瀧深さん何か l つ願ひます。

漉還 さっきから郷土建築とは何ぞやと 云よ、風

な歴史哲ー単の問題を抑付げられる φです が御命令

ならば手紙でお答へするとして、 座談合ももう始

まウて居る の? ごし、郷土建築とは斯〈 の如きもの

で、今までのお話が郷土建築にならないと云よ、事

になると、話 をぶち壊す事になって、 それも宜〈

ないと云ふことになる 諜です。叉私は郷土建築に

就て何もやって居ないのです。 話I!I 戸の明治初期の

洋風建築で、高橋さんの仰しゃっ? こやうなものを

主としてつつ突いて居りますが、明治以後の洋風

建築は郷土建築でなくてアンチ那土建築と云ふ事

t二なり そ うです。私のお話を するごとは郷土性を

持? こないでせうし、私自身が元来東京で育つ? こ 人

間で、神戸へ来てから 10年にもならね ので、寧ろ

￱ ｩｊｾ戸の本首の郷土的なことは井上新こさんにお願

ひしなければならぬかと思ひますが、 ili lll 戸を中心

k して i明治初期の洋風建築の話なら又後程時聞が
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あっ? こら巾上げます。

瀧運 嘗て斯う云」、冷; が /.n ましに。( 示す) ( 郷

土建築披J e云ふのですが、なかなか面白い主恩

ひます。

池田谷 iJ illl 戸のことは大分以前から古塚君 lこ頼

んで居りまして、 言ひ掛けてから 15年も杭つので

すが、調べがなかなかにうま〈捗らぬ様です。

瀧 濯 どうも私は子供の時に肘ないので、事

校に居って窓から眺めて居るので机」 て のｾｾ論にな

るのですが、ｾはＨ示すＩ Iリj治 15年に出ましにも

ので「浪速の花」と云ふので す。是は能くあるも

のですけれ ども、ちょっと商白いと思ひます。是

は( 示す) 明治22年のもので、割合に正確ーに書い

であります。

岡田 何と云ふ本ですか。

溝濯 『日本名所岡繍』です。而. も大阪から出

版されて居るのです。大韓23民主? 見て書い? こら し

いですが、| 副が非常に般物です。

岡田 玉置よんに制到ひしま すが、大阪は何度

も火事に辿って照りまして、昔からの火事の地闘

を見ればし大韓どの法が焼り残って居て郷土建

築が洩って照 るか分ると思ひます。玉置さんにさ

う云よ、お話をお願ひしTこいと思ひます。

大 阪 の 火 災

玉置 大阪は江戸とか京都から 、見fこら火事の

度合は少いです。戸う云ょ、請をもっと前に伺って

居 つ に ふ 調 べ て 来 て おflRにかけるので し?こが此

鹿に持って居りますのは徳川時代のものと 、明治

のも少し入って居り ます。年代の順を迫」、て居な

いのですが、此の岡を見ますと( 示す) さっきお

話のありましに近松の闘係のあります所は猛烈に

焼けて居りますから 、是は残 hっ こはありませぬ

し、芝居闘係は道頓城が猛烈に焼けて居 りますか

ら、走も 残りつ こはない。興カ同心のお話があり

まし? こが、興力や同心の屋J肢のある所も徐程焼け

て居りますから、残りっこがない諜です。結局残

って居りますのは、組遊主上町です。此の謹には

民家でも古いものがあります。

そこで一週火事が行き ますし今度其の次に火

事に; 堪へる鴛にど う云ょ、風な建築構造に し? こら宜

いかと 云ふ工夫は始絡あるものです。例へば 1:番

近い例では北の大火め後に大阪で建築取締規則が
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大 阪 火 災 史 闘 ( 1  ) 徳川前・中期

r

J

い

1 . 賓永の大火 5. 廷享の大火

2. 新町道路の大火 6. 資理事の大火

9. 寛政元年の大火

10. 寛政三年の大火

11 . 寛政四年の大火

12. 交政の道頓沼健

3. 曾根崎縫

4. 妙 智 焼

7. 安永の大 火

8. 天明の大火
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大 阪 火 災 史 園 ( 2  ) 徳 川 後 期

13. 天保のl I II燐 21. 嘉永の上町様17. 中船携 の大火

14. 大 晦 燐 22. 文久の五幸町漆18. 道頓掲の大火

15. 天保九年 の大火 19. 南船容の大火

16. おちょ l主総 20. 姦永五年その大火

、、、 崎町‘ 』 、
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大 阪 火 災 史 岡

イ. 座醸の大火 ( 8年〉

ロ. 大西芝'居の大火 ( 9 年〉

ノ¥新婚の丸焼C 1 1年〉

. = . 島の内機( 13年〉

ホ . 姻 江 榛 ( 14年〉

C  3  ) 明 治 年 代

へ. 本町幽り 場 ( 17&f三〉

トＮ 松島様ｃＱ Ｘｾ ｆＭＩ

チ. 新 町 蟻 (23年〉

リ. ｾ ｾ の大 火 Ｈ ＴＲ 年〉

ヌ. 南の大火 (45/，1'-)



問手|ミま して建築構造がまるきり従来と連つにもの

にな りましに。私等今 日歩いて見ましにら 、此の

芸誌は北の大火で燃え? ことか此の家は燃えないと云

ふことが現場ではっきり分ります。昔の北の材火

の地闘を見な くても現場で大火の区域が此雌から

此庖と云ふことカZはっきり 言へます。 fjrlJ の京都の

元治元年の火事も 、今日京都に付つ? こら共のI高城

が分 ります。靭l訟の家は他 D方商の家とまるきり

遠ひます。郷土建築を捌べるのなら 、此の地| 前lで

見て焼けて居る所にはもう古い ものがな い と云ふ

こ とがはっき りし て居ります。

瀧運 此の地| ぬま大へん面白いですね。

玉 置 質は私 間 遣って持って参りまして 、 人 ｾ ｉ 坂

の 地 岡が 此 ｾに官余りな い のです。

是は( 示す) 昔の五版で、例の文久 3 年の火事

です。是で見ますと 、三克也濯には興力 の"i ' i い家、

同心の古い家はもうありませぬ。

此 のｼ両 ｬ は ｾｍ ｧ［ 出て居るものですが 、 文久 Ｓ 年 の

火事の時に例の餓砲焼けと前方比較して，' 1 11 1こもの

ｴ ｾ ら う と思ひます。

7とは京者1I の地l吋になりまオげれども 、 li lj の員中

力: 元治元年にすっかり焼けて照りますから ‘ 京都

のIl li の真中で古い建物を探さ うと思つでもありま

せぬ。' 貴族屋敷Tごりはぐるりで木で助かつて居り

ますので、此の中に古いものがあります。東本願

寺も焼けて、西本願寺は残って居りますから、此

の方 には桃山時代のものも残って居 ります。

之れでこんな所から調べて行つTこら案外早〈分

るのでありまして、先の江崎先生の材料論から材

料 を見? こら何時頃の悌像か分ると云五、のと同じ?ご

らうと思ひます。

岡田 木津の踊泉寺と云ふのがありますね。あ

の迭はどうですか、伊達政宗が住んでゐ Tこ家と云

』、停へ になって居ますが。

玉置 あれはもっと外にな Pます。此の地岡で

見 るし 親難波の方は焼りて周りませぬ。

岡田 天王寺の一心寺 に も家康が居? こと云ふ茶

索があ りますね。

玉置 あれば焼けて居な いでせ う。

南木 大阪で古いのは木津の願泉寺ですが親方

商炉建つに のは首時家がなかっTこのでばな いので

すか。

玉置 家はあ りまし?こ。

木 俸 の 願 泉 寺 i3 J妥

高安 l蜘教寺法も焼りなかっ?こ らしし、 ので、 願

叡王寺の茶貨の庭の苔は二百年になる、 大阪で二百

年 の 苔は此腿 ｴ ｾＧ げ し かない と 云ふて梅 上さん が 自

慢ゃっTこ。

岡田 元は認買に撮って戴 〈と宜い です ね。

玉置 ーえで見ると大阪は まピ組、天王寺、難波

設が焼残って居 ります から 、古いも のが あ ります

が、江戸へ行 〈色、度々焼げでもう残つ7こ所は

一つもない。京都も IIi T家は皆焼りまし て加茂川か

ら束、東 山の方に少し残って居ります。元治元年

lこ東山の方まで焼けにら京都は復興す るこ色は出

来なかっTこら うと思」、のです。明治の前ですから

本願寺も特別の事 II Iで復興し? このですけ れど も、

明治の例の陵悌思想l華かなりし頃の思潮を受け ?こ

ら、到底復興す るこ とはむつかしかつ に?ご らうと

思ひま す。

大阪湾沿岸の塗込家

先程高安先生とか江崎先生のお話になりま し?こ

犬阪のJ n l I Dz . ですね。あれは買に惜 しいと 思ふ ので

す。今 日あれが段々な くなります し、さ っきお話

になりまし?こ揚床机があり 、家のー呑端に皆水捕

がありまし? こ。 人造石か何か Y あって其の」てtこ用

水桶が置いてあっ fこ。あ〉云」、風景がな くな りま

しにが、此の頃叉防主演習で復活 して来ま し?こ誇

です。是1 : : け度々火事をやって居 りま すから 、大

阪の郷土建築に付 ては火事の沿革を考へて行かな

りればな み ませぬが 、 やは り 火事 ｬ こ 封 する ｾ､ 策 を

考へて居っ て、 それが建築の特長になって居 りま

す。是は 日本闘中で残って宜い 構 造 と思ふ ので

す。此の間から私共の方でもやかま しく 言って居

るのですが、商庖でも住家でも 2 階の表側はすっ
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か り塗 り潰 して居 りませね。 きうして横に袖壁を

附げて居 るでせう。あの構造は大阪潤 を取繕いTこ

都市の特有 になって居 ります。 御承知 の通 h 京

都へ参りますと、 軒天井で赤茶色に塗つに木 iこな

って居 ります。 高槻が京都の方 に廃 して居 ります

から 、高槻の町 には土塗 りの家はあ b ませぬ。平

野は大阪lこ廃 して居 るから皆塗っ て居 ります。 あ

の古いや り方は和歌山から始まりま して、佐野、

岸和田、堺、 大阪の町全盟、尼ケ崎、西ノ官、神

戸 まで塗って居るのです。底が商白いこと iこは、

神戸から先、姫路まで行きますと 、塗って居ない

家が大部分でありまして、塗って居るものは稀で

例外的のものにげが塗って居ると云ふこと lこな る

のです。 あれは大阪の郷土建築としては非常な誇

り主恩ひます。

土 蔵

それからもう一つ先程浮枇小路のお話がありま

し?こが、 二七歳も大i坂は日本ーです。大阪程土磁の

多い所はありませぬ。京都へ行つでもあれピけの

土磁は辿ちありませぬ。 A京も; 長災で焼げ 7二時に

私は行って照りまし? こが、辿も大阪程津山ありま

せぬ。先粍お話になりまし? こn[j lrxなども特徴です

りれども 、あの奥へ行くしちょっとしに家でも

必すも2戸前、3戸前位の離がある。大抵 l つや 2 つ

の殺はあ ります。高安先生のお家などはもっとあ

ると思ひますが、 5 間間口位の家なら 5 つ位持っ

て居るのは珍しくありませぬ。それがま t:: 今残っ

て居ります。 1jr し軒裏を塗つ? こり臓があっ7こりし

Tこものも此の頃はハ イカラになりまして 、皆他 の

燃え易いものに謎へ? こ れ 土識を出ーして雌れを裕

へ? こりするのですが、それをされては困ると云ふ

ので、躍気になって止めて居るのです。

松本 土離が多い と云よ、のは 、大阪は江戸 よ り

物持が多かつ? こから でせ うね。

玉置 それは共の土地の建築する時の慣脅では

ないかと ，Rひ ます。

岡田 それでは池田谷さん l つ。

池田谷 大分に皆 さんのお話を承りま して、私

の申上げる話もネ グが輩き fこかのやう に考へるの

であ りま すが、 先程からの序で話にち' ょっ u ・2

策の附い7ここと を申上げます。

時代を段々湖って行 くこ とに致 しま すが、明治

初期の洋館建築の古いも の として割 り方世間に知

られて居 ない のは l荷鹿の北にあり ます街l究病院の

建物と憎行枇の建物です。材料の上から 見ますと

22; 時の洋館建築は必す・棒を使ふも の と考へ? こかの

x  4 4  

や うに思はれます。柱は勿論階段 の踏板にしても

のこと 全部が棒で す。今から考へ る し お上ーの 力

でやっ?こと 云ふこと もあ りませう が、随分笠揮に

つ守こと思よ、 のです。

大 阪 の 民 家

それから民家と しまして 、此の附近の特徴のあ

るのは南河内方面です。平野から南河内の方へ入

って見ますと 、 段々大和風になりま し て 、 古司 ｪ ｾ

東へ越 しますと 、大和と同じゃうになる。妹二に南

河内の駒ヶ谷から同府方面はさう云ょ、風になって

居ります。橿原利l官の騨もあ冶云五、所へ思ひ附か

れて郷土色を織込まれにものと思よ、のでありま

す。 ヨチ〈に大阪市中 の民家であり ますが、大韓の地

害IJ は40間プロックの様でありまして、外j挽で申し

ますと 、比較的屋敷が小 さくて 、皆ノj 、ぢんまりし

て居る。是は士農工除j と云つ仁徳川時代の封建制

度の考へ方で 、田舎の農家は農業主? 営んで居る、

Oi T方は十っと前j 賀屋であるから 、示十台的地位と云

ふものは l 等下である。ですから、物持で長持祷

附仁川 て居るや うな家でも、 屋敷な り構へは極〈

質素である。家 J ) 遺作でも殊に長押を廻すとか、

格天: 11: とか或は建孔な どの引乎でも 、比較的質素

なものカ: 能〈使はれて居る。併しながら見えない

所には金持ら しい豪著 なことをやっ7こものと思ふ

のであります。

共の一例としまして泉州の佐野に食' ltj. 家と云 i 、

家がありましに。ュ! i ' . : : は仕友さんの方からの縁談も

提灯と吊鐘でお断り巾 Ｇ上 げにと云五、家でごｾいま

す。共の邸宅の主主所をノj 、製校の誠堂 lこ使って居 り

ましfこのを先年OIT首局で何とか拶時改造し?こいと

考へて居りましに が、 諸種の事情上巳 u な 〈潰 し

てしまっTこ。共の時に裁縫敬常に使って居った橡

側の板が皆棒の l 枚板で幅 3 尺の ものをす・っと使

って居つに。床の間の天井は棒の格天井で 、今で

こそ床の間の天井 lこ電気をヲ |いて明 りを黙り ?こ り

なんか致しますが、あの誰も覗き得な い所に格天

井を用ひて居るのです。民家としては貰 に賞津な

ものです。せめて何とか保存し Tこい と思ひま して

小翠校の奉掲所の天井 lこ使ひまし? こ。之は一例 を

懇げ? このですが、 さう云つにやうな工合で 、外観

には金のある ことを示さな い。入口 の門も極 〈ノj 、

きい ものです。 ｾｉ ｾ へ入ると華所で ＵＰ 人 ＱＰＰ 人 の 人

が何時やって凍て も御飯を差上げるや うな設備高

端行届い て居 ります。

吉 村 家 其 の 他

農村の豪著な建物としまし では、先程松本さん

もお話があ りましに中或は吉村など は随分立探な



ものであります。之に劣らないも ので 2・3 軒 私の

気附し 、? こものを御紹介申上げにいと思ひましに。

熊取付に降井と去五、家 いあ りまして 、此 の家 D

----イ

〆 / イ

J ペイ

吉 村 郎 外 観

客殿が只今関買に申請中でごさ' いますが、形 式の

整って居りますことに有ては、先つ' 近畿地方の民

家 では 1番立i反なも のかと思って居ります。それ

からもう l つ貝塚町に援と云ふ家がありす。代々

降 井 家 外 観

郷土で地方の家族でし? こ。コ:.cも やは り敷地が2300

;坪 もごさ' いませう か 、敷地{ 立大 しに ことはな くて

も、郷土の家として芭いものでごさ' いますから大

名なんかす検地に糸るとか或は巡i j ' ，j ，I _ とか去つにや

うな時に は柄- 泊されにと云」、闘係 1-.50人や 100人

の宴遊合をしても何鹿でやって居る のか分らない

左云ったやうな豪脊振を示しにも のが現在残って

居るのであります。

十っと 官 〈桃山時代よりも古いも のの遺構か と

思って居りますが、南河内郡) 11上村河合寺の稲聞

と云ふ古 い農家が l 軒縫 って居ります。 それから

大名闘係、所謂武家闘係の ものであ・城 下と致し ま

しでは高槻、岸和田 、狭 山と云ふ藩があっ? こ詩 で

ありますが、漸 〈武 家の町と去っ?こ名磁を留めて

居りますのは 、 ［ 岸和田であＺって 、 土塀ｾ 廻 らして

居る家がありますが、突宮、 lこ玄闘があって 、共

の奥に勝手があり 、駕絡にでも乗って入り得られ

るやうな

構へにな

って居り

ます。 狭

山 lこもま

t: 多少面

影の残っ

て居るも

のがある

かと思っ

て居りま

す。

要 邸 宅 手 殿

向 調 陀 の ニ 葉

7T それか ら大阪のn: a 屋なんかでも 、徳川 uつするつ

関l 鵡 WP. il ! J のアー官i

主総り頃 の も の かと思ひますりれども 、 ｾｴ 今 ｶＩ ｾＢｊ

繭陀池に 二葉 と云」、のが あります。あれなんかも
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町人の家主は言ひながらも 、多少趣の主主つにもの

かと思ひます。

岡田 あの茶室は淀屋の別症とか云ふ こ主にな

って居りますね。

池岡谷 それは南本さんどう でせうかな。

南木 あれは大三輪長兵衛氏が淀屋の茶室を持

って来? このではないのでせうか、元総・ 寛永世時

としてはあの越は別荘地帯とは思へま せぬ。

岡田 大三輪さんは明治になってからでせう。

南木 さうです。朝鮮貿易で儲げた人です。

岡田 {事 えに よりますと、淀屋の 2 代即ち淀五

郎の父にあ? こる人が連歌や茶に詐 しく、五ノk の頃

1;:: 建てにのが・淀屋の JfU ごそうです。こ の人が桃山

の巡［椛を移建しに ことに なって肘ますが 、 ｾ主 ￆ ーと

茶、桃山の逃付与の凶係がイミlリ11ごので先般，V，'J べて比

ましにところ. 淀屋の初代は北出の材木屋で大阪

陣 の時家康の駕 に茶臼山 の 陣 ｾ，ｾｩＱＱ し その Ｑ ＱＺとし

て八幡の地に 300 石を田畑山林でも らっTこ。八幡

は御承知の必花堂が居 h、叉伏見本行のノj 、捌遠州

も近〈ですから 2 代の人はこれと交夜し、 又干鰯

の運上でE 宙を積ん?ごのです。これ等の閥係で桃

山の、遺構を自分の屋敷へ移し? このもあり得ること

〉思ひましに。 3 代は辰五郎で元鵡12年に追放さ

れて居 ますが、後に許されて八幡の琵領fごげをも

らひ後世を迭つ? こ家が八幡t二あります。二葉では

辰五郎遺愛の席主云って居ますが、

辰五郎がこんな位茶室を愛 して/1; 1こ

ら迫放にもならな かっ? こ でしゃ うと

思ひます。

池田谷 建築物主しで は尚. 白いと

思ひます。

岡田 離家に盟公1青; と云って桃山

式の師棚のあ る席がゐりますがあれ

を? 遺構と云って居ま す。

高安 一方ではあの家が阿踊陀池

の領分をも正 して居るのです。問調陀

池は もっと 康かつ fこのが、其の家の

都合で縮まって しまっ? こ のにと 云ふ

こ主も聞いて居 ります。

池田谷 それから お茶席で願泉寺

のものは闘賞になって居りますが、 まfごなって居

ない もので相蛍なものは、一心寺の茶席であ ると

のヘ 掛では南宗寺 l二は貰知庵以外に大黒崎があり

x  4 6  

ます。 大きな 丸窓がめって商白い成; ですが、お寺

の* に 在 りますお茶! 市ですから随分傷んで居 b ま

. . . . < . 心寺八鍵席

す。 大韓茶室主 しでは茅海の沿岸一帯に抹茶より

煎茶の方が盛でありますから自然それが建築にも

心 寺 八 2空 席

現れて居り ます。

それから 先程の鴻池さんの別邸の後桁なり敷居

の 61l I l も泊って居 るの 主並んで思ひ出 しましにの



は、北の御堂さんの書院です。赴も 6 間 1;本位の

ものを使って居ります。

岡田 長いのが通って居りましにね。

池田谷 私の気の附いにのでは、先づ長いもの

主して良いも のの代表になるかと思ひます。

それから先程絵本さん，が中さんのことを言はれ

ましに ので、ちょっと除談になりますが、中さん

から/ 1' ，1こ人で、 』ミ阪の新nlTに名所| 訪1*舎にちゃんと

檎まで疏って居ります菱商屋さんがありますが、

共庭み屋根は牡械設を故せて防火の川にして居り

まし? こ。

社 寺 建 築

それから咋とか下Y とか云ふものの| 必iff に指定さ

れましfこ辿造物は、既に皆さん御イ[ - じのことかと

ヲ

* 迎 寺 本 堂 行 基 苔

思ひますので中上げないことに致しますが、 11佐大

阪府で 1番古いものと言ふよりは、全問的に見ま

来 週 寺 本 堂 鬼 瓦

して屋根 の瓦の茸き方の珍しいも のが一つあり

ます。それは熊取村 の和聞と 云五、所に来週寺主云

」、時寺がありまして、此庭に I!Q{永30年 と云』、在銘

の鬼瓦がありますが、臨永の銘のある鬼瓦は 1蒋

古いのではないかと思ひます。此の五を使って待

* 葺になって居ります、泉南の釘無堂な 左は国費

に指定されて居りま すが、指定されて居な いも の

で市も肱永時代の行基葺のものは犬へん珍 しいと

思ひます。走は皆さんもお手隙きがあっ7こら御覧

になれば結構と思ひます。

それから徳 川 の初期 、 元治 Ｑｾ 中 心主致し まして

批ミｾｾ建築が深 山 縫って居ります。泉南 郡 の大土村

に火走 ｪ ｾｬｬ ｬ ￱ｴｬＺ と云ふのがあります。此の本殿なん

かも援資珠に元和元年の銘力 Z残って居ります。そ

れから長野町の騨前にある長野語11
1祉、是は官会程古

いもので桃山より少し一|てる のではな いかと思ひま

す。それから泉南郡の西鳥取村にある波太榊祉、

j 2 も寛永の銘があります。それから北掃の池田の

池町; ，11111，辻、えなんかもはっきりしにもので、慶長

の銘まであ b ます。それから甫悶溢の法柴寺、是

は斗三重盛に| 品l係がありますが、書院に桑の l 枚 板

が使つである。赴も相首豪脊なもので、長さはは

っきりし fこことは忘れましにが、 2間牛位ありま

す。起: なんかも書院迭の使用材料の珍しい黙から

注意されて宜いと思って居ります。

それから寺の門では家原の文珠さんの南の門が

書いにもの lこは天平とありますけれども、天平め

? こりのものが残って居るものではありませぬ。併

し足利には間運ひないと思って居 ります。それか

ら南河内郡加質問村の岩湧寺の多賀塔、是も桃山

のもので、修理は随分行はれて居りますりれど

も、良いものの l っと思ひます。それから一心寺

の束の門は玉造の黒門を持って来Tこので、大阪で

はあ〉云よ、城廓建築の遺物と思はれるやうなもの

が少〈ないのですが、 j l も珍しいと思ひます。先

年闘町博 1: が御在世中に大阪城の建物を l つ閑賀

に指} としようぢゃないかと云ふので、貨はお伴を

して訓べTこことがあります。 ?4・時陸軍の方では軍

事関係のものをきう云ふことで締られることは困

るから、誰がどう言つ? こ所で反主Hごと云ふことで

ありましにが調べること 1': けは許すと云ふので、

辛うじて調子主しに需であります。

大 阪 の 家

先程の防火建築の話に戻りますが、大阪の建物

は幾度かの大火に出逢つ＿こ開係もごｾ いま すが、

家の造りがどうも質素で華美を去って居 り、千篇

一律で何等特徴 主云ふものがな く、何鹿の家でも
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同じやうな造りになってつ居? こかのやうじ思はれ

るのであります。土蔵の出来ましにのは勿論火事

の閥係もとぎ いまし?こが、 大阪は所謂富の都、経

済の都主云ふ ことを昔から物語って居る反詮か 主

思ょ、のであります。例へば呉服の問屋にしましで

も、夏物と 冬物とを入替へ?これ或は書苗骨董ぞ

所離する震の土離が多かつにと思ひます。昔から

幕府の方商に於ても 、何時も大阪には眼を着げて

居って、い き' 金が入用と云』、時には、早飛脚を立

て〉金の無心に* るのは大阪であっ7こ。ですから

徐り目立? こないやうに質素にして、幕府の忌避に

縮れないやうにと競争的に考へ? こ痛にあ〉云五、地

味な建築になっfこのではないか、さう云」、立場か

' ら私は考へて見? 二課 なんであります。 一つ一つの

建物に就て構造や様式 ・特徴などを、お話致し度

いのですが、時聞が許されてゐない様ですから、

極めて簡単でありますが之位で御勘掛願ひます。

岡 田 お し ま ひ に井上さん l つ。

井上 郷土建築 iこ付きましては大分皆さんから

色々のお話がありま しに ので、 今夏様子の分らな

い私が蛇足をカ11へる ことも どうかと思ひますので

蝕談的のことを 2. 3 : 1 ' 0 " 話して見? こい三思ひます。

徐輿と云ふやうな意味でお聴き取り 願ひます。

大阪府轟建築物語

今の大手前の府廃が出来ます時!に、私設計に首

つTこのであ b ますが、大正 12年位から約 1年間杭

打作業をやっ? このであ b ます。共の時に今の地下

安を造る駕に掘 り方を 大分ゃっ fこのであ b ます

が掘って居る中から随分色々な‘ ものが飛出しまし

て、話時新聞にも出まして伺首問題になっ? こので

ゐりますが、車留軍兵隊の跡で、建物の防j係から地

盤の偽Ａ係カ ト Ｑ Ｍ 分に分らなかっ ＱＺ Ｐ • 昔の 地 ｬ ｩ ￓＡｩ ｩ を調べ

れば大器分る 謹で すが、あ そこに東横掘に流れ込

む川がめつにゃうで、了度あそこが深み lこなって

居つに閥係からか、色々のものが州て来? このであ

ります。

共の掘出して来?こも のの中に 、瓦に桐首!亭味の

ある金を張つものがあ りましに。是は餓金ではな

し 張 金のものでありまし て、随分派手な瓦であ

りますが、色々聴いて見るし 秀吉と云ふ 人は誠

子好みの 人であり、淀君 .b i辰手な女であっ? こらし

いのですが、あ〉云」、五で葺い? こ御殿があっ? ここ
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主から考へでも、相首誠子なものであっ7こらうと

想像が附きますが、さう云ふ瓦が大分出ま しに。

それから石に下り藤 J ) 紋fごとか色々紋のあるも

のが出て予ｾま しに。 それは大阪城の石垣に積んで

ある石にもさう云ふものが時々見られるのであり

まし て、出て糸? 二時には大して注意も しなかっ? こ

のですが、大手前高女の校長さんがちょっときう

云ふことが多少分るので、呼んで来て見せに廃が

起: は大しにものTご、 大阪城築城の時には諸闘の大

名が相首色々の石を寄進し? こが、それが現場でご

ちゃごちゃになると困るから、寄進しTこ石にはそ

れぞれ大名の定紋を附げて石屋に運ばせにと 云ふ

話があるが、是はそれ等の大名 の紋らしいものが

附いて居 れ 大 しにも のにから大事に して置かな

ければならぬと云ふ話で、 どれ位値打があるもの

Ｑｾ らうかと聴きますしどうしでも骨茸伯値から

言って 200闘位するピらうと 云ふことでし? こ。共

の話を府合議員の; 車中が聞込みまして何とか分け

て央れぬかと云i 、諜で、押寄せて参りまし? こが、

共の後もさう云」、石が又ぽつぽつ出て采まして、

2・3人 の病直では夜中に査をまれる民があると去

五、 ので宿直を殖 しまして、共の石の番をさせま し

?二、 E告が又後からさ う云」、石が出て来ま して徐り

津山出るし、更にしまひには短形にキ主か山形に

ヤとか何? ごか材木屋のマ { ク のや うなものが附い

? このが時々出て糸るので、大分怪しくなりまして

共の石に果して 200闘の償値があるものかどうか

疑問を持つやうになりまし仁。それで叉大手前高

文の校長さんに予Kて貰って見せると 、斯う 1:111こら

骨董似{ 直が終ちる〈笑峰〉と云ふやうな話でし? こ

が;伝にそれぞれ大名の広紋が打つであっ? このは確

かTごと思ひます。さう思って見ますと丁度今の附

臆刀舗に溝石があるのですが、す・っ と見て歩きま

すと、それにもやはりそれぞれマークが打つであ

ります。今はもう蘭倒臭いから府鹿の表玄闘の溝

はコンクリ{ トで伏せましTこが、共鹿に南無t益法

蓮華経の御題目を彫っ? こ相首大きな石がありま

す。 是は加藤清正の寄進 しTこ石ではないかと思ひ

ます。 又掘って居る 土の中から古iまけに細長い徳

利 のやうなものが 出て 予 ｴｾ ましに。それで其の方に

詳しい人に見て戴きまし? こらどうも千利休が持っ

て居つ? こ徳利に似て居る、 或は千利休が愛用して

居つにものではなからうかと云ふやうなことで、



共の徳利も危険なことがないでもないし、博物館

へ持って行つにことがあります。

米 松 と 哨 息

それから 是は高安先生の方が能 〈御存 じTごらう

と思ひますが、先程から材料のこ とに付て江崎先

生から数々のお話がありまして、非常に商白〈聴

い?このであり」ますが、材木から、所謂特異質と言

ひますか、人間 J ) 身腫に影響する気瞳が立つ。例

へば樹のやにが相官人聞の身韓に影響するのでは

ないかと思ひますが、槍は非常にやにが多い、杉

からも出ると 云五、お話を伺つ? このですが、 それに

依って目指息が能〈出るど 云ふ話を聴くのでありま

す。 共の最も茜しい例は米松てす。米松が日本に

盛に来? こ首時. 借家は殆ど米松で出来ましに。鹿

がそれに住んで居る 人から随分鴨息患者が出Tこの

であります。併し初めはどう 云」、課で 出Tこのか分

りませぬでしたが、さう.云ょ、患者を病院に牧容し

て置くと、何時の聞にやら怒るのでありま すが、

癒つ? こからと云ふので家へ蹄へらすと、叉始まる

どう も妙t: 、不思議行と云ふので、色々研究され

に結果、米松の吹き出 すやに の影響があ るので は

なからうかと云五、ので、米松を? 挽きましfこ挽粉を

箱の中に入れまして、入院して居る 共の患者に箱

の中の米松の粉を30分ばかりいぢらして置きます

し 共の晩非常に鴨息が出ると云ふことが分つTこ。

米松は非常に特異質の人に哨息を起し易い、是は

米松が最も激しいゃうであります。 是は アメリカ

物が激しくて日本のも のに少いので結構ですが、

日本のものにも米松ほど激しくはありませぬが、

此の傾向があると 云よ、百ことを聞い? ここ左がありま

す。

木骨コンクリ ート

ぞれから江崎先生は大分木骨コンクリートに興

味をお持ちのやうですが、賞は私等の方から見ま

して、あの構造は非常に困つにも のt: と思って居

ります。防火地区では木造は建fこぬが、識がない

から骨が使はれないと云ふ時でありますので、 そ

れでは防火地区に家は建? こぬと云ふこ とになりま

す。それで己t止を得す・木骨でやり ? こいと 言は れる

時には、やって戴〈ことにして居りますが成程木

骨コンクリートは火事には強いけれ1ども地震には

儀り自信が持てないのであります。それは煉五遺 1

よ りは確かにましTごと思ひますが、普通の銀筋 コ

ンクリートほど地震に封 してしっかり し?こ構造主

言ふ課ではな いのでありまして、耐震的 tこ非常に

紙陥を持って居る構造であります。お負りに鎖筋

コンクリートでやるよりも工費が非常に高〈附く

ことになります。叉大韓此の錨筋コンク リ { トの

建物が出来ないと云ふことは鎮材を節約すると云

五、園策的の行き方で今抑叫られて居りますが、木

筋コンクリートは中に浮山針金を入れます。詰り

地震に耐へるやうに寺る篤には、相官針金を入れ

なげればならぬ。鹿がさ う云ふことになりますと

錨筋として使ひます鎮の量 し 木筋 コンクリ 戸 ト

tこ入れます針金の鎮の量と殆 ど同じ位入れなげれ

ば、地震に封して比較的安心Tごと云ふ色のは出来

ない。 要するに銭材Tごから手廻り 難 い、 針金?ごか

ら手廻り 宜いと 云五、ので、 あ〉云五、構造が出来? こ

のでせうが、閤策的に考へて見る と、やは bあの

構造は商白〈ないと云ふことも I言へ る。コン クリ

【ト の厚味が大きくな りますから、針金を入れま

すが、それは責材の上から 言つでも商白〈ない。

唯現在では巳trre得な いからやらして居る左云ふ

t: けであります。 Tごからあ〉云ょ、構造は何時かの

機合に止めさせることが出来れば非常に結構fごと

思ひます。

杉 に 就 い て

江崎 今の米松の話ですが、此の前も私は大分

ひどいと云ふ話を聞きましに。日本の木に付ては

i捺り知らぬが、米松? ごとひどく鴨息に躍って困つ

にと云五、話を大分聴かされて居るのです。米松の

性質を研究し? こら商白いと思ひますが、杉の研究

をしに人には木村彦衛門さん空軍がありま し? こ。既

lこ故人になられましにが、杉材が日本酒に及1ます

影響と云ふのが共の博士論文で し?こが、 夫れは建

築上には関係がありま せんが、人間の衛生上には

非常に影響がありま子。例へばヨーロツ パや亜米

利加で出来る酒は綿τ 「オ{ ク」材即ち日本の楢材ー

を用ひなければならぬ。萄葡酒 にしてもウイスキ

ーにしてもブランデ ーにしても、亦「ピ ール」に

. しでも樽は皆オ 戸ク材です。日 本では杉ですが、

どうもをかしいのば其材の働きで、例へて見ると

日本では杉の産地と言ふと、秋田にも津山あり。

叉九州にも亦四閣にも 至る 所杉は津山ありますけ
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れども、吉j L ' J ' 杉でなりればならぬ。酒を? 遺るのに

皆吉野の杉を使って居ります。近頃は満洲や「ア

メリヵ」までも吉野杉が行って居ります。 此 の杉

の皐術名は、クリプトメリヤ、ヤ ボニ カ と云よ、の

ですが、買は私は放迭を頼まれに時に木村君の

所へ質問に行つTこ。君は杉 の酒に 及 lます{ 物質を

「スギニ { ン」 と「クリプト メニ { ン」の二つを

摘まって居られ ます。私が 見 る し ま r:: 種 '々のも

のを杉材は含んで居る。俗に日ふ木自主と色とがあ

ります。是は何 れも 犬ぃ♂桔j こ影響をして居る

のr:: が、どう Tごと 言って質問しにら頭を掻いて、

ある 、ある、ま Tご津山あるけれども 、ょう 掴ま へ

られなかっ? こと言ふて居られましに。木院や色が

どんな に強いものであ、るかと云ふことばミ名古屋

の白鳥貯木場などで見ると能 〈分り ま. す。昔は木

曾から木材を名古屋まで出すに約 1 ヶ年間も掛か

つて木曾川を水に浮べて流してきて熱悶の白 鳥貯

木場へ入れて置 〈のです。 きうすると 1 箇月も

経 つ に ふ 共 鹿 の 堀 の水の色が醤仙の如〈な りま

す。それは木から出る陸と色とです。鹿が建築家

の方では、木喜 ｾＷ ｫ の中に唯漬げて置 く が 、 宮内省

の貯木場では洗樫と申して6尺なら 6尺、 1丈な れ

ば 1丈の水深を絶え今保つやうにしてあって其内

に木を貯へるのです。共水の中に浸しである木で

も月日を重ねる と其木の. 1: に盛が溜まるのでそれ

をどんどん洗はして積替へて行〈 、内匠授の技師

に鑓いて見ますと 10年もそうしであるそうです。

非常に高いものになりますが、官内省では此の如

き材を使よ、から色も艶も佳し、。狂ひも来ないと云

ふことです。さ う云」、監津1 ) : 話を聴きまし? こが、

共の時に猿江〈東京本所) の貯水場へ行って共の

臓の中を見て一番驚いにのは「ネヅコ」の板が津

山あります。木曾の御料林で昔から rl :1して居りま

す、五木の一つで「アスナロー」と檎の中間位の

木ですが、材の色がf TZ色をして居る。共のネヅコ

の板が潔山あっ Tこので す。それか ら米松の長 い10

問もあるやうなもので挽いにも のがある。 此 のネ

ヅコ のづK歴を聴いて見7こ] 怠が、: l { : は建築家に研究

を願って見 fこし¥叉我々の方でも皐向上研究して

見ても宜いと思ふ のは、ネ ヅコ の板は撃を泊 さぬ

と云ふのです。そ れで幕府の御用部屋、即ち内閣

件議をする部屋は、外へ聾が減れぬやうにネヅコ

x  5 0  

板で張ったと去よ、のです。そ れは停設にか質際? ご

か賓験して見ないから分らないが、此 のネヅコの

板は兎に角名木です。木曾の材で憶、 ネヅコ 、 ア

スナロー、 棋、械、之を木曾の五木と 言ふ。ネヅ

コは外に見ないけれど、木曾には津山める。それ

から此底にある米松は勝海舟が威臨丸 でアメ リカ

へ行つに時に持って蹄つにと云ょ、ものです。是は

歴史的に商白いから大事 に保存してくれ と言って

置いにきり 尽なって居 b ますが、材木 の訴に付て

御参考迄に Ｑ Ｑｾ 上げて置き Ｇ ます。

高安 米松は何時頃から轍入されて使はれにの

ですか。

江崎 調べて見な いとま r:.' 分りま せぬ。

高安 今お話がありま し?こが、 情息と云ふもの

は何かの刺戟に依って起きれる場合が多〈、共の

刺戟に敏感なも のは L 、つもそれに依って起きれ

る。 Tごから文献で見ても枯草の臭ひに依って起つ

? ことかさう云ふ例もあっで、個人的の色のですか

ら、釆松の臭ひとか、ゃにか何か知らんの拝設住

の刺戟があって、それに燭れる主 、1¥*. 官、になると

云ふことは確かにあり得る。

共の一つの例を知って居りますが、それが米松

でないか知らぬと思って、今のお・話を譜いて居fこ

のιですが 65- 6 で死んピ婆さんがあ b ましに、

40年も 50年色目指息であると云ょ、入がある。: l { : は尼

ケ崎の人です。共の時分j 奏家の裏に 人造良珠の色

を着( 1 ，る工場がありまし? こ。あれが非常に良い、

我々は行つにら閉口する。併し本人はそんなに感

じない のです。それでこんな土地に居 fこら L 、かぬ

から郊外へ付けと 云ふので、武庫川遣に家を建て

〉行つ? こ。却ってH品目、が起るのです。それが甚し

いので、是は武庫川の土地が合はぬ のTごらうと解

樺し? こ。質i擦をかしいと思って居つにのですが、

しまひ にそれが分つ fこのは、離れを捺へて共鹿へ

入れfこ。そし? こら→国に起つ? こ。是は材木が新し

いので共の刺殺が悪かつ? このでしに。

それから大阪の此病人の弟さんが緋護士をやっ

て居る。 それが新地の元五郎が居つに家の奥に あ

りますが共の隣りの方で袋露路です。あそこはぐ

るりが雲隠で固まれて居る。共廃に事務所が洋館

で建って屑つに。臭〈て堪まらぬが其刀人は共鹿

へ行〈と E うもない のです。是は刺戟が反11に作



用 しにので しゃ うが、H出息、はさう云ふものです。

江崎 米松は本官; に困ったと云ょ、話を最近聴い

て居る。

瀧 濯 内閣書記官長の官舎で しにか、歴代 IJ措息

に Ｇｈｉｉ かる原因を調べて見＿こｾＢ米松につにと云ふ

ことが徐程古い新聞に出て居りましに。

チ ー ク 材

江崎 走は皆さんにもお願ひ して置き Tこいので

ありますが、未Tごに見付からないで、何底かにあ

りはしなし 、かと思ふ のは、角倉了意などが活躍し

? 二時の八幡結とか、天龍寺舶が大分チ ークを持っ

て蹄って居な いかと思ょ、 のです。黄柴山の建築は

前に述べ? こ如 t チ ークですが、角倉了立の;仮科! が

叉チ ークで出来て居り夫れが嵐山 の大悲閣にあ り

ます。大悲閣で見せてくれと言って見せて貰ふと

夫れは長さ 5 パ以 上で、幅カリパ以上厚さは 7・8

寸の相官; 大きいチ { ク材ーであります。是は角倉了

意が天龍寺拍で持って米fこものには相違ないので

それに碑文が書いである。是は嵐山の大悲閉まで

行って御覧になっ fこら能〈分ります。さう ;云ふや

うなもので何底かに使つであるも のがま ピありは

せぬかと思って居る ので す。京阪地方には探せば

ありはしなし、かと思ひます。 1M近頃はな くなりま

し? こが、ノトから 30年程前大| 仮に来1こ時、火鉢や煙

車: 盆: を買っ? こら皆チークで IIJ Ｚ＾ｬｾて 居つ に。是は ［ＡＭ ｪｾ

の首時大日本山林併に標本として沿ってやりまし

fこが、私の家にも ま七三つも 四つもあります。段

々調べて見ると コ込: は股frr告を大阪あ? こりで底分して

共のデッキとか何かの材をそれ lご使つ fこのです。

南木 大阪には明治時代チークばかり商って居

fこ庖がありまし? こ。煙車盆から机 ，茶棚綿てチ ー

ク材です。も う35・6年前になりますが。

池田谷 宙島町の数千? に使つでありますね。

南木 天主堂ですね。宗毅建築としては代表的

のものでせ うね。

瀧 j畢 多武峰の談山ili rl1il[士の1創立藤原鎌足の子力;

'支那へ行って建築材料を九分過り用意して来て、

一分は足りなかっ?こが、大鵠支那の材料で建て? こ

と云ょ、話がありますが、果してそれが停設; mりの

ものかど うか 。

江崎 支那には良い材は一つもないのです。さ

うじC チーク と云ょ、のは、安南か印度か ら支那へ

輸入 して来るものです。間州に は杉色松 もあ りま

すりれども 、大建築はやはり安南の方か ら支那へ

持ってよ ｉ ｾ るチ ー クで遣っ て 居るに遼ひない 。それ

で隠元碍師は安南あ ?こ りから 、将軍の援助も あっ

?こから、チ 戸クを持って采て支那風 に貰緊を建て

?このです。

南木 柱に貝殻の若いに ものがありま すね。

{ 弗 像 の 材 料

江崎 注意して御覧になると分りま す。向材料

諭に付て建築に闘係はありませぬが、合津に行き

ますと 、 あの子町に弘仁悌ばか りが50幾鵠もあ り

まして皆凶立になって居ります。私は常勝寺と云

」、寺へ一人で行って見て来まし ?こが、共鹿には驚

〈勿れ問責の弘仁併が 126謹もありま す。 1瞳を

除〈の外は全部棒で造られてあります。材料論を

やかましく言ふと 、徳ーと云ふ東大寺の坊さんが

議論が好きで、弘法大仰とは仲が好かつ ?こが、 同

僚と噴嘩して東大寺に居れぬことになって、合津

へ行つ fこが、あそこは平野が盟践で、綿て の物資

が多いから 、あの平野Tごけ聞けに。 此鹿が棒の非

常に多い所で、此底にある悌像は彫刻し に人は京

都から行って令津で逃つにものTごと云ふ鑑定が着

〈のです。そ れは材料が令津のものであるからで

す。

それからもう一つは、岩手! 障と秋田螺の墳に浮

法寺と 云ょ、寺がある。 此の寺 にやはり 弘仁併があ

る。東北大喜善の師ヲ1ニさんに嘗て材料論の話をし? こ

ら、是は木. EA を訓べて見ると 、奥羽から 北海道あ

? こりにある所の栓 で出朱て居る。 7ごから工人が

京剖lから彼の土u ! に行って浩つ fこと 云 ふことが言へ

る。成が若 し京都で遣って持って行つにのなら 弘

仁 ｬ ｩＩ ｬ ｾ は必十全部が槍でな〈てはな りま せん と思ひ

ます。併し今日残って居る 弘仁悌の内には京阪地

方 lこも砂で迭つにものがある。法隆寺や法輪寺の

弘仁悌の内にもありますし、海老江の或寺に も 2

つばかりあ りますそうです。 そ れ で 京 都地方で

も棒を使つにと云 i 、想像は着きますけれども 、合

津の私の見? こ前の寺の悌像に至つては全部棒で 、

l 臨が還って居る Tごけです。

主れから是は皆に頼んで知らして戴き?こい のは

私も省二参つに時には気が附きませんでし?こが、中

隼寺の光堂にある阿繭陀さんは藤原期のもので大

5 1  x  



!反の三千院にあるものと一緒のものにと云ふこ主

ですが。あ の悌様の材料が青森倫即ち「ヒパ」な

ら、工人が京都から行って進つにと 云ふことにな

る。若し情なら京都から遣って持って行つにと 云

ふことになる。それは材料に依って此底で出 来Tこ

か、何鹿で出来fこか Y 分るのです。

ぞれから京都の東寺の塔頭 の抑制民と去ふ ミ ｾ ，が

ありますが。共鹿に五大虚空i象があります。あれ

は安群寺にあつにものを持って来? こものTごと 云ふ

のです。是は私はE 細に見まし? こ。成る程彫刻は

極〈粗末で古 いも ので晩唐時代の ものであらう と

思ひますが。木の猷けて居る所を見ると 日本の木

ではない。 叉五大虚空像の乗って居らるる牛や馬

が大分修理しであります。共修理しにものを互利11

に見ると 夫れは皆倫です。此のL位室像の本組の 日

本の木でないことは確なれど夫れが何木であるか

は不明である一寸見? こ鹿ではチ { クらしL、。併し

チーク主 云ふ断定は能うしないが、若し制 らして

くれにふ 顕微鏡で鑑定が着きます、 それで支那

からあの五大虚空像を持って予Kて、手が取れ足が

取れ? このを日本で修理しにと 云ふことは共使用し

に材料で分るのです。

又法隆寺の金堂にある併像の天主に 附い て居る

天 人鳳 ｪ 旦は飛鳥と鎌倉と Ｒ 種類ある。見 ＱＡＧｾ 列では

共の区別が附かぬ。併し夫れは材料で区別がつき

ます。 飛鳥なら樟、鎌倉なら惜です。スもの〉古

びさを見定むるこ左を武田五一博士が研究して護

表されまし? こが、武悶博士は之を何で研究され? こ

かと聞きますと 、矢張り木材で研究されにそうで

す。 大髄 100年位までは古さがよ く分りますが 、

200年、 300年と絞っとなかなか判然と医別が附か

ぬ そうです。

同じ木でも先刻申上げ? こやうに、 * 曾で '..-J じ毎

月I f で同時に伐つに木でも、ゃにっこい木と やにっ

こくない木で腐り方が泣ひます。 二本の長i さでは

200年のもの と300年のものとの判 定が着かね。そ

れは共の記銘 とか他のこ とから研究してづいな いと

分らぬことであります。

それで材ギぽ命と云ふことを近頃私はよ〈 言」、の

ですが若し新し〈建築 さ れ ま し に ふ 何鹿の材料

を持って来? こか k 云ふことは必す・書 いて置いて蹴

き? こい。

玉置 飛鳥時分に樟がどうして' * て居る 0). : (' す

主 5 2

か。

江崎 六期の初めあっちから波つにものは白控

の悌像です。其白檀刀( 弗{ 象は今砧んどないのはど

うしfこかと云ふと 、皆杏に してしまっ fこのピ。香

にして買っ? こ方が利径fごから皆賀つに のです。

黄金悌も純金のものは熔か しにので殆どあり ませ

ぬ。皆坊主が出しにのてe す。 日本には白植がな い

樟が日本にあって 、それが白檀にー呑近いと 云』、

ので樟でやっ? こもの と思ひます。 夫れは樟には呑

があるから? ごと思ひます。

瀧運 ぞれは内 地 Ｑｾ けにし かな い ので す カミ ρ

江崎 朝鮮にも 北支にもありませぬ。樟は南支

那の l 部にはあり ま寸 が 日本に は南は直樹から黒

潮の影響を受ける九州 、四閣から 紀州 、東京まで

あります。東京以北にはありませぬ。

岡田 それではこれで座談令を格り ます、どう

も色々有 ｾ ｩｪ ｦＺうごぎいましに。

各 種 簡 易

防 空 暗 幕
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新 建 築 欄 I

品 二 ‘ ｾ ｾ ι
第 2階 ・苧問調

第九 日持 ・i p悶悶

第 4階 ・zp面蔚

上・第 2 階わアパー トの食堂

下 ・第 :1階のアパー トの居間
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第] 階 ・苧而翻

( ア メ リ カ〉 シ カ ゴ の ア パ ー ト

正面列脱{ 階下l土ガレF チ・になってゐる〕

グ} tU1 

各階事毎を ] f担位とする翠; 望書なるアパー トであ るカ・階段

ｾを中央に配置 して ゐるので，必要なる場合にはその扉

を締める事Jこ依って前崎二つ; こ分ける事が出来る。叉階

下はサ ーピス用iこあてられてゐるが，これも 客用fこ餐更

する司王が出来る。

(ZP面苅at!月)

]， J .信康 ｾ，正面入口 :l ，緩房ボイラF 室 4，洗濯

ｾ＠ 5，焼却溜 G，作業室 7，燦策室 8，倉庫 9，居

間 J O，食堂 11，厨房 l2， 寝室 13. 欝筋 ] 4，テ

レス ] 5，正面l務設 1G，現啓殺

( F ro m Architectural  Recor d May '40)  

漣築家・ Ge o r g e F r e d K e c k  
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ゲ4 観

外 観( 庭訪、ら みる〉
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8 E OR OON 

叫r。、同・.。・

2 貯・zp 西 岡

ムコ 「子ーご1

Ll VI NG 

，，'・0. 1[ 20・0

1 階 ・苧 商 周

居 間

敷地古、鳴らしめたものであるが，同じフプゆランをステツフ

ツ夕に配置する事に上つて，潟震にみる擦に斡快なモダンな

住宅が出来上った。 とのE芯こ探光lla風換気に利更が得られ，

叉. f f i l : のプヲ イパシイも保たれてゐるので居住者から寒波れ

てゐる。

プランも簡明なもので内容を少し獲ヘホlほ我が箇にも向く

綴なすぐれたも のである。

CFro.tfl Archi tectural  Recrd 1940 May)  

x  2  
( ア メ リ カ〉 ロ サ ン ゼ ル ス の 簡 易 小 住 宅
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人口十; ! Il ，の新興都市の厩舎として

鏡佼設計，コ富滋家; によ って寅E目され

たもので市役所，聞書館，. 公富堂の

;1 部分よりなる。

( Arc hitectural  Revie，，!， Feb.  

委 員 曾 室

仕 t 表

1 大 理 石

3  略的色カ ーイツト

5  赤草悦尚子

7  主Jj; 気ダク ト

9  トラ パーチン

11 ￂｾ リノリヴム

13 銀色 プ ロンズ手指

15 ドームライト

( イ ギ リ ス〉

ＱＹｾｏ よ ヮ〉

2  ア ツ シ ユ

4  ウ才 IL ナット

6  コロ マンデIL脚

8  銀色ブロンズグリ IL

1J  ゥオルナ Y ト

12 i且気ダク ト

14 機 以 尚 子

1 階 段 宰

2  命日曜 ｾ＠

3  昆 主 庭 園

4 前 窓

5  委 員 長 室

6 紛 仕 3 i

7  - 1 3 男女姿員用各宝

14- 31 市 役所各室

35- 37 i i ; ' 1j ! ; 上部

38- 45 舞盗用各室

2 階 平 面 閲

ウ エ ン プ レ イ 市 鹿 舎

1 階 段 窓

Ｔｾ＠ 委員合窓会飛入 口

47 自動車曲山

50 i事 郎 便 所

53- 54 ｾ電丘スイッチ ￣ｬ

建築家 ・Cl i f f ord St r ange 

l 階 段 護

2  図書館員事務室

3  :i:t i t 部

4  兜丞図書室

5 液 型F 室

6  凶* 倍入口

7 参 考 室

8  ｾ主理机
9  lil' kil 

10- 26 市彼所各室

27 7 オ ア エ

? 帝 人 2

45 推測量E 室

48  庭園m.l，¥Mi

51 叢 所

ゲト fiJl 

28 切待¥l y' ! : f ，

29 - 30、
41- 42; 男女タト査室及便所

31 粉 仕 室

32 喫 茶 室

33 パ -

34 幹 部 便 所

35 会 堂

36 銭 高是

ＳｾＭＴＰ 舞 疑 ｭ 各 室

1 階 zp 面 開

3- 43 市役所各:i!it

46 ｾ電池雪道

49 迎勝手便訴

52 車w .

字組皆。卒西岡

3  x  



外 観

北側・ 道路よりみたるゲIWl

x  4  

C QJ  

よ ・第 2階苧面直

下 ・第 l 階平面潤

( イギリス) コロンボの 2 戸 建 住 宅

この住宅の建つ敷地ト対包但11にL 遊覧か

がない閥{系にもよるが，暑さ搬しい慢で

あるから，居室を北而さ L て暑熱を| 坊い

でゐる。そして関i面潤に見る様に屋視も

緩勾配の流れを，殴謹ひ，ことりその聞を

利用して換気を計ってゐる。向，出雪上綬

室: r ; 壁もカ' ヲスlこして遜磁器時寄託を良好な

らしめてゐる。

( F r om Archi tectural  Revi ew J ul y  ・40)

箇i 面 開

① 

。
θ  

。

砲事医療・ Andr e w Boy d 



⑧ 

L  " ，l" "r_ _ j  

苧 面 岡

とれは London の Bal l ersea Par k 1，制収の

近くにある喫茶庖である。プランを見る擦に

図形をなしてゐて，室内は直鰹40択もある。

剖，J /J(への桃差を得る符に壁面の竿分以上は床

から天井迄の大きなガラス廃を入れてゐる，

そしてその外には腐くゆった りしたペランダ

F を設けてゐる。

くFr oSl¥Archi l ecl ural  Revi ew J ul y '40)  

( イギリス) Bal tersea Park に あ る 喫 茶 底

ベヌ ン ダｾ鬼ゐ

ベ ラ ン ダ

ベ ラ ンダ 上 り湖 ｫ を ｾ る

建築家・ H .A. Rowbot ha m 5  x  



古 建 築 新 抄

岩 木 山 締 結

本州の北端℃近い岩木山の南鎗乙あり額

図玉瀞を品巴る。 締 或は 麗〈清 ｾで，幾つ

かの鳥冨を入ると機内， 奔蔵本販が奥に

行 <r 王ど高い位置に這られてゐる。創始

が奈良時代に湖るが現在の駐毅は寛永年

間こ澄まれ，総門と奔殺と由主尉賓となっ

てゐる。純I門iこは士三門の形式を取り入れ

而も種々狼剖的な様式を備へてゐる。

x  6  

機

奔J ! 1 . は方五間，側をめぐら

せた，大きな建物で，和際

三凶繁径の手法;こ成る。内

部は前面を奔所と L ，奥を

- i ' ! i 1高くし 経を敷きその

境には格子をはめ，簡素: f I i 1

鍛さを漂はせてゐる。

最奥の高所二建ち， 1手忽遮

門工り建買吉年代は少し後九

る。前面一得 ， こ ｩ 底手な Ａ ｾｾリ

星童話を 行ひ ，我が 閥鼠 ｾｉｊ ｾ 篇

の古建築として大ぃ: こ祭を

吐いてゐる。

拝 殿

本 段

(19)  

t!U ｦＧ ｾ＠

藤 原 義

有 名 ・ 無 名

( 其二)

ｾｉｊ 闘には探公が暢 ｧｴ 商閣には湖 の 賓が高

い。古建第こも 北問1::1;1: 北側担? あはれき

があり，南側にはw闘のおもむきがある。

それは意匠の巧准や裟証の軍区間紫には

依らぬ} i IJ の雰毘気から来るものである。



吉岡主締罰土本殿

秋Ｚｅ Ｎ 際大国町ゲ干のｾＱＩ中に

あり，阪土田付属高日が鍍夷

征伐のとき1m: った大 g命を

祭前王 L てゐる。元組年間

@f J ち室町の末終こ這られた

といふ現在の本殿l主，入母

F者遺ρ小慾棄で，随所，こ珍

奇な. i ! ! 誕百事式を展刻してゐ

る。

車干廻リ科共

和線二年先lご居襟風の尾極

異様な繍形肘木や塁総括若手

f事統内な様式を元と L つ L

新[ 摂泌を出 L てゐる。

側面軒廻リ

将微な論部をもっ猿股や木

ぬEE! 沿ぬの線形l主，そのl彦

!必L も上乗ではないカ司の

自由奔放さは，との花7) n指

の闘こも桃山時代の演の王

近く泊って来たことを物語

ってゐる。

7  x  



6  HOURS CONCRETE 

I  :  2  :  4  71ut 65 Ｖ 併問 Ｒ ＱＷＧｉ￁ｾ 28日 4- 10ヤノ仏

1: 2: 4 71ctt 456瞬間 300'I/J 288 580
K

i ;i ffi 

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す

主仁ム!

k

r

ぶ

州

防

隊

司

刈

財

務

寧 楽 屋 家 具 装 飾 応

大阪市西区南堀江通ー ノ三四( 木綿橋電停前)

電 話 機 川 ( 64) 二 六 六 三 ・七 九 二 三

VI I I  8  



郷土 建 築 雑 感

同じ民家でも農家、町家、漁家等

iこよ勺てその形態や内容 に大きな差

があるが、何れも環境 iこJl頂隠し賞用

に即 し、永い年月の経験を積んで霊堂

主主し、盟主際生活に愚も都合よく出来

てゐることには貝りない。生活の単

純な場合には家屋も翠純で正直であ

り、見せかげと いふものをあまり巡

らな し、。仕事するところと飯を食ふ

ところ 、図鍵の場所と寝る 場所など

が極めて単純に結びついてゐる。生

活力4多元的にな ると 家も多元的にな

り、客聞や玄酔! など が重要滅さ れ、

間取にも ｾｩｬｩ にし形式を重んじ 、 ｻ乍

;な的なものが多くなってくる。

併し客聞などが重要視されて来1:

ことは民家のをま逮に大 きな役割を遂

げれのでめって、近 i止民家重量主主の起

駐をここに置くことが出来るのでめ

る。

大阪附近の民家( と いふよりは上

) j 地方の民家といつれ方がよ いかも

知れぬ〉は この意味で大いに特色を7

{-l してゐる。やはりこれは京都に近

かつれ齢J係 L ゐり 、庄屋とか郷土と

か本陣とかに包・時の密院迭に飲つれ

立添な座敷客|間が巡 られ、床や主主側

や附; ; ! } 院が設げられ、玄関の構へも

出来 る桜 になっマ来1: 。 この風潮ヵ :

一般 に行きわ1: ｾ、 少し立添な家 に

はそれ相官の客座敷を 備へる 様にな

っす二。

兵庫版 山田村の千年家 とlilf ばれて

ゐる裕木、阪国商家の家は、室町時

代の建築で全園民家の中でも古い質

例に屈するが、何れも 勝手土問や居

間な どの純良家の卒面公有 し、 その

後江戸時代の初期の頃 に居聞から 夏

普 に も精動運動がめつて、一般民 に綴いて客座敷が設げられ て、結局

家の造作 に きびし い 制限令が敷か 吉村家と 同様の形となっ1: 。併 し客

れ、立浪 Tよ客間や末、主主側などの登 座敷としてのはっき りとしれ待色は

海なものは禁止されれりし1: 。 併 吉村家には及ぱな し、。大阪府下至 る

し結局のところそれが獄まってしま ところに見る良家は大低こんな風に

って今の民家の形式が出来てしまっ 客座敷を備へ、他方の入口は土聞と

?こ。 なって、勝手や居間や納戸のあ る純

藤 原 義

このことは近畿地方に限

ら子、殆ど全倒的と云って

よいがこの附近に待に著し

いのでゐ る。

段家を? 凡ても町家: r e 凡て

も、大低の場合は居間や，j協

子の古E分主 、 この客座敷の

ii' 1; 分とがある。

官 ｅ 倒をｾ Ｉ弘 げれば 、 ｉ 若 干 ｉｉｊ 内

郡の吉村民のｾそがこの好例

で、 主ｾＺｊＡ￭ｾ家 ｅ しての部

分と客座敷の部分とから成

り、客座敷の方 には式翠玄

関も悩つてゐる 。{ 也の住居

の)j の部分は、入口を入る

と土問で、 その奥は勝手と

なり 、かまどが築かれてゐ

るo PM.家 はこの地方 の豪家

で徳川幕府の 1止となってか

らは代官とな り、 叉そのも長は大庄屋

として車部、 て*1: 。現在の家は桃 山

の末、毛主〈は代官となっ? こ直前頃の

建築と考へられ る。? 吉家の経歴が比

種民家の出来1: 由来をよく 説 明して

ゐる 。

l込家主しての形態な有してゐ る。 そ

して居間 と座敷との聞の室を玄関 と

し7こものが多L 、。叉客間 には縁側ヵ:

ゐって、 その前方 に立添な庭園:re3i

りこの部分Tごげは塀で図っ てゐる 。

この様 に客間を重要腕 して、 それ

5 3  x  



lこ倫 lま玄関を備へ1: 1) しf こところは

上方の民家に特に目立つ様である。

それからもう一つ 附げ加へ7こL、こ

el t ，吉村家に 於げる有名な吊部屋

でめる。あんな風に待E1]風型軽りな部

屋を遜って鱒僕の室にあてれのは、

形態は築るが土問や鳥屋の一隅など

に小 さな下僕部屋を主主る風は方々に

めり 、 これの待. 81
] の場合といふこと

が出来る。併し高いところにあ んな

風に昔日屋を造つに質例は、 自分は先

年飛廓の白川村で見7こことがある。

‘ ポ ロ

御母衣の少し先を 山の方へ上って

行つれところの、大きな茅葺の良家

で、例の大家族の家である。江戸中

汚 水 浮

期の建築と思はれるが、婆の土腐の

ー闘を薪置場として、 そこから引、遠

戸を関げると 勝手の板聞に入るやう

になってゐて、 その入口の上方に 二

畳敷に足 らぬ小部屋を造って下僕の

緩床としてゐ 1: 。部屋の一方に明障

子を立てて採光し、用のあるときは

傍らに置いてゐる普、通の簡単な梯子

を凶げてどドする。態どこで めると

同時に勝手口の用心にもなると忠つ

れ。吉村家のと同じであるが、部屋

会支へるのに吊束ではな〈柱金立て

てゐるので吊部屋とは云へな L 、が、

それだげ 形式としでは原始的でめる

と云ひ得る。潟挺はこれを示す。

化 槽

尾 亀 清 四 郎

日本一臭い小説は鬼オ火野葦卒が 伊J としても水洗式を採用して、 この

μ 、?こ 。 名 づ げ て 「糞尿認j i:.去 汚水? 守化tfyの御厄介にならなげれば

ふ。紫畑室ーの汚ならしい話 になる ならない型式になってゐみ。大都市

か ど うかは知らないが題して 「汚水 が採用資施しつ= ゐる放流下水事業

i守化槽 j i:.云 ふ。 も着々其効果を後揮しつ』ゐるが、

明げでも 暮れても何の 因果か知ら 何分放流可能区域カ; 大都市の一郎に

ないが、こ れがこれがオ- . . : ，，- マの種 限られてゐる今日 、全m築界が要求

であって見れば「ダイペンキ j rシ する浮化設置の敏に後ぶれば誠に徽

ヨンペンキ j rジヨウカソウ j iま1'J; ""1: るものにすぎないのでゐる。

は文書匹となり或は言葉となって、机 そこで愈々我々の活節目が虫色まる。

上の可書類に園面に電話の中にきでは 大熊菩邦郎士鑑修の「近世便所考j

食時の話題にまでも( マサカね〉 によれば我図衛生工業界の大先撃で

氾濫して我々、は身動きも出来ないの ある須賀族五郎氏が日本最初の汚水

を如何ともする事が出来ないのでゐ 滞化械を作られれのが、明治45年Tご

る。 rアライヤグ」とおっ しゃる 御 つれそうで 、 それから大正初年へか

婦人や、とのがれがあ' めりになるか げで外人の多い紳戸を中心に相包盟主

も知れない。 rだがねオ F チアイ」 のi守化#Yが出来れそう Tごが、何等主主

佐宅、 アパ ート、ホ テル等一連の るべき取締法がなかっ7こので、いつ

住建築に始まって病院倶楽部、皐校 も営局の啓蒙に苦苦手をされ、 これで

育貨底、商底、事務所、劇場、工場 はならな いと種々運動 金されれ結果

停E思惑等々と凡 ゆ る建築が必然的に 惑に大正 10&j 三6 刃に始めて替視隊令

。詰へなげればならな い運命 にある使 として取締規則が公布され兵庫l隠で

所をば、少しでも臭くなし、、 きれな も笠 II &j三 5 刃に際令第30放を以て水

くないものにしようとするなれば、 槽使所取締規則が公布されれとの事

x  5 4  

である。大阪府では昭和 4 年 2 J l に

府令第16披汚物慮理機取締規則が公

布されてゐる。

きでこの各府県系の取締規則で以て

一際1字化槽が設計施工出来る司王にな

るのであるが、この{ 也に公表きれな

' い内規とか云ムものがめって、資際

は我々 の測り知る事のt I ' ，* な い、 日

々成長を綴げて行〈この内規によっ

て取締金うげるのでめる。 f中々 やっ

かい至怪なものでめる。

浮化槽はその惰成する腐敗械、盟主

備滅退樽、沈澄槽酸化槽、消毒機等

の容量によって、何人分の滞化憾i i:. 

云ってその大きを表すのであるが 、

小は30人分の家庭用 一一普遜の使溜

に毛の生えれ如き大き ーーから大は

何千人分にも及ぶプールの如きもの

泡ゐるわりである。慾築の計霊が主主

むと同時にその建物の種類大さ等々

によって何人分の滞化槽を設計すべ

きかが先づ第ーの問題になるので

める。

住宅、商j苫、事務所などは l 坪 牟

lこl 人の刻であるとかアパ ート、 ホ

テルは l 室につき O 人 とか、料理腐、

待合は客席 1} 平につき O 人とか、カ

7 エー、喫茶i苫は建築の場所共他を

考慮して 1:坪O 人とか、劇l i J ( ま最高

牧容人民を、主義校は生徒盟主を、病院

はペット盟主を、惨事場lま最高来客数

を夫々基礎にして何人とか、 それは

それは、大鎚な事なのでめる。これ

は単にある 地方師事の内規の一端を経

験によって窺知しれまで〉 、各府阪

によって夫々特異な係盟主待異な算出

方法をもってゐるのを常とし、 これ

が四国の状勢に際じて自身成長する

のでめる。中には建物の種類如何に

か、わら子、大使器 l ケにつき Q 立

方尺、小便器ーケにつき O 立方尺と

使用水量; 金お' さへて容量を算定する

蕗があっ? 二り 、叉大使器小便器の個

重文と恩位 l時間の使用回敏と ! 日の使

用延時聞を考慮してやる様なのもめ

る。



2. 3  ｾ匹前打つれか 、 あ る 郊外 電 車 工事が決定する一一ー直笹工事の如き

がそのタ ー ミナノレの炭壌に公衆便所 一一 場合がめ る。民主が現ｾＺには建築

を設げる事になり 、浮千七舷f {e設置す 屋さんの方 に ちゃんとコンクロ ート

ベく設計を進めれ量産が、 この個数左 打 のついでもゐるし、 どうしでもそ

回数と I時間で算出する事 になり 、設 ちらにお，! @( ひする; ] が 、 と云ふ司王に

2十し1: 蕗が 10ケ足らす，器具で以て、 なって、 ョンク リート 工事をお. 1 mひ

べらぼうな大きさになっ7こので 、 そ するのでゐるが一一質際はこんな生

んな事無茶苦茶や、 そんなんやつれ ねる い云ひまわしではな い そうむが

らもう元のま h において立小便さし 一一 それが又何 とペラか・ゥな翠債の

とこ 、 となっ? 二本もめる。その時の コンクリ ート でめっすこりして現場員

係費支は健か大使器の使用 同盟主は l 時 は随分閤つれ事もあつれそうでめ

聞に10回で一一一 l 回の使用時聞は 6 るa 此切は猛築界も新惚H ; IJ とかでも

分になって少々早すぎる感があるが うこんな事はな い そうでめる。

綿入の使用を考慮して主の事でめる 臭い認が t:' らTごらと綴いて甚だ御

一一小便号告は I 1時間に 20回、 l 日の 迷惑、 この迭で漆化慣と家: 闘の話を

使用時間は共 に初蓄を午前 4 時かち終 述べて捌筆する苓にし? こい。ー健鬼

査をき歪午前 I 1母迄の211時間であっ1: C  門や裏鬼門 lこ、使所 fe もって行〈 の

記憶してゐる。 が、悪い のか浮化槽をもって行くの

お' 役人のきめれ事? ごつれら 、 ぞれ が慈いのかは、長女相凡夫々によって

がれとへ如何に矛盾しれものであっ 主主ふのを普、通とするが、家相が惑い

ても理震の遁らな L、、ならわしのこ 力、ら浮化併をここへ持って来てく

の図では来fごにガ Y として深化1曹を れと云ふ桜な要求 l立候りないが、 l

作らして〈れぬ燃がゐる。東京でも 年に 11支や 2 皮 t: i 出てくる。先日も

大阪でもこれこの主主り認可してもら 或る豊島校が計: 撃され仁左き 、例によ

ってゐますから 、 どうぞとで L 願ひ って建築計霊と同時に衛生設備の計

出ゃうものなら 、東京は東京、大阪 霊も主主み 、 何回もの設 計ｾ ｝｛の後や

は大阪、 うちはうちち.や、f乍る事ま っと工事が決定して1守化梢の出願 L

かりならぬわ い とそのかすこくない役 し、慾 築 L 堀 ;j が準んで行つれので

人根性で大見得をきられる事請合で ある ｯｾ がこの豊島佼の主脳部＿ に

あるから 、誰もそんな事は 申上げま 大のかつぎやが居って早速お出入の

せんがね。それ普から云ふぢゃな い 家相震に見せれ揮でゐる o ｾ＠ ' " 部事

ですか、泣〈子と O 人には勝てぬと 休す。こうに於てm築lま根本的に設

きて浮化槽の大きが決定し、設計 訂後更となり衛生設備も必然的に玄

見績が進捗して工事が決定すると出 武朱雀育施白成、子丑寅卯辰己‘ ・・

願と云ふ4Ji: になる。許可が F ると愈

甲乙丙了庚辛… ... 等々色ものものし

い志望の入つれる 、L 、とゐやしげな る

線で書き上げられれ建築の百日程悶

一一ー0 0皐校新築宅; tIH監定酉E置困、

皇昭和捻五年庚辰O 月吉、 旦大 日本

宅相方位鑑定日市何某Ep c云ふ いかめ

しいものを? 御前象あれーー を示さ れ

て深化問はこれこれの線の 内に 入れ

るべしと衛生設備と敏個の浮化楠の

設計を根本的に豊富更するの官余儀なき

に至つれのである。

4主も キ日常] [ げ沢市中戸元町での出来

事でゐ る。 i 人の入生卜見がやれやれ

今日 も大分もうかつれわいと商貧道

具を片付げて一寸露路へ入って小使

をしてゐる聞にその日の該ぎは勿論

の事、大事な大事な商賀道具渇掻携

らわれて泣〈にも笑へなんだ、と云

ふ話がある。一 寸手 fe見? こ丈でその

人の過去がわかっ1: ｾ、 将来が 卜 せ

? こりするものTごつれら 、 なぜ' 自分 の

将来を? 見定めて、 もっと早 〈入主卜見

から足含洗はないのTごらうか。洗へ

ぬ筈fごよ 寸前] の盗難の相さへ見えな

いんTごもの。とその祭校の設備の設

計を猪営しれ人は 、つくづ〈と誇 る

のでめっ1: 。

新組 制 に来 ｉＮ ｈ しれこの ｪｊｾ 畏い日本

Tごもの戦時下の人心 をまどわかす事

によって貴重なる米を食つては深化

槽の厄介になってゐる虫げら共営、

製造禁止使用禁止 に出る位の事は問

もな い事だらうと期待しな が ら。

( 昭和 15.9. 1)

々施工とな り中間検査や竣工検査が

とv こはりな〈すんで使用認可とな

るのでゐる。その聞のや= こしい事

も相常なものTどがこれ1; 1 : 省略すると

原 始 的 番 小 屋 に 就 い て

して、1字化槽の外部は普a 遁 ヨシク リ

津 田 撃

ート や煉瓦で以て居ｾ￬Ｎ￯￮されるので 、

施工はむしろ建築屋さんの分野にな E霊峰宮士号? 前に 御殿場線、据野か れね有盆な小屋働の好例であ る

るのである。それ放に設計見積営時 ら下土狩附 近に散在する 西瓜畑の番 天地根元宮治をしのばせ る親しみ

よく コンク リ1 ト工事を見積外とし 人小屋は西瓜の熟す る季節一時的必 あ る、や さし き姿よろ しく経三寸内

て内部装置のみを施工する様に工事 要に せまられて、年々新らしく建て 外の左右 よ り交叉する 2本の丸太は

を取短めるのTご1;' 、 どうかして浮化 ι るうものなれど 、英の手法あなど 屋根 よ りのびれ る部分長〈 中空 に そ

槽工事を一切施工する桜! な立前で、 りが7こ〈吾々は決し て経〈見逃せら ぴえ 丸太の煉木 を波 し、竹の猪に竹
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の小舞をかき誕にで、無雑作に屋根

を主主き入口にはでも又はごぎを釣る

し大き関口 89尺 以 上 奥 行 10尺 12尺

内外である。比の呑小冊には土問共

①

脊

小

屋

格

好

l

下

士

対

山

間

近

に

あ

る

も

の

v

d

 /

 

i

‘

 

う

織のものめり 、旦¥X; ( ま床金 1 ｦｾ ほ ど高

〈して犠をならべれるものめり 、更

に見張りに 使利な るよう柱を主主て床

を一層高むる結果屋械は自然と地上

をはなれ、 ここに後一|止 の紳社{ 主芦の

形式に近づく暗示ぞゐ7二えるかの如

〈、推測し得らる、主主重なる工法で

ゐる。

吾等の胞先が穴mより地上の生活

全管むぷ〈主主みれる時、若干地面ぞ

②響小屋

裾野ー下七株、t K l > ' i l < りたるもの

掘り さげ地上に屋1援をのせれ るは人

類の最も 幼稚なる時代の工作 として

はさもあるべく 、単に雨露を凌ぐに

足るこの程度のもの にで定めし満足

し得れること は、想像にかれらさ. る

ペ〈 、 雑誌住宅 ＲＴｾ 号 Ｑ Ｒ 刃貌に 記載王

x  5 6  

箇 山に天地根元宮迭の家を訪ねて、

藤原義一氏の研究は得量産主食重なる

文献のを苦表 にで不便の場所に困難な

る調査 をなされすこる共の努苦 に到し

深〈敬意を表する次第でゐる。

白川村に存夜するものとの潟挺を-

ＲＵ ＧＭ Ｑ 三 前 幸に入手比絞 することを ｾＱ ヰ ＱＺ

るは大なる喜びでめる。

①帯， j、Fi-:

熔妻子ー下 k跡、床をお〈し屋1ft 地上主・

はなれた b の

西瓜見張の番小屋は以上のものよ

り遥かに簡易なる用途に使用せらる

、ものなれど、原始時代の工法殆ん

ど1t li 董を表現するものと思はる 、向

考察すべきは現代の人の手によりまを

られるものが、遠き 組先の温風合う

げつぎをるとせば民族のもつ{ 存続の

カ如何に強きかを説明するにゐまり

めるべ〈 、即ち 4 木の型を建てるこ

@ 白 川村にめる も心

とを今日迄忘れぎるは吾等民旋の言寄

りであ ι ぅ。

小屋働として各地到る1 l に散在す

る炭焼小屋或は肥料小屋穀物を取り

入れの小屋又は納屋海道監の漁夫の小

屋働穏のみのる頃、君事雀を? 追ひはろ

う小屋又は水没に 4 つで網を? をろす

脚部高き丸太小屋等があり 、 あるも

のは柱を廷し、める L のは崖の一万

セ利用し裁はまねき屋根をかげれる

等種々なる型のものを? 見受げらる。

比の番小屋は現代の工作 によるも

のなれば床あるものは板を使用しあ

るは原始時代れれ、ささか矛盾のき

らいあれど いれしかれなく 、大古の

ものを? 想像すれば土問其儲なりしな

らん 、或は枯草にでも敷きれ るカそ

れが温多: 丸大 叉は木の枝にでもなに

ベ、寒暑に而，tへれるものなるべし、

尤も床を高く するは雨水の浸入を防

①

上

野

原

に

あ

る

も

の

ぎ倫且つ柱 {e建て更に一層F交を高め

るは自衛上必然の要求をみれしれる

ものな らん。穴居より 地上の生活に

診る時代自然に後生する最初の工作

の一方法としては、新の如きものな

りしならんかと推測し、得る' J . t 例 {e

見て意義深〈感す・る、比の番小屋に

より 問先が浅しれ る伎に 到する後展

の経路 {e畿何なりとも祭ぴ、作 しは

幸で める。

潟挺 l 脊小屋土rilU引退のもの

2  番小屋床自? 張り? こるもの

3  苓小屋床を高〈し屋根地 t

をはなれれるもの

4  白川村原始時代に近きもの

う 上野原附近原始時代に近き

もの

〈 以 と 昭 和15年8}l 27日稿〉
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合 員

故 小 池 鍋 三 氏

昭和 15'1" 9)15 日合員 d洲』鍋三民病

}  を以て逝去せらる淘 に哀 悼に禁へ十

五Eに宵照とp! ( j . 月号を? 掲げ諮んで王宮意を?

表 す

1. 氏は明治42年9月2 日l岐阜 市執屋町

48務地に 生 る

1. 昭和4' 1三3 月岐 阜際立岐阜中墜校卒

業

1. 同 10年 3 月来京美術墜校 建築科 卒

業

1. 同年 4 月大阪市役所管繕課勤務今

日に 至る

1. 同 11年 4 月本合合員に入合

1 . 昭和 15年9月5 日逝去享年32歳

合 員

政 浦 英 之 助 氏

昭和 15年 9 月19 日合員nfi 英之助氏

病を以て逝去せら る

民 は 年 月 日本令合員として

入合爾来苦手議員、常務等の役員に営

i塁本合の1: め墾力せられしが病の7こ

めに長逝せら る。淘に 哀 悼に祭へす'

五互に 1宵照と略歴を掲げ諮んで弔意を

表 す。

1. 民は明治6年2月26 日東京府に生る

1. 明 治 年 月工 身医院ｾ築科卒業

1. 大阪府建築課を経て大正 10年堺市

土 木技 師に就任直ち に土木課長と

なる

1. 昭和7年6月退職爾来今日 に至る

l 昭和 15年 9 月19 日胃癌にで逝去根

年 68歳

常 務 曾 ( 第 17同〉

時 9月2 日午後6時 一7時

!日 l 陳列滋別出

H' ，J信 者 剤 事 今林市11 合長

議 事

ｾ Ｇｉ［ｊ ｪｲ＠ 弁 t 監事、鈴木致事

常務 北 恒三百日 、玉 置生日己

中丙主記 、三浦主記

事長中主記、岩尾主 計

久保田 主 計、政問編

斡

1. 9月例令に関する件

2. 住宅委員令より委員委燭方要求

のイ牛

3 建築関係法規抄築資慣に関する

イキ

4.令員詮衡

報 告

1. 11' ，征、除隊報告

常 務 曾 ( 第 18回〉

時 9月9 日午後6時 一7時 30分

所 陳列務別室

出 席 者 理 事 今林司11令 長

議 事

常 務 北 屋 主 記 、宝置 主言E

中西主記 、三浦主記

事長中主記、岩見主計

桐本主 計、久保回 全ー

計、政岡編時

1. r建築と社令」康告 掲 載 並に編

斡方針に関するイ牛

2. 全 日:本科筆技術闇値聯合合より

申越のイ牛
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常 務 舎 ( 第 19回〉

時 9月 16口午後6時 一8時

所 陳列19J! I} 室

出 席 者 理 事 今 林 日110・長

ｾｚｊｊ＠ 井」二段 Ｚｴ ｊｾ

言葉 司E

常務 北 垣 一色記、三 ifO=U 日

岩尾主計、桐本=ロ「

棚橋編} 耳、政問編持

]. 10月例令に闘するイ牛

2. 令員名簿間合事項に持討す件

3. 都市計笠委員合より委員委醤方

要求の件

4. 災害獄皮委員令よち風堅t!t準号待

賂方要求のイ牛

5. i1; 議案提出に隙Iするイキ

6. 助手採用の件

7.令員詮衡

報 告

]. 8 月分令計報告

2.委員令幹事合経過報告

3. IH征、除隊報告

都市計重委員舎 ( 第 II 回〉

時 9月3 日午後6時-- 9時

所 委 員 長 井 上

幹 事 鋭 図

委 員 川 勝 、 管 、寺

岡、稗問 、森口

!. 委員補充委蝿に関するイ牛

2. 定例日銭更に関する イ牛

郡市計霊委 員 舎 ( 第 12回〉

時 9月18 日午後6時 一 7 時30分

所 倶楽部室

出 席 者 委 員 長 井 上

委 員 川勝、菅 、寺岡

稗岡 、松森、軍駐日

吉開

]. 金園都市問題合議総合に関する件

2. 大阪市中心とする地方言十笠宮定期立

のイキ

法 制 委 員 曾 ( 第 7 回〉

時 9J.l 19 日午 後6時 - 91博

所 f具幾部室

出 席 者 委 員 長 池 間

幹 事 玉 置、津問

委 員 黒 問、 竹中 、 中野

卒 野、績見

ヌ 5 6

1. 新研究問題に関する件

材料委員舎 f 第 14回〉

時 9月5 日午後7時 一8時30分

所 {兵集部室

/1'，)用者 委 員 長 松久保

委 員 背 倒、薗昔日、近岡

ト木材市場品寸法規格案合員に周知

記念事業委員曾皐絞分科打合合

時 8月19 日午後6晶子- 9時

所 倶禦吉s室

/1'' ' ，' ( 1 哲委員長松本

ご巨 査 ifu問

幹 事 北 喧

委 員 篠 原

の件 I  1 皐 校11設に附する成案の磁戒に開

2 同 l忠等規1事実検討のイヰ |  するイ牛

教化委員曾 f第 3 回) I  陳列場幹事曾 ( 第 10同〉

。寺 9月20 日午後6時 一 7時30分

所 陳列第別室

出 席 者 委 員 長、源口

町 事 大 人 中 野

委 員 坂 本、 花輪、政問

横山

l 既設並に新設の工業製校( 大祭 、

専門型校を含む〕に建築科を粉、

新設に附するイ牛

2. 建築科教員養成に除Iする件

災 害 彊 度 委 員 . c第 7 図〕

時 9刀II 日午後6時 - 81ff

所 陳列湯J ! I} 室

出 席 者 委 員 長 波 部

幹 事 浅 野、黒田 、

委 員 大 野、 小泉、佐々

木、園部、長尾、

喚 問 、大井、松本

! 大阪市試験の釘打梁質検報告

2. 風懸規準関係方面に寄贈のイ牛

設備委員曾 ( 第 9 回〉

時 9月10 日午後6時30分ー 7 時

30分

所 f具紫昔日室

出 席 者 委 員 長 増 井

委 員 岩 尾

1. 大阪市水道部忍設下水道、・水洗便

所施設に関するイ牛

2 工場遮蔽方法に関するイ牛

住宅委員曾 ( 第 7 回〉

時 9月19 日午後6時 一 81侍15分

Ｉ ｾｲ＠

委 員 長 石 川

幹 事 岡 田 、矢岡

委 員 岩 尾、 問中 、 中野

1・住宅讃本原稿整理に闘する件

時 9月10日午後61時- 8時

所 陳列答J ! I} 室

/P， 席 者 幹 事 長 池 同

常 任 幹 事 小 林、悦

幹 事 野 中 、係 国、矢

同

I. II : l 品者勧誘に附するイ牛

2. 材 料集成に関する件

倶業部室幹事曾 〈第 3 回〉

時 9月26 日午後611if ー7時

所 籾 日 ピ ル1具紫古事

出 席 者 幹 事 長 鈴 木

常 任 幹 事 高 波、三浦

幹 事 高 校、西 湾、 村

弁

]. 秋季大令に附するイ牛

都市武装促塗幹事曾 ( 第 6 回〉

時 9月5 日午後6i待- 8時20分

所 陳列努. 8
1
)室

出 席 者 幹 事 長 池 悶

常 任 幹 事 宮 問 、吉田

幹 事 竹 内、原本、内

際、 中西

]. 防空、防火講演合開催のイ牛

]. 防火吹i疹英他の建議にI *Jする件

都市武装促進幹事曾 c:m 8 回〉

時 9刃16 日午後5i 侍30分 - 8 時

所 倶楽部室

出 席 者 幹 事 長 i也悶

常 任 幹 事 井 上、吉岡

幹 事 浅 野、清 水、総

竹内、棚 橋、深

本、村聖子

l 建議案草案浸議に闘するイ牛

都市武装促進幹事曾 ( 第 9 回〉

時 9月26 E ! 午後6時 一 8: 時30分



所 陳列務別室

地 方 舎 員

出 席 者 幹 事 長 池 田 曾
水谷 英 男草寺 満洲図主E代省主主代街

常 任 幹 事 井 上

就［Ｗ ｾｌｾ 政府代用官会

幹 事 竹 内 、棚橋、塚
曾 員

15減( 尚洲図 々務院

本、松井、山 口
安孫子三雄君 幸子滋賛助員ョリ袴格

ノ ト 畑 純 一 君 西 淀 川 区 高 見 町 l ノ2

建 築 局 重量遁代省分

1. 建議案成案完成につき建議の件

( 不動建築株式合社〕

合〉

見 皐 曾 ( 舎勢幹事合主催〕
森 定夫君大連i I i 恵比須町 37

9月14 日午後2時一4i 号

赤木 ｩｉ ｾｩ 君 西成民新聞主主 l ノ14

ｃ ｩｬ ｾｩｩ Ｇ［ 州生活必需品合時

( 株式合拡大丸大阪

)ifr 島津マネキ Y 工場及東賞、

底〕

社後繕需品謀〉

日活、新興各ス F ヂオ

近 藤 岩 夫 君 普 遁 賛 助 員 よ りF専務

特別賛助員

出 席 者 明 石 常 三 郎 民 外60名

椋原 1巨則君 横者自市中広本郷町線

中 島 政 夫 君 南 限 姻江 上立!i. 3 ノ42

. . 午後 2 時ー同島津 マネキン工場に

ケ丘3ノ148 ( 森山松

( 旭 l倍;;:;; 株式令請士大

集合会堂にて茶菓の接待を? 受げ休

之助建築事務所〉

阪支庖〉

憩

佐々木幸太郎君 明石市大蔵町 7 ノ

合 同 勝 ) 君 東区横嫡4ノ50(株 式

l 同 2 時30:分同社支部人より工場の

3.450(株式合祉大林

令祉尚光社代表取締

概略につき説明あり、夫より 3 班

役〕

組〉

にかlれて工場 f t ' 限な 〈見当量す。

稔君 西 成 区 粉 額 商 ノ 問1 3

中川 辰J議君 東淀川区演町51 (言者

谷口

工事詩主主〉
1 . 午後 3時松本幹事長一同を代表し

ノ22 ( 大阪師園経理

IJI 本 正義君 上海 1.'1河北花園街 123

て謝訴を述べ夫れより 3 斑 に別れ

昔E工務科)

て同所f t ' 僻し衣の見当事務所 t: o 東

小川方〈上海雄川組〉

玉置 ｾ君 南区 日 本橋 Ｔ ノ ＵＶ

3臣、日活、新興各ス 9 ヂオに向ふ

( 同〉

曾 苧 ;
!. 各所とも約 I 1湾問に亘り撤影貫流

都孫歩:三郎 君 紳戸市灘区{ 主同 商公

J毛他f t ' 見当島幸巴念t最影等を? ないで午
会24g，党( 兵庫脇佳織 曾 員

後 4時過ぎ高舎裡に有盆なる小牟

謀〉
上回君主三君、石橋光雄君、111本一巳

日を愉快に終了 し1: lJ 。

鳥 居 正 男 君 主f 遜賛助員より簿柊
君、弁上正志君 、三河武雄君、木村

見 畢 曾 〈舎勢幹事合主催〉
堂国 康二君普: i l l l 賛助長より 縛格

精一君

時 9月21 日午後! I 号30分 - 4時 中 村 義 雄 君 府 下 泉 南 部 淡 輪 村44
特j J lJ 賛助員

30分 日 (日 ;本位建株式合
入 江 千a君

所 大日本紡績貝塚工務 社〉
普通賛助員

出 席 者 井 上 由 幸 氏 外38名 長 尾 藤 市 君 東 成 区片江町 104 墨
三村久利震 、埴崎( 中大郎君、 中村松

1 . 午後 2時一同集合同所園密室に於 野三郎方〈大阪師図
男君、掘春市君主、森田苦言一郎君

て茶菓の饗癒を受げつ、 休憩 経理在日工務科〉
曾 員

1. 同 2時30分本社紡織課長吉村卓爾 鷲 井 清 子 君 港 区 九 傑 南 遁2ノ174

民及工場長松村亮太郎氏雨民より 〈大阪府 女子 専門墜

夫れ夫れ舎祉の瓶況、本工場建設 校〉

含 員

の由来、 現在の状態等詳細なる我 字賀 一郎主主 兵庫県系武庫郡鳴尾村
橋 本 乾 ー 君 天 王 寺 医 勝 山mi _ 1 ノ

明あり、手: で爾民の案内により作 西 ノ口 1 (自 主筆〉
225 

業者耳に於げる原料より製品に至る 宇都宮隆夫君 京都市左京区吉 田町

的場
f告 君 住 吉 区 山阪国r 2/ 57 

迄のエ程及食堂、講堂、寄宿舎、 京大 内 ( 京都帝園大

森
晃君 旭区新森小路南 l ノl

豊島塾等具に見拳紡績に附する知識 事 工 事 部 建 築 準 教 21 

と工場、機械、宿舎、 庭園等の整 室〉 宮 脇 勝 美 君 成 島 懸 佐 伯 郡 五 日 市

備等々稗金す る慮不紗
平賀 ｾｦｦＮ君住吉底卒野元町 Ｗ ノ Ｖ 町吉見闇3. 083

1. 午後 4時松本幹事長よ り一同 を代 (自 告書〕 大津 - 11[¥君 小倉市楽園芸第姪子町

表 して謝訴を述べ解散す 藤本 F千夫君 西阪北姻江主ii 6 ノ19 25 

〈大阪 市 役 所 建 築 部 西島源次郎君 東淀川阪相川北遁 l

第 ! 逮築課〉
ノ6ノl
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藤原義一君京都市右京ｾド鴨東 関喜 久 男 君 名 古 屋 市 昭和遁織田子 他 原 兵市 君 吹 岡 市片 山旭ケE e l

梅ノ木町31 1ノ20C大林組名古屋 204 

中村 : m君市中戸市葺合院上筒井 支庖〉 普通賛助員

主li8 ノ日 佐竹義雄草寺稲岡市古里之町37万歳 南 欽 三 君 住 吉 原 阪 南 町 中4ノ8

檎 川 春 雄 君 岡 山 県 系 邑 久 郡 牛 窓 町 徳太郎-}i 亀 尾 万 太 郎 君 住 吉 原 西 今 川 町 5 ノ

絞 滞 石 原文吉Ji 地 方 . 員 25亀尾清一方

吉 田 信 武 宥 住 吉 区 阿 古11野筋二了 五十嵐芳雄沼 名古屋市昭和臥紅梅芦 中嶋頁輝君鹿島県長佐伯郡厳島町

目金E臣官舎z:， 1  ｾ虎 町l ノ14 中江間悶n治郎方

中 村 武 雄;宥 東 京 市 小 石 川 原 宮 坂 岡本 義男君 北京市東安門来河沼 叶吉 林 喜 好 君 住吉隠回辺在来 ノ町 7

町2ノl ノ12 I  10昔話一都組北京支底 ノ33

草 野 正 男 君 入 幌 市 黒 崎11. 中工務 晶円 j扇 問 峯 雄 草 寺 東 淀 川 医 新 高北主主 2

底出張所内 I 小 IJI 政一 君 新 居 沼 市 新 須 賀 住 友 ノ3

砂 f均一君 横沼市磯子原森町54 !  7 /L - ミ株式千字社清水 上 野 達 郎 君 東 京 市 杉 並 民 荻 箆 !

3  I  組出張所内 ノ162

竹花末春草寺 住吉阪i J l! 仮1l1J" 4 ノ55 1  || 小 野 田 松 夫 君 池 岡 市 窃 鉢 |  村谷 定 震 府' - - J j J 河内郡南高安

前 川 敬 議 君 東京市道飾阪亀有町 |  仲間 孝雄君 静岡版志太郡約九回T 村字黒谷 832 松ド問

3ノ1. 061 i  lII I  J!r65 途方

布袋闘機草寺和歌 山 市 二 ｼ 凶 ｾｲｪｬ ノ田 ｔ 青 木 昌 一 君 兵 庫 燃1m古都策弁村 直江 ｾＱ ，、宥京減所 ｦ 大ＮｲＮ ｩ 田 ｔＳ Ｒ ノ ＵＲ
82 西進口武雄君新京待別市満洲興業 君主 111 口入重力

中川茂一郎君 紳奈川勝愛甲郡中津 |  銀行庶務課轡絡係内 馬 庭 省 吾 君 新京侍i J IJ i 1 i 大同大街

村陸軍航本部相撲建 I  吉原統一郎草寺 北京市外二区和2 f - 門 205 満洲房業株式合

築工場内 I  前大安潤管1231巨大卒 社連築課内

山 根 正 次 郎 清 涼阪北沼5 ノ13 長谷 荘内 一宮 譲 君 府 下 中 河 内 郡 盾 津 村

昔日竹腰E童築事務所内 賓崎 J吉宗 綬岡市大岩宮ド町20 本庖吉岡光太郎j j

石川政 一 郎 震 天 王 寺 痕 伶 人 町103 山上正吉君東京市池谷阪向山田] ー 井 ヒ 政 光 君 奈 夏 服 生 駒 郡 安 堵 村

木業社内 103 字安事者 626 井上卒大

三重E 清三君 1巴阪南島町150 繋 藤 小 司 君 京 成 昂f 光代門遁 1 :玖 ＡＡｾ方
古 川 又 一 君 山 口 l際熊毛郡周南町 岡宮門官舎 2 誠森田

光井浅間政吉方 方〈朝鮮総督府企笠 ｩ 静枕ＭＲＮＮ ･ｾ
西 野 正 義 君 北区中之島三朝明 ビ 部第二謀〕 しこぶ二二二ニニj

J!- 竹中工務庄内 谷川 勝宅 ｾｩｕｉ 君奉天市大和阪葵町 ＷＰ I  • 員

高原健二郎君京都府相楽者s川西村 松 鳥 省 門 君 大 牟 岡 市 上 官 町 l ノ3 高 橋 勝山君 CI1i名頁縫〉昭和 15

1
手

北稲入間京都師国経

2/ 3  I  8月 14 日届出

理昔日出張所内 自 ｅ 重土希雄君 ｩｬｾｾ 洲箇北安省ｾｬＺｩ安後 地 方 . 員

高 橋 徳 松 君 株 式 合 前 土山田工務底 宮部隊経理吉¥i 工務科 背木 版君( 萄姓宮崎〕昭和 151，1主

鈴木孫、市君・大阪市役所監査部第 附 8月19 日届出

二検査課建築検査係 橋 本 堅 治 君 徳 島 市 街I川波没町

内 藤 亮 - 1 l 兵 庫 燃 都 市計重 課 関 本 宮 何 神 戸 市 灘 区 常 盤 木 町 i  死 t  届 j

森 晃草寺旭区新森小路南 l ノ1 I  ，r. .， =  .. ."  ｾｾ 大阪市役所建築部 ;  一 一

21  第一建築課設計係〕 曾 員

木 野 山 照 雄 君 旭 区 北 清 水 町1. 118  浦 英 之 助 君 昭和15年 9 月19 日逝

曾我昔日露男君住吉区間漫来 ノ町 5 符J 31J 賛助員 去

ノ7玄原方 瀬尾 永治君 北京北新櫛王大人胡 鍋 三 君 問 15年9月5 日間

竹 花 来 春 君 住士厄山阪区 4 ノ55 月24盟主三奥組北京傍 小池

小林政一郎君 住吉区山阪町 4 ノ27 業所内 普通貨助員

字 井 入 太 郎 君 東 成 区 猪 飼 野 西3ノ3 佐 猿 正 好 君 府下中河 内郡柏原町 高 岡 逸 平 君 昭和 15年 5 貝逝去

大字市村104ノ2 I  C謹んで哀悼の意を表す〉

x  6 0  



aE 

編

後

輯

記

〉争 日濁伊の三園同 盟と 、新健制 の輿mのln， 只中で

大阪を中心とし 1: 郷土建築を三lコーに扱つ1: 本放が出 る

司王になっ Tこ。古きを混ねて新しい飛限への準備にも

役立てば一望外の率。座談合に 、御寄稿に 、本誌を寅

電な記事で飾って下さつれ各位に劉し 、厚く御罰tU:

申し上げます。

会圏、運を賭して戦ってゐる猫逸が、我閣の童書筆者

金聴してその道に謝する ift 剣な研究の手をーi涛れり

とも休めな L 、。各沼署は戦前に劣らぬ活設 さ E 着 々

とそのプログラムを準めてゐる。戦時中にも拘ら子

2. 000 名の多数にのぼ る軍事筆者が、 ウイ ーシに集ま

って盛大な小児科墜舎が開催 され、第二の図民の穏

》町、，ＮＮ，、州、ｾ

位向上に遡し精進ぞ綴げてゐる 。大図民としての こ

の稼度、目 先の事に捉はれない周到なる準備等、我

等も亦斯 〈めり ?二L 、。

ヤ用紙節約の目 的 から 、合告にもある遁り本月昔話

より康告の頁を激減する事になっ 1:0 色 〆をな Jj i に支

障を来してゐる事は勿論である。然し今後の系羽は

まだま fごこの程度の生ま優し い事 位 で は な い ら し

ぃ。如何なる 事態にS12:過しでも卒静に大勢に )1阪隠し

善慮して行〈 心構へが必要である。

与雑誌が毎君主君事〈な る一方 であ 。。しかし合員諸

彦を初め各方面からの御没稲iば金々盛である。色々

な制約で量を抑へられると 、勢ひ' r t でそれを補はな

げればならな L、。どうせ君事つべらなものしか出せな

いのだからわ 鐙な諦めから原稿が減す・る様な事が

めつては一大事である。各位の倍蕗の御支援を切に

願ふ幸夫第である。( 政問記〉

建 築 と 註 曾

第 231院 第 10童話

l加 50皇室〈郵税3銭〉

毎刃 l 回 l 目 安 行 定 償 ⑧

12加 6 回 ( &0 36銭 〕

昭和 15年 1O}1 5 日印刷 昭和 15年 10月 10 目安行

重量行 ・編 繰

印 刷 人

大阪市北阪朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 枇

大阪市西広江戸沼南遜 2 丁 目13替地

後 行 所 在 費 日 本 建 築 協 合

大阪市北原中之島 3 ノ 3 朝日ピル

: 話畏北濃( 23) 4501番 ( 9)

録 嘗 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待約販責底 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京 町 郷 羽 子 板 橋 西

包括土佐潟 2 4 4 0醤

娠嘗口座大阪2084番

戸 l

 

l

 

'

E

a

'

 

禁 輔 載

本務に掲毅せるものは、一切これを無断にて

隠載し又は単行本に上梓その他 の複製行震を

なすこと分禁令。

庚 告 掲 載 料 金

グ ラ ピ ヤ I 1 頁

く第 l  頁〉

l 回 55. 00 

1 2 γ 己竺ービEーと竺!と

弘

警 主主 I 1 頁 I 1 回 I 20. 00 

「後附館1頁) I  - .  I  I一一一一一一一一一

普 遜 I 1 頁 I 1 回 I 25. ω 

( 後柑偲2買) I 一一一一一一1一一一一一一一一

記 事 中 I x頁 I 1 回 I 20. 00 

λ 姉〉:1一??ltォ:

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 45. 00

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 I 80. 00 

成告掲載御申込は本舎へ直接顕ひます。 。

本誌購讃御法女はすべて前金で本令直接又

は待約庖へ、銀替貯金又は銭替で御扮込を

願ひます。郵券代用は一割増、代金引換は

お医師り致します。
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